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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　──それは、最悪の邂かい逅こうだった。

　蒼あお白じろい月明かりの下、硬い音をたてて落ちる緋ひ色いろの仮面。

　艶つややかな黒髪は焔ほのおのように燃えあがり、灼しやく熱ねつの真紅ルージユへと変わっていく。

「ルビア様……」

　フィアナは息を呑のみ、彼女の名を呟つぶやいた。

　かつて最も尊敬し、憧あこがれていた、二つ年上の姫ひめ巫み女この名を。

〈火の精霊姫〉──ルビア・エルステイン。

　仮面の下の素顔は、過去の記憶とほとんど変わらないように見える。

　四年前、炎上する〈神しん儀ぎ院いん〉の大祭殿でフィアナと袂たもとを分かった、あの日のままだ。

　彼女の紅玉ルビーの瞳ひとみは、フィアナを見ていない。

　その視線はまっすぐ、フィアナの背後に座り込むクレアに向けられていた。

「ぅ……ん……」

　か細い呻うめき声ごえに、フィアナはハッと振り向く。

　石の壁に背をもたれたクレアが、紅玉の瞳を見開いていた。

「クレア、だめ──！」

「姉ねえ……様……？」

　呆ぼう然ぜんとした表情で呟つぶやくクレア。

「──さあ、すべてを終わらせよう」

　ルビア・エルステインが静かに口を開く。

「──魔王覚かく醒せいの刻ときだ」





　　　　◇






「う、そ……嘘うそ、よね……？」

　クレアは震える声で呟いた。

「……だって、姉ねえ様さまが……そんなこと……」

「最後に会ったのは、帝都で催された〈精霊大祭〉の日だったな」

「……っ、う、嘘よ……違う……違うわ！」

　目の前の現実を否定するように、クレアは激しく首を振った。

「あんたは姉様じゃないわ。姉様の姿を真ま似ねて、あたしを混乱させようとしてる──」

　透き通った紅玉ルビーの瞳ひとみが燃え、眼前のルビアを睨にらみつける。

「くだらない茶番はやめて、さっさと正体をあらわしなさい、教国の魔女！」

　刹せつ那な、クレアの右手に紅ぐ蓮れんの炎ほのおが生まれた。

　壁に手をついて立ち上がり、〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を展開する。

　神威カムイも体力もろくに残っていない中、ただ意思の力だけが、彼女を突き動かしていた。

（ルビア様を、シェーラ・カーンが変身した姿だと思っているのね）

　フィアナは胸中で呟いた。

　シェーラ・カーンは以前、魔精霊〈バルダンデルス〉の力を使って自在に姿を変えてみせた。ルビアの姿をとることで、クレアの心を動揺させにきた──と、クレアが思い込むのも無理はない。

（いっそ、このまま勘違いしてくれればいいのだけど……）

　親指の爪つめを噛かみながら、ついそんな都合のいい考えに縋すがりたくなってしまう。

（……真実を知れば、きっとクレアの心は耐えられない）

　クレアは、勝ち気で芯しんが強い半面、とても繊細な娘こだ。幼おさな馴な染じみのリンスレットほどに付き合いが長いわけではないが、それくらいは理解している。

　残酷な真実を突き付けられ、心が壊されたそのとき、彼女は精霊契約の力を失ってしまうかもしれない。

　──かつて〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉と呼ばれた、自分と同じように。

（させないわ、絶対に……！）

　フィアナは震える脚を叱しつ咤たした。

　クレアを連れて、ここから逃げなければならない。

（……でも、どうやって？）

　フィアナにルビアを止める手段はない。騎士精霊〈ゲオルギウス〉も、彼女の焔ほのおによってすでに消滅してしまっている──

「消し炭になりなさいっ！」

　クレアがルビアめがけて炎ほのおの鞭むちを放った。

　夜よ闇やみを裂く真紅の斬ざん閃せん。

　が、ルビアは躱かわす素振りさえ見せない。スッと指先を持ち上げて、

「これが模倣の焔かどうか、その目で確かめるがいい」

　刻ときすらも凍れ、絶対零度の劫ごう火か──〈凍える焔華フロスト・ブレイズ〉。

「……っ、その焔は!?」

　目を見開くクレア。

　直後。硝子ガラスの砕けるような澄んだ音が響き──

　燃えさかる焔の鞭フレイムタンは、ルビアの放った蒼そう焔えんによってかき消された。

　──否。消えたのではない。

「……炎が、凍った!?」

　フィアナは信じられないというように叫んだ。

　それは、彼女が〈神しん儀ぎ院いん〉で学んできた常識とかけ離れた現象だった。

　精霊の力を借りて行使する精霊魔術は、それがどれほど異様な力であったとしても、あくまで自然界の法則に則った物理現象であるはずだ。

　つまり、炎が炎を凍らせる──などということは、本来あり得ない事象なのだ。

（……精霊魔術じゃない？　じゃあ、あの力はいったい……）

「……あ……ああ、あ……」

「……クレア？」

　背後を振り向くと、クレアは愕がく然ぜんとした表情で地面に膝ひざをついていた。

「……本当に、姉ねえ様さま……なの？」

　血ちの気けの失うせたクレアの表情を見て、フィアナは理解した。

　あの凍える焔は、シェーラ・カーンごときが模倣できるようなものではない。クレアはそれを一瞬で見抜き、確信してしまったのだ。

　──彼女が本物の姉であることを。

「……どう……して……どうして、姉様が……？」

　ルビア・エルステインは答えない。

　フィアナの横を通り過ぎ、クレアに近付いていく。

　フィアナは動けなかった。身体が本能的に、四年前の恐怖を思い出してしまっていた。

　足がすくんでいる。喉のどが引ひき攣つって声も出せない。

　ルビアは、放心するクレアの前に歩みを進めると、

「クレア──」

　意外なほど静かな声で、妹の名前を呼んだ。

「姉ねえ様さま……」

「私と一緒に来い。狂える王どもに支配された、この世界を滅ぼすために」

「なにを……なにを言っているの、姉様っ……！」

　クレアは姉を見上げて叫んだ。

「お前は、魔王に仕える〈闇の精霊姫〉になってもらう」

「魔王に、仕える……？」

「そうだ。かつて〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉によって封印された〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の転生体。その制御を司る姫ひめ巫み女こが必要だ」

「……わからない……姉様がなにを言ってるのか、ぜんぜんわからないわ！」

「いまはそれで構わん。いずれ、理解できるときがくる」

　耳を塞ふさぐクレアの目の前に、ルビアはそっと手を差しだした。

「クレア、私の手をとれ」

「……い、や……嫌よ、姉様……」

「私の手をとれ」

「……っ、ぅ……！」

　もう一度、強い口調で繰り返した、途端。

　クレアは、言われるがままに姉の手をとっていた。

　どこか焦点の合っていない瞳ひとみで彼女の顔を見つめ、ふらふらと立ちあがる。

「クレア！」

　フィアナが叫ぶが、クレアには聞こえない。

（……そうか、言葉に〈言こと霊だま〉を）

　エルフィム種族や高位の姫巫女が得意とする、精神操作の一種だ。

　言葉に魔術的な力を籠こめて放ち、相手の思考を支配する。

　学院の精霊使いは精神操作に抵抗する訓練を受けていたはずだが、最高位の姫巫女である〈精霊姫〉の〈言霊〉となれば、そうそう抵抗できるものではない。

　まして、精神状態が不安定なときであればなおさらだ。

（……最初からこれを狙ねらっていたのね）

　フィアナは胸中で歯は噛がみした。

　ルビアが仮面を外して正体を明かしたのは、クレアの心を動揺させるためだろう。

　激しいショックに揺らいだ心は、繊細なガラス細工よりも脆もろい。どれほど強きよう靱じんな精神の持ち主であろうと、〈言霊〉によって容易たやすく心を奪うことができる。

「姉……さ……ま……」

　クレアの紅玉ルビーの瞳から、だんだんと光が失われてゆく。

（……っ、させないわ！）

　心を鼓こ舞ぶして、こみあげる恐怖心をねじ伏せる。

　フィアナは二人のいるほうに向かって足を踏み出した。

　こちらの動く気配に気付いていないのか、あるいは意にかけるまでもないということか、ルビアは振り向きさえもしない。──おそらく、後者だろうが。

（……〈ゲオルギウス〉はもう呼び出せない）

　かろうじて完全消滅は避けられたが、回復には少なくともまる一日はかかるだろう。

　胸もとには目め眩くらましの〈精霊鉱石〉を隠しているが、あのルビア相手では、たいした効果があるとも思えない。

（なにか武器になりそうなものは……）

　燃え立つ炎ほのおに照らされた瓦が礫れきの上に、素早く目を走らせる。

「……！」

　──と。それは、夜の闇に溶けこむようにそこにあった。

　闇の中に輝く闇──月明かりを反射しない、漆黒の刃。

　なぜかクレアの所持していた、闇の魔剣だ。

〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉──柄や刃の形状こそ微妙に異なるものの、それはまさしく〈最強の剣舞姫〉、レン・アッシュベルの代名詞とも呼べる精霊魔装エレメンタルヴアツフエだった。

　フィアナは吸い寄せられるように歩みを進めると、地面に横たわる魔剣を掴つかんだ。

　見かけに反して意外なほど軽い。そういえば、三年前のレン・アッシュベル──カミトは、この剣を片手で振るっていたことを思い出す。

「その魔剣で私と戦う気か？」

「……」

　やはり、フィアナの動きには気付いていたようだ。

　虚うつろな表情のクレアの手をとったまま、こちらを振り向く。

「やってみなければ、わからないでしょう？」

　精せい一いつ杯ぱい強がったつもりだが、声が裏返っていたかもしれない。

　せめて剣を持つ手が震えていないことを願いながら、闇の魔剣を両手に構える。

　以前、騎士精霊に稽けい古こを付けてもらっていたおかげで、構えだけはどうにか様になっていた。少なくとも、覚えたての頃ころのように指を切ることはない。

（それにしても、どうしてこんなに差がついたのかしらね……）

　震える手で剣を握りながら、ふと疑問に思う。

〈神しん儀ぎ院いん〉にいた頃のルビアは、剣に関してはフィアナと同じ素人だったはずだ。

（なのに、彼女は一度剣でカミト君を圧倒してる……）

　たった四年間で、それほどの剣技を身につけることは可能なのだろうか。

　いや、いまはそんなことを考えているときではない。

「クレアを解放して」

　フィアナは慎重に口を開いた。

「かわりに私が〈闇の精霊姫〉になるわ。シェーラ・カーンは、私にも〈闇の精霊姫〉の資質があると言っていた」

「たしかに、お前には〈闇の精霊姫〉の資質がある」

　ルビアは冷たく頷うなずいた。

「〈闇の精霊姫〉に必要とされる資質は、〈魔王〉と強い絆きずなで結ばれていることだ。もっとも、その意味では、ファーレンガルトの娘やローレンフロストの娘も〈闇の精霊姫〉となる可能性はあったがな」

「……それが、どうしたというの？」

〈魔王〉──カミトとの絆なら、チームメイトの誰だれにもひけをとる気はない。

　そして〈闇の精霊姫〉というのが、五大精霊王エレメンタル・ロードに仕える〈精霊姫〉と同じ意味を持つ存在だとすれば、元精霊姫候補であったフィアナを不適格とする理由はないはずだ。

　……ルビアが妹にこだわる理由が、わからない。

「簡単な話だ。クレアの〈精霊姫〉としての潜在的な才覚は、この私を凌りよう駕がする」

「……っ!?」

　フィアナは薄闇色の目を見開いた。

（……数百年に一度の逸材と謳うたわれた、ルビア様以上の資質を？）

　にわかに信じられる話ではない。だが、ルビアは平然と続けてきた。

「事実、エルステイン家の契約精霊は、私ではなく妹を選んだ。もし本来の才能を開花させていれば、〈火の精霊姫〉として選ばれたのは彼女だったのだろうな」

「それは……」

　たしかに、エルステイン家の契約精霊である〈スカーレット〉が、姉のルビアではなく、クレアを選んだのは理屈にあわない。性格的な相性の問題もあるにはあるが、精霊は普通、精霊使いとしての能力が高い姫ひめ巫み女こと契約したがるものだからだ。

「〈闇の精霊姫〉として、これ以上に相応ふさわしい者はいない」

　ルビアが、虚うつろな表情のクレアを胸もとに引き寄せた。

　クレアはほとんど抵抗することもなく、彼女に身体をあずけてしまう。

「ルビア様っ！」

　フィアナは必死に叫んだ。

「クレアはっ、ずっとあなたに会うために生きてきたのよ。この〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場したのだって、ただあなたに会うために──」

「そんなことは知っている」

「……っ、あなたはっ！」

　激情に駆られたフィアナは、魔剣を手に踏み込んだ。

　空を斬きる剣閃。直後、軽く足を払われ地面に倒される。

「くっ……！」

「剣技以前の問題だな」

　倒れたフィアナを冷たく見下ろすルビア。

　と、その視線が、彼女の握る闇の魔剣に向けられる。

　そして──

「──闇精霊〈レスティア・アッシュドール〉」

　呟つぶやくと、手のひらにあの絶対零度の焔ほのおを生み出した。

「……なにをする気？」

　フィアナは混乱した。

　この闇精霊は、ルビアと同盟関係にあったはずだ。仲間というほどの関係だったかどうかは微妙だが、少なくとも、カミトを〈魔王〉として目覚めさせる、という目的で手を組んでいたことは間違いない。

「〈魔王〉の覚かく醒せいが近付いた以上、この闇精霊は私の計画にとって障害となる存在だ。故ゆえに、いまここで消滅させる──」

　冷徹な口調で切り捨て、蒼そう焔えんの宿る右手を真下に向ける。

　いまの闇精霊は、精霊魔装〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉ではなく、剣の形をした具象物オブジエクトにすぎない。

　彼女の放つ絶対零度の焔は、闇精霊の存在を、あとかたもなく消滅させるだろう。

　──この世界から、永遠に。

　と。

「……っ、だ、め……！」

　クレアが弱々しく口を開いた。

「……クレア？」

　ハッと顔を上げるフィアナ。

　クレアは意識の朦もう朧ろうとした状態で、ルビアの腕にしがみついていた。

「……やめ、て……姉ねえ、様……！」

「私の精神支配を破った──？」

　ルビアが初めて驚きよう愕がくの表情を見せる。

「その剣はっ……カミトの……大切な人、だからっ──！」

　クレアの〈精霊刻印〉が閃せん光こうを放ち、その手に激しい炎ほのおが生まれた。

　炎は渦を巻いて燃えあがり、火猫の姿となってルビアに襲いかかる。

　ルビアはクレアの手を離し、跳びさがった。

　うなり声をあげ、ルビアを追撃するスカーレット。フィアナをここへ連れてきたときは子猫サイズだったはずだが、いまは本来の大きさに戻っている。

（……どうして？　クレアの神威カムイは尽きているはずなのに）

　普通、契約精霊の力が、これほど急速に回復することはないはずだが──

　と、フィアナは気付く。先ほどまで周囲で燃えあがっていた炎──〈ゲオルギウス〉を消滅させたルビアの炎が、いつのまにか消えていた。

（……そうか、ルビア様の炎を吸収したのね）

　燃え立つ灼しやく熱ねつの爪つめで、ルビアに猛攻をかけるスカーレット。

　制御を失い、暴走状態にあるようだ。

「この力……〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉の真名を解放したか」

　猛たけり狂う火猫の攻撃を躱かわしながら、ルビアが口を開く。

「闇精霊め、余計なことを──」

　剣けん舞ぶの気配を察してか、周囲に光球のような精霊たちが集まってきた。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の様子を中継するため、〈神しん儀ぎ院いん〉がフィールドに放った精霊だ。

　ルビアは舌打ちすると、真紅の仮面を拾い上げてふたたび装着した。

「……ぁ、くっ……」

　フィアナの頭上で、苦しそうな声が漏れ聞こえた。

　見上げると、クレアが青ざめた表情で息を荒げている。右手の〈精霊刻印〉は異様な輝きを帯び、緋ひ色いろの髪が燃える炎ほのおのように逆立っていた。

　……危険な状態だ。暴走状態の契約精霊を使役し続ければ、神威カムイを根こそぎ奪い尽くされて、最悪、死に至ることさえありうる。

「ちょ、ちょっと、クレア！」

　フィアナはあわてて立ち上がると、いまにも倒れそうなクレアの身体を支えた。

「ん……フィア……ナ……？」

　朦もう朧ろうとした様子で首を傾かしげるクレア。

　……半はん覚かく醒せいの状態といったところか。だが、ルビアから離れたせいか、その瞳ひとみにはふたたび理性の光が戻りはじめているようだ。

「クレア、しっかりして！」

　フィアナはクレアの頬ほおを強くはたいた。乱暴な方法だが、〈言こと霊だま〉による精神支配を解くには最も有効だ。

　効果はてきめんだった。クレアはパチッと目を開き、

「……フィアナ、姉ねえ様さまが──！」

「話はあとにして。いまはここから逃げるのが先決よ」

　フィアナは首を振ると、クレアの手をとった。スカーレットの猛攻もそう長くは続かないだろう。いまのうちに、できるだけ遠くへ逃げなければ──

　だが、フィアナが手をひくと、クレアはそのまま地面に倒れ込んでしまった。

「クレア！」

「……っ、足が……もう動かないの──！」

　クレアは悲痛な表情でフィアナを見上げた。

　……考えてみれば当然だ。

　フィアナがここに来たとき、すでにクレアの体力は尽きかけていた。まして、暴走したスカーレットを使役している状態で、まともに動けるはずがない。

　せめて〈ゲオルギウス〉を召喚できれば、クレアを運ばせることもできたのだが。

　巨大化したスカーレットが、ルビアの放つ絶対零度の焔ほのおに呑のみ込こまれた。

　火猫精霊の決死の足止めも、あと十数秒ともたないだろう。

（万事休す、ね……）

　フィアナが絶望に目を閉じかけた、その時。

「……フィアナ、お願いがあるんだけど」

　クレアがフィアナの目を見据え、声を発した。

「……お願い？」

「その魔剣を持って、カミトのところへ行って」

「……っ！」

　フィアナは絶句して目を見開いた。

「そ、そんなの、だめに決まってるじゃない！」

　……できるはずがない。ここでクレアを見捨てたりしたら、チームメイト失格だ。

「──聞いて」

　だが、そんな否定の言葉を、クレアは強い口調でさえぎった。

「どのみち、あたしはもう逃げられない。正直、意識を保っているのもやっとの状態よ。でも、あんた一人ならまだ逃げられる──」

「私は逃げないわ！」

「逃げて。──この仔と一緒に」

「え？」

　クレアは、輝く〈精霊刻印〉を宿した右手を、フィアナの前に差しだした。

　燃える炎ほのおの刻まれた、スカーレットの刻印を。

「あんたに、スカーレットを託すわ。王女殿下」

「……？　スカーレットを託す？」

　一瞬、意味をつかみ損ねて首を傾かしげるが──

「……っ、まさか、契約譲じよう渡と？」

　王女殿下。普段の彼女が使わないその呼び方で、ピンときた。

「ええ。エルステイン家のあたしと、正統なオルデシア王室出身のあんたとのあいだなら、可能なはずよ」

「それは、理屈ではそうだけど……」

〈契約譲渡〉──それは、王家と貴族の主従関係の中で成立する特異な〈誓約ゲツシユ〉だ。

　エルステイン家をはじめとする帝国の六大貴族は、数百年の長きにわたってオルデシア王家に忠誠を誓ってきた。その忠誠を証あかしするものとして、古来より伝統的におこなわれてきたのが、契約譲渡の誓約なのだ。

　すなわち、オルデシア王室の要求があった場合、帝国の六大貴族は、その家に仕える契約精霊をただちに返上しなくてはならない。これは六大貴族の精霊の所有権が、本来は王家に帰属しているということを意味するものだ。

　だが、帝国の歴史上、この制度が実際に行使されたという記録は残っていない。いわば君主と諸侯の主従関係を象徴するための、形けい骸がい化かした制度だったのだ。

　しかし、そんな形骸化した制度でも、形骸だけは残っている。

　ゆえに、王位継承権を失った〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉とはいえ、王室の血脈を継ぐフィアナには、エルステイン家の精霊を譲じよう渡とすることが可能、ということだ。

「このまま何もしなければ、スカーレットは姉ねえ様さまに消滅させられる」

　苦しそうに息を吐きながら、クレアは言った。

　この世界に顕けん現げんする力を失うという意味ではない。

　この世界から、完全に消滅するという意味だ。

「だからお願い。スカーレットと一緒に逃げて」

「……」

　鬼気迫った顔のクレアに、フィアナは息を呑のむ。

　ほんの数秒の逡しゆん巡じゆん。だが、いまはその数秒があまりに貴重だ。

　──迷っている時間はない。フィアナは決心して頷うなずいた。

「わかったわ。エルステイン家の忠誠、謹つつしんで──」

　クレアの差しだした右手を握り返し、記憶にある誓約ゲツシユの詞ことばを諳そらんじる。

「オルデシア帝国第二王女、フィアナ・レイ・オルデシアの名において命じる。汝なんじ、偉大なる祖先の交わせし誓約によりて、我に其その剣を捧ささげよ──」

　歌うように紡がれる精霊語の詞。応じて、クレアも唇を震わせる。
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「我等の剣は主君の剣、我等は絶えることなき無む窮きゆうの焔ほのおを汝なんじに捧ささげん──」

　火の精霊刻印が目も眩くらむような閃せん光こうを放ち、クレアの血が地面にしたたり落ちる。

　瞬間、フィアナの右手に、火傷やけどのような鋭い痛みが走った。

「……くっ、う……！」

　痛みをこらえるように顔をしかめ、手を押さえるフィアナ。

　おそるおそる手をどけると、右手の甲に、緋ひ色いろに輝く火の刻印が刻まれていた。

　──契約精霊の譲じよう渡とが成功したのだ。

「……ありがとう。早く逃げて」

　クレアはふっと微笑ほほえむと、ふたたび力尽きたように倒れ込む。

　スカーレットの姿が突然消え、異変に気付いたルビアが、こちらを振り向いた。

「カミト君たちと合流して、絶対に助けにくるわ！」

　なんとかそれだけを言い残すと、フィアナは闇の魔剣を手に駆けだした。






第一章　ミュア・アレンスタール






　──〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉決勝戦開始から、一日目の夜がおとずれた。

　ミュア・アレンスタールの軍用精霊〈ヴァララカール〉を倒したカミトたちは、一度〈廃都〉の中心部から離れ、祠ほこらのような遺跡の中で休息をとることにした。

　地面に置いた火の精霊鉱石が赤く輝き、暗い祠の中を照らしている。その周囲に石を積んで作った簡単な竈かまの上で、スープの鍋なべがぐつぐつと煮えていた。

「……〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の夜は、さすがに冷えるな」

　カミトの右隣に座るエリスが、ぶるっと身を震わせた。

「ああ。予選のときは、それほど寒さを感じなかったんだけどな」

「それは王女殿下の〈結けつ界かい〉のおかげですわ」

　口を開いたのは、カミトの左隣に座るリンスレットだ。

　両方の手にお椀わんと柄ひ杓しやくを持ち、制服の上に可愛かわいらしいエプロンを身につけている。

　帝国でも有数の大貴族のお嬢様でありながら、その姿は妙に似合っていた。

「風の結界で周囲を覆うこともできるが、不用意な神威カムイの発散は〈廃精霊〉どもを呼び寄せかねないからな。それに、いまはできるだけ力を温存しておきたい」

　神妙な顔で頷うなずくエリス。〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉のリリィ・フレイム、そして〈ヴァララカール〉との連戦で、彼女も力を使い果たしていた。

　同じく、カミトのために限界以上の力を発揮してくれたエストも、いまは剣の姿になって眠っている。壁にたてかけられたまま、当分起きることはなさそうだ。

「と、ところで騎士団長……」

　リンスレットがこほんと咳せき払ばらいして言った。

「す、すこし、カミトさんに近付きすぎでは？」

　と、エリスは顔を真まっ赤かにして、

「し、仕方ないだろう。北国育ちの君と違って、私は寒さは苦手なのだ」

「あなたの魔風精霊を抱いたほうが暖かそうですわよ。クレアもよくスカーレットを抱き枕まくらがわりに使っていますし」

「……だって、〈シムルグ〉は顔がちょっと怖いから」

「ま、まあ、精せい悍かんな顔付きではあるよな」

　と、そんなカミトたちのやり取りを──

「……」

　正面に座る少女が、呆あきれたように見つめていた。

　頭の両端でくくった暗灰色アツシユグレイの髪。湖面のように澄んだ蒼あおい瞳ひとみ。

　小柄な体たい躯くを軍服に包み、膝ひざをかかえて座っている。

　ミュア・アレンスタール──〈教導院〉第二位の戦闘技能者。

　大量破壊任務を得意とする──規格外の〈怪物モンストル〉。

　彼女は人間を警戒する小動物のように、カミトたちから微妙な距離をとっていた。

「ミュア、風邪ひくぞ。もっと火のそばに来たらどうだ？」

　カミトの言葉に、両隣に座るお嬢様二人がハッと身構える。

　もう何度目かの緊迫した空気が流れた。

（……まあ、二人が警戒するのも無理ないか）

　なにしろ、ほんの数刻前に襲ってきた相手である。

　それに、ミュアは前にも一度、彼女たちを抹殺しようとしたことがあるのだ。

　そう簡単に打ち解けられるものではない。実際、二人のお嬢様は、いまだにカミトのとった処置に不満のようだ。

　ミュアは静かに首を振った。

「いやよ。そっちには兄様を誑たぶらかす女め狐ぎつねたちがいるもの」

「な、なんだとっ！」「まあっ！」

　エリスとリンスレットが同時に声をあげる。

「カミト、私はやはり、彼女の〈魔石〉を取り上げておくべきだったと思うぞ」

「わたくしも、彼女は危険すぎると思いますわ！」

　そう、あの〈ヴァララカール〉との戦いのあと──

　カミトはミュアの所持する〈魔石〉を、あえて奪わなかった。

　剣けん舞ぶの勝者が〈魔石〉を奪うのは、当然の権利だ。むしろ、カミトの行為は〈精霊王〉の望む〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の趣旨に反しているともいえる。

　当然、エリスたちからも反対された。それでも、カミトがミュアから〈魔石〉を奪わなかったのは、一度、四年ぶりに再会した彼女と正面から話をしてみたかったからだ。

（それに……）

〈教導院〉の施設が、正体不明の魔神に襲撃された、あの日。

　幼いミュアを一人残してきたことに、カミト自身、負い目を感じてもいた。

「ミュアは普通の精霊使いじゃない。軍用精霊を失った彼女は、なにもできないはずだ」

　事実、ミュアは固有の契約精霊を使役することができない。彼女が生まれつき備えた異能の力──〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉が精霊を狂乱させ、その存在を食くい潰つぶしてしまうからだ。

「あら、契約精霊なんていなくても、お姉ねえちゃんたちなんて簡単に殺せるよ」

「……なんだと!?」

　平然と言い放つミュアに、エリスが鋭い視線を向ける。

「ミュアは兄様には負けたけれど、お姉ちゃんに負けたわけじゃないもの」

「くっ……！」

「ミュア、やめろ──」

　カミトが強い口調でさえぎった。

「……いまの言葉、さすがに俺おれも怒るぞ」

「兄様……？」

「簡単に殺すなんて口にするな」

　まっすぐにミュアの目を見つめるカミト。

「……」

　ミュアは拗すねたようにうつむくと──

「……はい、兄様」

　渋々といった様子で、こくっと頷うなずいた。

　カミトは内心でほっと息をつく。

（……ミュアは、悪い娘こじゃないんだよな）

　彼女には善悪の観念が存在しないだけだ。

　そして、それは〈教導院〉で育てられた孤児全員に共通する特徴でもある。

（……俺も、レスティアと出会う前はそうだった）

「スープが煮えたようですわ」

　こほん、とリンスレットが咳せき払ばらいした。

　彼女が鍋なべの蓋ふたを開けると、湯気と一緒においしそうな魚介スープの匂においが漂った。

　唐辛子と香辛料をふんだんに使った真まっ赤かなスープに、白身魚のブツ切り、殻を剥むいた大きなエビ、ホタテやムール貝など、贅ぜい沢たくな具がごろごろ入っている。

「おお、うまそうだな！」

「ブイヤベース風ふうの魚介スープですわ。身体がとても温まりますのよ」

「……本当になんでも作れるんだな」

「下準備は決勝戦前にしていましたから。それに、〈フェンリル〉の異空間は、お魚も鮮度を保ったまま保冷できますし」

　そばで行儀よく座っていたフェンリルが、誇らしげにうぉんっと鳴く。

　カミトはお椀わんを受け取ると、さっそくスープを飲む。

「はふ、はふ……んっ……」

「お、お口に合いまして？」

　心配そうに訊きいてくるリンスレット。

「……うまい！」

　カミトはぷはーっと満足の声をあげた。

　唐辛子たっぷりの真まっ赤かなスープは、見た目ほど辛くはなく、魚介類の複雑なうまみが凝縮されている。身体の芯しんがカーッと熱くなってくるようだ。

「つ、作った甲か斐いがありましたわ……ふふっ♪」

　リンスレットが赤らめた頬ほおを両手で挟む。

「む、カミトは辛めの味付けも好みなのか、なるほど……」

　その横でエリスは、なにやら真剣な表情で謎なぞのメモをとっていた。

「ミュアも、お腹空いただろ？」

　カミトはミュアに、スープをよそったお椀を差し出した。

「いらないわ。お腹空いてないし、敵のほどこしは受けない」

「……～っ、な、なんですのっ、その態度は！」

　むっと怒るリンスレットを、カミトはまあまあとなだめ、

「あのランクの軍用精霊を使役したんだ。お腹が空かないはずないだろ」

「〈教導院〉の戦闘技能者は、一週間、何も食べずに作戦行動をとることができるわ」

「……まあな。けど、それとこれとはまた別だ」

　カミトは肩をすくめると、ミュアの鼻先に、湯気のたつスープのお椀を近付けた。

「……」

　ゴクリ……と、唾つばを呑のみ込こむミュア。

「ほら、ひと口でいいから飲んでみろよ。温まるぞ」

「ふん、ミュアはお腹なんて空いて……」

　……ぐぅ。

　祠ほこらの中に、可愛かわいらしい音が響いた。

「……ほら、な？」

「……～っ！」

　ミュアはスープの椀から、悔しそうに目を逸そらし、

「い、いらないわっ、毒が入ってるかもしれないし」

「失礼ですわね、毒なんて入っていませんわ！」

　抗議の声をあげるリンスレット。

「ふん、どうだか？」

「……すまん、ミュアに悪気はないんだ」

　カミトはミュアのかわりに小声で謝った。

「俺おれたちの育った場所は、毒を警戒するのが当然だったから……」

「……そ、そうでしたの」

　高飛車だが心根の優しいリンスレットは、複雑な表情で頷うなずく。

「ミュア、大丈夫だ。ほら、俺も食べてるだろ？」

　ミュアの目の前でスープを飲んでみせるカミト。

「……」

「な？」

　ミュアはゴクリと喉のどを鳴らし、

「だ、だったら……」

「ん？」

「兄様がミュアに食べさせて。そしたら信じるわ」

　突然、そんなことを言いだした。

「……え？」

「な、なんだと！」「なんですって！」

　エリスとリンスレットが同時に叫ぶ。

「……お、俺がミュアに、食べさせる？」

「そうよ、兄様」

　カミトの目をのぞき込むように、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむミュア。

「ミュア、からかうなよ」

「からかってなんていないわ。……ほら、あーん」

　おもむろに顔を近付けると、可か憐れんな蕾つぼみのような口をひらく。

　思わずドキッとするカミトだが、

「……やれやれ、しかたないな」

　小さく肩をすくめると、スプーンでスープをすくい、ミュアの口に滑らせた。

「……に、にに、兄様!?」

　目を見開き、カアッと頬ほおを赤らめるミュア。

　こくりと喉を鳴らし、スープを嚥えん下かする。

「……ふん、ま、まあまあね！」

　目を逸そらしながら、そんな感想を口にして、

「も、もうひと口……あーん」

「ま、待て！」「おまちなさい！」

　エリスたちがあわてて割り込んだ。

「カミト、ず、ずるいぞ！　私も……」

「わたくしも、その、ほ、欲しい、ですわ……」

　頬ほおを赤く染め、恥ずかしそうに口を開く二人。

「な、なんでエリスたちまで!?」

「なんででも、ですわ！」

「そうだ！　なんででも、だ！」

　二人は目をつむって顔を近付けてくる。

　……よくわからないが、ここは言うことを聞いたほうがよさそうだ。

「……ほら、あーん」

「はむっ♪」「……ぁんっ♪」

　お嬢様たちの可か憐れんな唇に、順番にスプーンを差し入れる。

「ううっ……わ、私としたことが、なんとはしたないことを……」

「も、もうっ、恥ずかしいですわ！」

　赤らめた頬に両手を添え、とろんと蕩とろけた表情で呟つぶやく二人。

　……そんな姿が、なんとも初々しく可愛かわいらしい。

「いや、俺おれもけっこう恥ずかしいんだが……」

　照れたように頬をかくカミト。
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「……兄様っ！」

　そんなカミトを見て、ミュアはぷくっと頬ほおを膨らませていた。





　　　　◇






　パンとスープだけの、簡素だが滋じ味みあふれる食事のあとで──

「……もうっ、兄様は本当に夜の魔王になってしまったのね！」

　ミュアは拗すねたように言った。

　いま祠ほこらの中にいるのは、カミトとミュアの二人だけだ。

　エリスたちは、姫ひめ巫み女この日課である御祓みそぎをするため外に出ている。

　この遺跡の近くに、古代の禊みそぎ場の遺跡があるそうだ。

　二人揃そろって出て行ったのは、外での襲撃に警戒するためでもあるだろうが、たぶん、カミトがミュアと二人きりになれるよう、気を遣ってくれたのだろう。

「……よ、夜の魔王って、誰だれから聞いたんだよ」

「リリィがずっと兄様を調査していたわ」

「……なるほど」

　カミトは半眼でうめいた。

「……完全な誤解だからな？　っていうか、なんでリリィほど優秀な諜ちよう報ほう能力者が、そんな誤情報をつかまされてるんだ？」

「誤情報じゃなくて、事実だからじゃない？」

「断じて否定する」

　カミトはきっぱりと首を振った。そんな事実はない……はずだ。

（……って、こんな話をしたいわけじゃない）

　カミトはこほんと咳せき払ばらいして、

「えっと、ミュア──」

「……なに？　兄様」

「……その、どうして兄様なんだ？」

　ストレートに訊きく。

〈教導院〉で初めて出会ったときから、ミュアはカミトのことを兄様と呼んでいた。

　昔、何度か訊いてみたことはあるのだが、返事は決まって、

「──教えないわ。兄様が思い出すまで」

　……これだ。

　ミュアは拗ねたようにそっぽを向いてしまう。

「思い出せないものは、きっと何年経っても思い出せないぞ。俺おれも子供の頃ころのことだし、施設に連れてこられた頃の記憶自体、ほとんどないからな」

　そう、日付も時間の感覚もない暗い檻おりの中で、カミトは戦闘訓練を施された。

　あるいは、あの檻おりでの戦闘訓練は、カミトの記憶と感情をすり減らし、壊すことも兼ねていたのかもしれない。カミトが故郷のことを、まったくといっていいほど覚えていないのはそのためだろう。

　あの頃ころの記憶で唯一、強く残っているのは──

（レスティアと過ごした時間、くらいだな……）

　……ともあれ、しつこく訊きいて、ミュアの心を頑かたくなにしては本末転倒だ。

　カミトは話題を変えることにした。

「ミュアは、あの日からどうしてたんだ？」

「あの日？」

「四年前だよ。〈教導院〉が、炎ほのおの魔神に壊滅させられたあとだ。……そういえば、ミュアはあの魔神と直接戦ったのか？」

「ええ。戦って──負けたわ」

　敗北に対してのこだわりはないのか、あっさりと頷うなずくミュア。

　最強の戦闘技能者集団である〈教導院〉を、半日で壊滅させた魔神だ。当時、使役する精霊のランクを制限されていたミュアが敵かなわないのも、当然だった。

「あれからしばらくして、帝国の〈十二騎将ナンバーズ〉が調査に来たわ。ほかの連中は捕まったらしいけど、ミュアはとっくに逃げていたから──」

　そして、彼女はある街に流れ着き、〈骸連盟マーダーズ〉と接触した。

　そこで職業暗殺者として雇われ、裏の稼業で生き延びてきたらしい。

（……俺おれと同じだったんだな）

　あの施設で育った孤児は、それしか生きる術すべがなかった。頼れる肉親はおろか、まともな戸籍さえ存在しないのだ。ミュアとカミトの運命を分けた、たったひとつの違いは、カミトの最初の暗殺目標が、あの〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉だったことだろう。

「……それから、二年後よ。リリィと再会したのは」

〈骸連盟〉の情報網を通じて接触してきたリリィ・フレイムは、ミュアを〈紅蓮卿カーデイナル〉と名乗る女に引き合わせた。そして、その〈紅蓮卿〉というのが──

「いま〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉を名乗っている、あの女」

「彼女は〈骸連盟〉のネットワークを使って〈教導院〉の遺児を集めていたのか」

〈教導院〉の崩壊によって行き場を失った遺児たちは、高い確率で〈骸連盟〉に接触することになる。それを見越して網を張っていたのだろう。

　あのジオ・インザーギなども、そのルートで引き入れたに違いない。

「あの女は、私が〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場すれば、もう一度、兄様に会えるって言ったわ」

「彼女──レン・アッシュベルは、いったい何が目的なんだ？」

　ミュアは首を横に振った。

「知らないわ。あいつが何を考えているかなんて」

「……そうか」

　……そうだろうな、とは思っていた。〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉は、同じ目的意識を共有したチームではなく、それぞれの利害によって結びついた同盟にすぎないのだろう。

「でも、あの女が言うにはね──」

　と、ミュアは人差し指を唇にあて、

「ミュアたちは、兄様を覚かく醒せいさせるために集められたそうよ」

「──覚醒」

　カミトはハッとした。

　……その言葉に、妙な胸騒ぎをおぼえる。

「その、覚醒ってのは……俺おれに昔の力を取り戻させるって意味か？」

「さあ、どうかしら？　たしかに、兄様は昔よりも腑ふ抜ぬけてしまったけれど」

　ミュアの辛口な評価はさておき──

（……レン・アッシュベルやレスティアの狙ねらいは、やはりそれなのか？）

　カミトは胸中で呟つぶやいた。

　以前、シェーラ・カーンに捕らえられたフィアナの話によれば、カミトはこの時代に転生した〈魔王〉であり、歴史から抹消された〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力を継承しているらしい。

（……俺の中に、本当にそんな存も在のが？）

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉が始まってから、自分の中で何かが目覚めているのは感じる。

　それは、はたして三年前の強さを取り戻しているだけなのか──

「……兄様？」

「ああ、悪い。ちょっと考えごとをな……」

　首を傾かしげるミュアに、頭をかきながら謝るカミト。

「もう、兄様はミュアのことだけを考えていればいいのに」

　ミュアは頬ほおを膨らませると、カミトの胸にぽふっと頭をのせた。

「……ミュア？」

「私には兄様だけがいればいいの。あとは何もいらない。この世界はミュアのことが嫌いなんだから、みんな消えちゃえばいいのに」

「そんなこと……」

　カミトは否定しようと口を開くが、

「だって、ほら──」

　ミュアは突然、あかあかと燃える火の精霊鉱石の上に片手をのせた。

　瞬間、精霊鉱石に封じられていた火精霊が狂乱し、激しい炎ほのおを噴きあげる。

「──ミュア！」

　カミトはあわててミュアの腕をつかんだ。

「な、なにしてるんだよ、おまえ！」

　ミュアの手のひらは、軽い火傷やけどになっていた。

「……ね？　私は嫌われてるの。この世界から」

「……」

　ミュアが生まれつき備えていたという、異能の力──〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉。

　彼女が触れた精霊は、みな狂乱に取り憑つかれる。

　暴走した精霊は、やがてその力を使いはたし、この世界から消滅してしまうのだ。

　それは、異能と呼ぶことさえ躊躇ためらわれる──残酷な呪のろいでしかない。

「世界がミュアを否定するなら、ミュアも世界を否定してやるわ」

　いまだ激しい炎ほのおを噴き上げる火精霊に目を落とし、彼女は呟つぶやく。

「でも、あのとき、兄様だけがミュアを拒まないでいてくれた」

「あのとき？」

「ええ。兄様が〈教導院〉に連れてこられた、あの日よ」

「……悪い。俺おれは──本当に思い出せないんだ。あの頃ころのことは」

「覚えていなくてもいいわ。兄様にとっては、他愛たわいもない言葉だったのかもしれない。けれど、ミュアにとっては、大切な約束だから」

　ミュアは儚はかなく微笑ほほえむと、ふぁ、と可愛かわいらしいあくびをした。

「……ん、眠くなってしまったわ」

「そろそろ休むか。俺も体力を回復させないとな」

　肉体の傷は魔術で治せるが、消耗した神威カムイの回復には、やはり睡眠が最も効果的だ。

「本当に、ミュアの〈魔石〉を奪っておかなくていいの？」

「ん？」

「兄様が寝ているあいだに、兄様の〈魔石〉を奪うかもしれないわ」

「ミュアはそんなことしないだろ」

　カミトはそのまま床に寝転がる。外ではエリスの〈シムルグ〉が見張っているので、他ほかのチームの奇襲を受ける心配は少ないだろう。

　木の根の茂った遺跡の天井を見上げながら、カミトは口を開く。

「なあ、ミュア──」

「なに？　兄様」

「その、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉が終わったら、俺と一緒に帝国に来ないか？」

「……どういうこと？」

「グレイワースなら、妹の戸籍を偽造することもできる。あと、リンスレットに頼めば、ローレンフロスト家のメイドとして雇ってくれるかもしれない。あそこのメイドの採用基準は、可愛いってことだけらしいからな」

「か、可愛い!?」

　なにげなく口にしたカミトの言葉に、顔を赤らめるミュア。

「ふ、ふん、ミュアはメイドなんて嫌よ！」

　怒ったように言うと、そっぽを向いて寝てしまう。

　……結局、ミュアの返事を聞くことはできなかった。





　　　　◇






　……ちゃぷん。夜の暗闇に、静かな水音が響く。

「騎士団長、また胸が大きくなりましたわね……」

「な、なにをいうのだ、君は！」

　あわてて両手で胸を隠すエリス。濡ぬれた髪の尖せん端たんから水滴がしたたり落ちる。

　淡い月明かりの下、エリスとリンスレットは禊みそぎ場で沐もく浴よくをしていた。

　儀式で清めた水は肌を刺すように冷たく、火ほ照てった身体を冷ましてくれる。

　身体が火照っている理由はもちろん、カミトのせいだ。

「はふぅ……カミトさんと、か、間接キスを、してしまいましたわ……」

「騎士たる身分でありながら、私はあのような、は、破廉恥なことを……」

　せっかく身を清めているというのに、すぐに煩悩が頭を占領してしまう。

　箱入りお嬢様の二人にとって、さっきの「あーん」は、あまりに刺激が強すぎたのだ。

　集中が途切れてしまっては、儀式もうまくいかない。

　……なので、二人の御祓みそぎは、普段よりもずっと時間がかかっていた。

「もうすぐ、日が昇ってしまいますわね」

　昨夜の激戦から、それほど時間が経っているわけではない。廃都の中心部に目を向ければ、〈ヴァララカール〉の放った炎ほのおはまだ燃え続けている。

「そういえば──」

　と、リンスレットが濡れた髪を絞りながら言った。

「あの軍用精霊使いの娘こ、ちょっと、昔のクレアに似ていましたわね」

「……髪形が？」

　眉まゆをひそめるエリス。

「違いますわ。……その、ルビア様の事件があった頃ころのクレアも、あんな雰囲気でしたの。まわりのすべてを敵だと思い込んで、怯おびえながら牙きばを剥むく小動物のような──」

「……ああ。たしかに、去年のクレアは荒れていたからな」

　ヴェルサリアが率いていた頃の〈風王騎士団シルフイード〉とは何度も決闘騒ぎがあったし、エリスが騎士団を引き継いでからも、彼女とはよく対立していた。

　もっとも、このリンスレットも、たびたび決闘に首を突っ込んでいたのだが。

「クレアたちも、無事に合流できるといいが──」

　エリスが夜空を見上げた、その時だ。

　──遠くで、爆発音が轟とどろいた。

「……っ、なんだ!?」

「騎士団長、あれを──」

　リンスレットが反対側の空を指差す。

　そこに、翼をひろげた一頭の飛竜が舞っていた。

「あれは、〈竜皇騎士団〉の飛竜精霊……！」

　飛竜精霊は何かを探すように上空を旋回し、地上めがけて火球を放っている。

　直後、地上で激しい閃せん光こうがひらめき、夜よ闇やみに慣れたエリスたちの目を眩くらませた。

「あの閃光、王女殿下の精霊鉱石では？」

「ああ、間違いないな。私が援護に向かう。君はカミトを呼びにいってくれ」

「わかりましたわ！」





　　　　◇






　祠ほこらの中で、カミトは静かに寝息をたてていた。

〈ヴァララカール〉と二連戦をした疲労は相当なものだろう。深く眠っているようだ。

　もっとも、ミュアがほんのわずかな殺気でも放ったら、即座に起きるだろうが。

　ミュアはカミトの寝顔をのぞき込むと、

「……兄様」

　ほとんど聞こえないくらいの、かすかな声で囁ささやいた。

「兄様は、やっぱり、ミュアの大好きな兄様だった」

　俺おれと一緒に帝国に来ないか──と、そう言ってくれた。

　初めて出会った、あの日と同じように。




　──なら、僕が友達になってやるよ。

　──ふん、ばかみたい。ここで友達なんて。

　──じゃあ、お兄さんだ。ミュアが妹な。




（兄様は覚えていなかったけれど……）

　それでも、ミュアにとってはとても大切な言葉だ。

　壊れてしまった〈怪物〉の心に、ただひとつ安らぎをくれたもの。

（……けど、ごめんなさい。兄様）

　ずっと闇の中で生きてきた〈怪物〉は、光の中に入っていくことはできない。

　ミュアはカミトの枕まくら元もとに、そっと〈魔石〉を置いた。

「──さようなら、兄様。また遊んでくれると嬉うれしいわ」

　最後に、哀かなしげな微笑ほほえみを浮かべて──

　ミュア・アレンスタールは、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の舞台から消失ロストした。






第二章　闇へ誘う声






　──この者こそ魔王の後継者。

　──我等〈蛇〉の待ち望みし、運命の子。

　暗い檻おりの中で、無む貌ぼうの仮面を着けた老人達が、幼いカミトを取り囲んでいた。

　手足を動かすことはできなかった。目を逸そらすことも、声を発することもかなわない。

　……これが夢であることは理解している。

　夢と自覚できる夢──明めい晰せき夢だ。

　だが、カミトは目を覚ますことができない。

　まるで、何者かが手を伸ばして、意識の深しん淵えんに引きずり込もうとしているかのようだ。

　──計画成功の暁には、我等の悲願は達成される。

　──しかし、彼女と接触させるには、まだ時期が早すぎる。

　──まずは、運命の子の心を壊さなくてはならない。

　檻の中で反響する、老人達の言葉。

（や……めろ……やめろおおおおっ！）

　闇の中から無数の手が伸びてきて、カミトの視界を覆い尽くす。

　暗転。目を開けたとき、カミトの身体は無む窮きゆうの闇に浮いていた。

　手足に重くまとわりつく、泥のような粘性の闇。

（……なんだ、これは？）

　カミトは混乱した。

〈教導院〉時代の悪夢を見ることはこれまでもあったが、こんなのは初めてだ。

　──汝なんじハ闇ノ子、我等ノ後継者。

　頭の中で殷いん々いんと響く、不気味な声。

（……だれ……だ……？）

　あの老人達の声ではない。もっと異質な──人間ではないものの声。

　──我等ハ〈魔王〉ノ転生者。カツテ貴様ト同ジ存在デアッタ者。

　闇の汚泥の中に、無数の髑どく髏ろの顔がん貌ぼうが浮かびあがる。

（おまえは──〈ネペンテス・ロア〉!?）

　それはレスティアの連れていた、あのおぞましい黒騎士の貌かおだった。

（……俺おれがおまえと同じ存在ってのは、どういうことだ？）

　これは夢だ。目の前の怪物は、カミトの心が生み出した幻影に過ぎない。

　それでも、訊たずねずにはいられなかった。

　──貴様ノ中ニ眠ル〈魔王〉ハ、ジキニ解キ放タレル。

　──貴様ハ我等ト同ジ存在ニ堕おチ、史上最悪ノ〈魔王〉ニナルダロウ。

（……ふざけるなっ！　俺は魔王にも、お前たちのようにもならない！）

　声にならない声を振り絞り、カミトは叫んだ。

　闇に蠢うごめく無数のネペンテス・ロアが、哄こう笑しようを上げながら消えていく。

　同時にカミトの意識も闇の汚泥の中に堕おちていった。

　──ねえ、カミト。

　意識を失う寸前。聞こえたのは、彼女の声。

　──いつか私が私でなくなってしまったら、そのときは……

　──あなたが私を殺して。

（レス……ティア……！）





　　　　◇






「はあっ、はあっ、はあっ……」

　どこまでも堕ちる嫌な感覚で、カミトは目を覚ました。

　心臓が異様に高鳴っている。全身にまとわりつく寝汗が重い。

　闇に堕ちたときの肌の粟あわ立だつような感覚が、まだ生々しく残っていた。

「……悪夢か。学院に来てからはご無ぶ沙さ汰ただったんだがな」

　額ひたいの汗をぬぐい、ため息をつく。

　激しい連戦をこなしたことで、神経が昂たかぶっているのかもしれない。

　と。

「──カミト、大丈夫ですか？」

　頭上から可か憐れんな声が降ってきた。

「……っ!?」

　あわてて跳ね起きるカミト。

　振り向くと、そこに可愛かわいいウサギさんがいた。

　輝く白銀の髪。ミルクのように白い肌をピッチリと覆う、艶つややかなエナメルの衣装。

　網タイツにハイヒールの靴。お尻しりにくっついたまるい尻尾しつぽ。

　なにより目を惹ひくのは、頭にぴょこんと生えた、二本のウサ耳だ。

　魔王を滅ぼした伝説の剣精霊は、神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみでカミトをみつめていた。

「ええっと……」

　世間のことにうといカミトも、一応、知識としては知っている。

　……いわゆるバニーさんの格好だ。

　問題は、自分の契約精霊がなぜ、こんな格好をしているのかということだが──

「……エスト、なにをしてるんだ？」

「はい。カミトの枕まくらになっていました」

　エストは無表情に頷うなずいた。

「枕？」

　バニーさんの格好をしたエストは、行儀よく両りよう膝ひざを揃そろえて座っている。

　……そういえば、床に寝ていたはずなのに頭が痛くない。

「エストが膝ひざ枕まくらをしてくれてたのか」

「はい。カミトが悪い夢を見ていたようなので」

　エストは、カミトがうなされているのを見て、心配してくれたのだろう。しかし、疲れているカミトを無理に起こすこともできず、かわりに膝枕をしてくれたのだ。

「ありがとな、エスト」

　カミトが頭をなでると、エストはくーっと気持ちよさそうに目を細めた。

「……でも、なんでバニーさんなんだ？」

「素足を触れさせるのは、カミトでも恥ずかしいです」

　顔を赤らめながらも、無表情に呟つぶやくエスト。

　……なるほど。この剣精霊は、なぜか素足を見せることに羞しゆう恥ち心しんを抱くのだ。膝とはいえ、直接カミトの頭をのせるのは恥ずかしかったのだろう。だから、普段のニーソックスではなく、網タイツを穿はいていたというわけだ。

「……じゃあ、そのウサ耳は？」

「はい。せっかくなので」

「……そうか。せっかくだからか」

「はい」

　……まあ、裸に網タイツなどという格好をされても困ってしまうが。

「カミト、このような格好は、お気に召しませんか？」

　頭から生えたウサ耳が、ぴょこんと不安そうに揺れる。

「いや、その……か、可愛かわいいぞ！」

　あわててフォローするカミト。

「……♪」

　こんどはウサ耳がぴょこんと跳ねた。

　あいかわらず無表情なエストだが、ウサ耳をつけると感情表現がわかりやすい。

（……うーん、これは便利だな。普段から着けてもらおうか）

　と、そんな冗談めいたことを考えていると──

「……あれ？」

　ふと、カミトは気付く。

　……ミュアがいない。

「エスト、ミュアはどうしたんだ？」

「私が目覚めたときには、姿が見えませんでした」

「……？」

　カミトはあらためて周囲を見回した。

　祠ほこらを照らす精霊鉱石の火は、まだ明るい光を放っている。

　カミトが眠りに落ちてから、それほど時間は経っていないはずだ。

「あいつ、どこへ消えたんだ？」

　まさか、一人で祠ほこらの外へ出たわけでもないだろう。いくらミュアでも、使役できる軍用精霊のいない状態で、この〈廃都〉を出歩くのは危険すぎる。

　──と、周囲を見回していたカミトの目が、ある一点でとまった。

　カミトが寝ていた場所の枕まくら元もとに、一瞬、何かがきらめいたのだ。

「これは……」

　近付いてみると、そこに小さな赤い石が転がっていた。

〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の象徴シンボルである、炎ほのおと蛇の紋章が刻まれた〈魔石〉だ。

〈魔石〉は肌身離さず持っていなければならないもので、身体から離れて一定以上の時間が経った場合、強制的に〈転送リープ〉の魔術が発動する仕組みになっている。

　これがここに置かれているということは、ミュアは自分の意思で、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉をリタイアしたということだ。

「ミュア……」

　呟つぶやきながら、カミトは〈魔石〉を拾い上げた。

　彼女とは、もっといろいろ話をしておきたかったのに──

「カミト？」

「……ああ、大丈夫だ」

　頷うなずきながら、カミトは〈魔石〉を制服のポケットにしまう。

（……ミュア、おまえは〈怪物〉なんかじゃない。誇り高い精霊使いだ）

　その時、祠の外で、ぱたぱたと駆ける足音が聞こえてきた。

「……なんだ？」

　ハッと身構え、入り口のほうを向くカミト。

　だが、暗闇からあらわれた彼女の姿を見て、すぐに警戒を解く。

「カ、カミトさん！」

　リンスレットはあわてた様子で祠に入ってきた。

　まだ御祓みそぎの途中だったのか、プラチナブロンドの髪が濡ぬれている。

「リンスレット、どうしたんだ？」

「近くで王女殿下が……って、な、なにをしていますの？」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

　リンスレットの視線は、カミトの背後に向けられていた。

　そこにいるのは、もちろん、バニーさんの格好をしたエストだ。

「ご、誤解だって！　……そ、それよりも、何があったんだ？」

　カミトがあわてて訊きくと、リンスレットはハッと思い出し、

「近くで王女殿下が〈竜皇騎士団〉の精霊使いと交戦中ですわ」

「……フィアナが？　わかった、すぐに行く」

　カミトは立ちあがると、エストの手をとった。

「エスト、回復したばかりで悪いが、頼む」

「はい。私はあなたの剣、あなたの望むままに」

　ぴょこんと揺れる二本のウサ耳。

　次の瞬間、エストは白銀に輝く剣に姿を変えていた。
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「はぁっ、はぁっ……しつこいわね、もうっ」

　火球の雨の降りそそぐ遺跡の路地を、フィアナは息を切らして走っていた。

　崩れた廃はい墟きよの陰に隠れながら、頭上を舞う飛竜精霊の目をかいくぐる。

「……っ！」

　突如、近くで地響きが轟とどろき、フィアナは足をとめた。

　身を潜めていた遺跡の壁が剥はく落らくし、激しい土つち埃ぼこりをたてる。

「……な、なに？」

　石柱の陰から路地をうかがうと、夜よ闇やみの中から、大型の地竜が姿をあらわした。

　上空を舞う飛竜精霊使いと同じ、ドラクニアの竜騎士だ。

（まずいわね……）

　ふたたび石柱の陰に隠れ、親指を噛かむ。

　地竜タイプの暴竜精霊は、飛行能力こそないものの、獲物の探知能力に優れている。

　このまま隠れていても、すぐに見つかってしまうだろう。だが、遺跡の外に出れば、こんどは上空の飛竜精霊使いに発見されてしまう。

　契約精霊を召喚できない今のフィアナは、格好の獲物だ。

（……目め眩くらましの石は、あと三つ）

　そんな小手先の道具で、名高い〈竜皇騎士団〉の追跡を撒まけるとも思えないが。

（こんなところで、リタイアするわけにはいかないわ……）

　フィアナは腰に吊つった剣に手を伸ばした。

　クレアから託された闇の魔剣──〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉だ。

（……この剣を、カミト君に渡すって約束したんだから）

　そっと足音をたてないように歩き、慎重に出ていくタイミングを計る。

　と、その機会は以外にも早くおとずれた。

　大気の裂ける風鳴りの音。

　刹せつ那な、上空を旋回する飛竜精霊の翼が斬きり飛とばされる！

　きりもみ飛行で落下する飛竜精霊。

　異変に気付いた暴竜精霊の使い手が、そちらに目を向ける。

（いま……！）

　何が起きたのかはわからない。だが、二度とない好機だ。

　フィアナは石柱の陰から飛び出すと、路地を一気に駆けだした。

「貴様っ──！」

　暴竜精霊使いがフィアナの気配に気付く。

　同時、フィアナは目め眩くらましの〈精霊鉱石〉をふたつ一気に投げ放った。

　炸裂する閃せん光こうが、夜の暗闇を真っ白に塗ぬり潰つぶす。

「くっ……！」

　その隙すきに、フィアナはまた柱の陰に隠れた。

　空を見上げると、二人の騎士が火花を散らし、激しい剣けん舞ぶを舞っていた。

　刃を打ち合う、かん高い剣けん戟げき音。渦巻く烈風を纏まとい、片翼の飛竜精霊と空中戦を繰り広げているのは、フィアナのよく知る少女だった。

「……エリス！」

　風に舞うポニーテールの髪。凛り々りしい立ち姿は、間違いなく彼女のものだ。

　精霊魔装〈風翼の槍レイ・ホーク〉を手に、先ほどの奇襲から一気に畳みかけているようだ。

　偶然のタイミングではない。フィアナの存在に気付き、援護に駆けつけてくれたのだ。

　オオオオオオオオオオオッ！

「……っ!?」

　その時、怒り狂った竜の咆ほう哮こうが大地を震わせた。

　地上の暴竜精霊が、フィアナの隠れている遺跡の壁を破壊しはじめたのだ。

（……このままじゃ、遺跡ごと崩される！）

　フィアナは手のひらに魔術の光を生み出すと、柱の陰から飛び出した。

　暗視能力を持つ竜精霊はすぐにフィアナの姿をとらえ、地響きをたてて突進してくる。

　だが、フィアナは落ち着いて精霊魔術を詠唱し──

「小さき者よ、月の夜に踊れ──〈妖精光フエアリー・フレア〉！」

　突進してくる暴竜精霊に向かって、無数の光球を解き放つ。

　夜よ闇やみの中で明かりを灯ともせば格好の獲物だが、光源が無数にあれば話は別だ。

　不規則に踊る小光球にまぎれ、フィアナは路地裏へ姿を消した。

「はあっ、はあっ、はあっ……」

　曲がりくねった道を抜け、不気味な木々に覆われた場所へ出る。

　ここなら、空を飛ぶ飛竜精霊にも発見されにくい。

（……っ!?）

　ふと嫌な気配を感じて、フィアナは足を止めた。

　直後。風を切り、目の前を何か巨大な物体が通り過ぎる。

　ゴッ──鈍い破砕音。

　石畳が砕け、目の前の地面に大穴があく。

「……！」

　フィアナはその場で釘くぎ付づけになった。

　地面に穴を穿うがったのは──鎖に繋つながれた、巨大な棘とげ鉄球だ。

「……へえ、勘はいいみたいね。この〈破砕の曙光モーニング・スター〉を躱かわすなんて」

　ジャラッ──重い音をたて、鉄球付きの鎖が引き戻される。

　目を向けると、崩れかけた石壁の上に、一人の少女が立っていた。

　焦げ茶色の髪を短く切きり揃そろえた、小柄な少女だ。

　巨大な鉄球を片手で持ちながら、フィアナを見下ろしている。

　その身に纏まとうのは、赤字に白いラインの入った制服。

「聖霊騎士団……」

　フィアナは絶望のうめきを洩もらした。

　……ここにきて、また別のチームに狙ねらわれるとは。

「聖霊騎士団〈鋼の獅子シユタール・レーヴエ〉所属──アルダ・リート」

　少女は大仰に名乗りをあげると、鎖を軽々と振り回し、

「──おまえの〈闇の魔剣〉、渡してもらう！」

　巨大な棘鉄球を投げ放つ──！

（……っ！）

　フィアナが目を閉じた、瞬間。

　ギイイイインッ──！

　夜の闇に響く、澄んだ金属音。

「……え？」

　と、呆ほうけた声を洩らすフィアナ。

「なんとか、間に合ったみたいだな」

　ゆっくりと目を開ける。

　目の前に、彼がいた。

　まばゆく輝く〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を手にした少年が。

「カミト君！」

　フィアナは薄闇色の目を見開いた。
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「……悪い、遅くなっちまった」

　倒れたフィアナを背中に庇かばいながら、カミトは振り向いた。

　無茶なタイミングで割り込んだため、鉄球を打ち払った手は軽く痺しびれている。

「カミト君……どうして、私がここにいるって？」

　安あん堵どよりも驚きの表情を浮かべ、訊たずねるフィアナ。

「リンスレットたちが教えてくれたんだ。それに、精霊鉱石の閃せん光こうが見えたからな」

　戦場に駆けつけたカミトはリンスレットと二手に分かれ、フィアナを探していた。

　派手な閃せん光こうに気付いて駆けつけてみれば、大当たりだったというわけだ。

「……カゼハヤ・カミト。第二軍の〈銀の狼シユタール・ヴオルフ〉を倒した精霊使いか」

　鉄球を手にした少女が、カミトを鋭く睨にらんだ。

「あんたは、〈聖霊騎士団〉か」

「アルダ・リート。ルミナリス様の右腕よ」

　鎖突きの鉄球をジャラジャラと鳴らす少女。

「いま退けば見逃してやる。悪いが、あんたじゃ俺おれには勝てないぞ」

　カミトは肩をすくめて言った。

　ヴァララカール戦で消耗した神威カムイはまだ回復していないが、相手が一人ならどうとでもなる。エストの力をセーブすれば、数分は剣けん舞ぶを舞えるだろう。

「せっかくだけど遠慮するわ。〈聖霊騎士団〉は目の前の獲物を逃さない！」

「……っ！」

　叫び、アルダ・リートは、カミトめがけて鉄球を放ってきた。

　カミトは地を蹴けって跳躍。林立する樹木のあいだを舞うように跳ぶ。

　暗闇に尾を曳ひいて輝く〈テルミヌス・エスト〉の残光。

　暗闇の中で、鉄の鎖が蛇のようにうねる。視界の悪い木こ立だちの中で、その変幻自在の軌道を読み切ることは困難だ。──そう、並の精霊使いにとっては。

（クレアの鞭むち捌さばきに比べれば、軌道が大雑把だ）

　木々のあいだを跳び回りながら、カミトは鎖の軌道を一瞬で読み切った。

　縦横無尽に乱舞する鎖を紙一重でかわし、壁の上に立つ少女に肉薄する──

　アルダ・リートの唇がかすかに歪ゆがんだ。

（──いや、違う！）

　カミトはハッと間違いに気付く。

　相手の狙ねらいは、カミトではなく──

「それが貴方あなたの弱点よ。男の精霊使い」

　空中で鎖の軌道が急激に変化、カミトの背後に回り込み、地上で剣舞を見守るフィアナめがけて襲いかかる。

「──フィアナ！」

　フィアナは攻撃に気付いてすらいない。回避は間に合わない──！

　カミトは空中で剣を投げ、木を蹴って反転、脚の筋肉を一瞬で爆縮させ──跳んだ。

〈教導院〉の戦技〈迅雷〉──神速でフィアナの前に割り込むと、両腕を交差させるように構え、鉄球の直撃を受け止める。

「……っ、ぐ、あ……！」

　全身がバラバラになるような衝撃。骨の砕ける嫌な音が響く。

「かはっ……！」

「──カミト君っ！」

　片かた膝ひざをつくカミトの身体を、フィアナが後ろから抱きとめた。

　神威カムイを纏まとわせたとはいえ、さすがに、精霊魔装エレメンタルヴアツフエを素手で受け止めるのは無理がある。

（……あの鉄球、完全に物質収斂マテリアライズしてやがる）

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉は、ルール無用の殺し合いではない。ゆえに、通常は精霊魔装を、肉体に直接ダメージを与えないよう純化形態アストライズしておくものなのだが──

　放り投げた剣が、くるくると回転してカミトの前に突き立った。

　カミトは血の塊かたまりを吐きながら、震える手で〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の柄をつかむ。

「……見損なったぜ。神聖国家の騎士様が、こんなまねをするとはな」

「正攻法で貴方あなたに勝てると思うほど、自惚うぬぼれてはいませんよ」

　手元に戻した〈破砕の曙光モーニング・スター〉をもてあそびながら、冷たく言い放つ少女騎士。

「それに、ルミナリス様から指示された任務は、闇の魔剣の破壊──」

「魔剣……？　なんのこと──くっ……！」

　カミトはまた喀かつ血けつした。

（……まずいな）

　額ひたいに脂汗が浮かぶ。さっきの衝撃が内臓にまでダメージを与えているようだ。

「カミト君、いま治癒の魔術をかけるわ」

「いや、残念だが、そんな時間は与えてくれなさそうだ──」

「当然よっ！」

　叫び、アルダ・リートが〈破砕の曙光モーニング・スター〉を放つ。

　回避することはできない。相手はカミトではなく、明確にフィアナを狙ねらっている。

「こ、のっ……！」

　動く片腕だけで〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を構えると、一気に振り抜いた。

　剣の側面で重い鉄球を弾はじく。フルパワーのエストならば両断することもできただろうが、いまのカミトの状態では、弾くのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「ふん、片腕だけで、いつまで耐えられるかしら！」

「ちっ……！」

　ふたたび放たれた鉄球を弾きながら、舌打ち。

　……たしかに、このままではジリ貧だ。相手がフィアナを狙っている以上、ここを動くわけにはいかない。

「フィアナ、〈ゲオルギウス〉は──」

「いまは召喚することはできないわ」

　カミトの問いかけに、フィアナは首を横に振った。

（……まあ、そうだよな）

　この状況で契約精霊を召喚していないということは、できない理由があるということだ。

　神威を使い果たしたか、あるいは限界以上のダメージを受けて回復中なのか。

　状況を打破するには、竜騎士と交戦中のエリスたちの援護を待つしかないが──

（……あっちも苦戦してそうだな）

　遠く、かすかな剣けん戟げきの音が聞こえる。

　相手は〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉常連の〈竜皇騎士団〉。しかも飛竜精霊使いの得意な空中戦だ。二人がかりで、ようやく互角といったところだろう。

　いまのところ、援護は期待できそうにない。

　──と、その時。背後でメキメキと木を倒す音した。

「……っ、なんだ!?」

　振り向くと、倒れた木々のあいだから、巨大な地竜が姿をあらわした！

「暴竜精霊……！」

「貴様は〈竜皇騎士団〉の獲物だっ！」

　竜にまたがった軍服姿の少女はカミトを見下ろし、獰どう猛もうに咆ほえる。

「カゼハヤ・カミト、レオノーラ様を誑たぶらかした罪は重いぞ！」

「なんのことだよ！」

「問答無用っ、ここで果てるがいい！」

　地竜が恐ろしい咆ほう哮こうを上げ、巨大な前肢を振り下ろした。

　咄とつ嗟さに剣を構え、一撃を受け止めるカミト。だが──

（……っ、なんて馬ば鹿か力ぢからだ！）

　暴竜精霊は、飛行能力と引き替えに、圧倒的なパワーを備えている。

　カミトといえど、片腕一本で耐えられるものではない。

「……こっ──のおおおおおっ！」

　それでも、カミトは両足から神威カムイを放出し、なんとか踏みとどまった。

　だが、このままでは後ろにいるフィアナごと押おし潰つぶされる──

「愚かな。格闘タイプの暴竜精霊に、力で勝てるとでも思ったか！」

「ぐっ……う……」

　暴竜精霊は恐ろしい唸うなりを上げると、爪つめに全体重を乗せてくる。

　カミトの足が地面にめり込み、そのまま膝ひざをつく。

（……くっ、そっちが力押しなら──）

「おおおおおおおっ！」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に最大の神威を籠こめた。

　刀身がまばゆい閃せん光こうを放ち、暴竜精霊の硬い爪を斬きり裂さく。

「なに!?」

　動揺する竜騎士の少女。

（もらった──！）

　切断される爪。そのまま、カミトは暴竜精霊の首を刈ろうとするが──

「……カミト君っ！」

　刹せつ那な。横腹を殴打され、カミトの身体は真横に吹っ飛ばされた。

「がっ……！」

　視界が回転。直後、石壁に激しく叩たたきつけられる。

「ふん、動きを止めてくれて助かったわ」

「て……めえ……」

　カミトの腹を、巨大な鉄球が深々とえぐっていた。

「……驚いたわね。まさか〈破砕の曙光モーニング・スター〉の直撃を耐えるなんて」

「カゼハヤ・カミトは私の獲物だ。邪魔をするな！」

「あら、人の獲物に手を出したのは、そっちでしょう」

　怒りを露わにする竜騎士に、肩をすくめるアルダ・リート。

「カミト君っ、しっかりして、カミト君……！」

　……フィアナの声が聞こえる。遠く、不ふ明めい瞭りような声。

　急速に血ちの気けが引いていく。肋ろつ骨こつも折れて──

（……まずい、意識……が……）

　あたたかい光がカミトの全身を包み込む。

　フィアナが治癒の精霊魔術をかけてくれているのだろう。だが、それも焼け石に水でしかない。カミトの身体は聖属性の精霊魔術を弾はじいてしまうのだ。

「フィア、ナ……逃……げろ……」

「そうはさせないわ──」

　アルダの放った鉄球が、ふたたびカミトを横殴りに吹っ飛ばす。

　明滅する火花。放り出された空中で、カミトの意識が暗転する。

（……く、そ……こんなところで──）

　黒く染まってゆく意識の底で手を伸ばした、その時だ。

　──目を覚ましなさい、カミト。

　懐かしい彼女の声が響いたのは。
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（……え？）

　脳裏に心地よく響く、この声は──

（……まさか、レスティア？）

　うっすらとまぶたを開くと、全身に鋭い激痛が走った。

「……君っ、カミト君っ……！」

　地面に投げ出されて仰向けになったカミトの上で、フィアナが必死に叫んでいる。

　では、さっきカミトを呼んだのは、レスティアではなくフィアナなのか──？

（……いや、違う。俺おれが彼女の声を聞き間違えるはずがない）

　カミトの視線は、レスティアの姿を求めてさまよった。

　──と、そこで初めて気付く。

　フィアナが、腰にひと振りの剣を差していることに。

（あれは、まさか〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉!?）

　すぐに気付かなかったのも無理はない。

　その剣の刀身は、夜の暗闇よりもなお黒く、闇に沈み込んでいたのだから。

　形状こそ微妙に異なるものの、間違いなく、かつてカミトが使っていた闇の魔剣だった。

（……どうして、フィアナがレスティアを？）

　疑問を抱いた瞬間。

　──ズキン。突然、鋭い痛みに襲われた。

　外傷による痛みではない。頭の中を内側から斬きり裂さかれるような激痛だ。

　そして──

　──大切なものを守る力が欲しいなら、目覚めなさい、カミト。

　また、あの声が聞こえた。

　頭ず蓋がいの奥で、囁ささやくような彼女の声──いや、彼女に似たものの声。

　ドクン、ドクン──と、心臓が激しく鼓動する。全身の血が沸騰するような感覚。

　──あなたには大きな力が眠っている。私はその力を解き放つことができる。

（……なん……だ……お前は、いったい……？）

　ドクン。ドクン。ドクン。ドクン。ドクン。ドクン。

　血が熱い。全身の筋肉が痙けい攣れんし、骨がミシミシときしむ。

「あ……う、ぐ、あ、あああああああああっ！」

「カミト君っ、どうしたの──きゃあっ！」

　カミトは咆ほう哮こうをあげると、突然、そばにいたフィアナを突き飛ばした。

「フィア……ナ……俺おれから、はなれ……ろ……」

「カミト……君……？」

　ドクン。ドクン。ドクン。ドクン。ドクン。ドクン。

　心音が理性を狂わせ、カミトの意識を闇の中に引きずり込む。

　──さあ、覚かく醒せいの刻ときよ。〈魔王〉レン・アッシュベル。

　そして、それは目覚めた。
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「オオオオオオオオオオオッ──！」

　喉のどからほとばしったのは、獣のような咆哮。

「なに!?」「なんだと!?」

　ふらり、と起き上がったカミトに、二人の精霊使いが目を見開く。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を手にしたカミトは、眼前の暴竜精霊に虚うつろな目を向けた。

　その瞬間、カミトよりもはるかに巨大な精霊が、怯おびえたようにあとずさる。

「馬ば鹿かなっ！　そんな身体で動けるはずが──」

　信じられない、という表情でわめく竜騎士の少女。

　だが、彼女の上げた悲鳴のような声は、最後まで聞こえなかった。

　一瞬で間合いを詰めたカミトが、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を一いつ閃せん。

　暴竜精霊の巨きよ躯くを一刀のもとに斬きり伏ふせたのだ。

　胴体を真まっ二ぷたつに両断され、虚空に消滅する暴竜精霊。

「……え？」

　騎乗していた竜騎士は地面に投げ出され、呆ぼう然ぜんと座り込む。

　何が起こったのか、まったく理解できていないようだ。

「……う、そ……でしょう？　〈タイラント・レックス〉が一撃で……」

　輝く剣を振り上げたカミトは、彼女を無視して前に歩いていく。

　腕は折れてぶらさがったまま、まるで幽ゆう鬼きのような足取りで。

（……なんだ、この力は？）

　頭の中の冷静な部分が困惑していた。

　いま、暴竜精霊を斬ったのは、間違いなく自分の意思だ。

　破壊衝動に突き動かされるままに、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を振るっていた。

（俺おれは、いったい……くっ……）

　わずかに残った理性とは裏腹に、たぎる血は戦いに餓えている。

「……な、なによ……なんなのよっ!?」

　壁の上に立つアルダ・リートが動揺して声を震わせる。

　その顔には、明らかな恐怖の表情が浮かんでいた。

　カミトはゆらりと彼女に向きなおり、地を蹴けって跳躍した。

「ひっ──」

　アルダは恐怖に顔を歪ゆがませて──

「こ、このっ……落ちろおおおおおおおっ！」

　精霊魔装〈破砕の曙光モーニング・スター〉を投げ放つ。

　夜の闇を乱舞する鉄の鎖。

　だが、その複雑な軌道さえ、カミトの目には止まったように見える。

　足先から神威カムイを放出して加速──乱舞する鎖の上を一気に駆けあがる。

　アルダの顔が引ひき攣つった。まさか、ありえない──！

「あ、あああああああっ！」

　恐慌に陥り、鎖をめちゃくちゃに振り回す彼女。

　だが、無駄な抵抗だ。カミトは鎖に吸い付くように走ってくる。

〈教導院〉の特殊戦闘歩方〈土つち蜘ぐ蛛も〉──足裏に神威を纏まとわせ、身体を吸着する技だ。

　しかし、本来は狭い足場などを渡るときに使う技術であり、乱舞する鎖の上を走ることなど通常は不可能。まさに神業だ。

　カミトは跳躍すると、アルダの立つ石壁の上に軽々と降り立った。

「あ、ああ……あああ……」

　アルダ・リートが精霊魔装エレメンタルヴアツフエから手を離し、その場にへたり込む。

　口をぱくぱくと開閉する少女に、カミトは聖剣の切っ先を向けた。

　──そうよ、その剣を敵に突き立てなさい。

　彼女の声が脳裏に重なって響く。

　抗あらがいがたい衝動に、カミトは震える手で剣を振り上げた。

「オ、オ……オオ、オ……！」

（……だめ、だ……！）

　剣を振り上げたまま、カミトは動きを止める。

　相手は武器を捨て、無抵抗だ。そんな相手に剣を振るうのは許されない。だが──

　──ためらうことはないわ。あなたは〈魔王〉なのよ。

　──望むままに虐げ、望むままに犯し、望むままに破壊しなさい。

（……俺おれが……ま……おう……）

　……ズキン。ズキンズキンズキンズキン。

　ふたたび疼うずきはじめる頭痛。

　彼女の声が脳裏を駆けめぐり、理性が黒く塗ぬり潰つぶされる。

「俺……は……あ、ああ、あ……アアアアアアッ！」

　カミトが〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を振り下ろす、寸前。

　──カミト！

　両手にあった剣の重みが、ふっと消滅した。

「……っ!?」

　バランスを崩し、前のめりに倒れ込むカミト。

　ぽふっ──と、それを支えたのは、白銀の髪の少女だった。

　傷ついた身体を優しく抱きとめる、小さな身体。

　彼女の細い髪が、そっと頬ほおを撫なでる。

「エス……ト……？」

　カミトはかすれ声で呟つぶやいた。

　闇に呑のまれかけていた理性が、ふたたび戻ってくる。

「もう大丈夫です、カミト」

　カミトの背中をぎゅっと抱きしめて囁ささやくエスト。

〈聖霊騎士団〉のアルダ・リートは、完全に戦意を喪失していた。
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　静寂に満ちた、無む窮きゆうの闇の中──

　闇精霊の少女は、かすかな鼓動を感じた。

（カミト、あなたは、そこにいるの？）

　──そう、たしかに彼はそこにいる。

　だが、彼女の言葉が彼に届くことはない。

　精霊契約の絆きずなは、すでに失われつつある。たとえカミトが魔剣となったレスティアを手にしたとしても、もはや手遅れだろう。

（カミト、私の声に耳を傾けてはだめ。私はもう──）

　しかし、その声が届くことは決してない。

　彼女の悲嘆は黒い闇に呑のまれ、虚しく消えていった。






第三章　囚われのクレア






〈竜皇騎士団〉と〈聖霊騎士団〉、両チームの精霊使いからそれぞれ〈魔石〉を獲得したあと、カミトはエリスたちと合流した。

　もう一人の飛竜精霊使いは、仲間の敗北を察知して即座に撤退したらしい。

　みずから戦場を去ったミュア・アレンスタールのものを含め、これでカミトたちの獲得した〈魔石〉は三つになった。

　負傷したカミトは、フィアナと一緒にフェンリルの背中に乗せてもらい、近くの祭殿に運ばれた。床に大きな布を敷いて横たわり、折れた腕に治癒の石を押しあてる。

　本当はフィアナの精霊魔術のほうが効果が高いのだが、いま、彼女の神威カムイは不安定な状態にあるらしく、応急手当程度の魔術しか使えないとのことだった。

「……まったく。君は相変わらず無茶をする」

「折れた腕で剣を振るうなんて、信じられませんわ！」

　呆あきれたように呟つぶやくエリスとリンスレット。

　その表情には、心配と安あん堵どの両方があった。

「ああ……自分でも信じられないんだが……痛っ！」

　カミトは、変な方向にねじ曲がった自分の腕を見下ろした。

（……あのとき俺おれは、何かに突き動かされていた）

　頭の中に響いた、あの声。あれはいったい誰だれの声だったのか──？

　レスティアの声によく似ていたが、彼女の声とは微妙に違うような気もした。

　声質そのものではなく、その奥に潜む人格に、かすかな違和感を覚えたのだ。

（……彼女が無関係ってこともないだろうけどな）

　ふと、カミトは隣に横たわるフィアナに目を移した。

　薄闇色の瞳ひとみは翳かげり、衰弱している様子がみてとれる。

　肉体的な疲労というよりも、むしろ精神的な疲労のほうが濃いようだ。

　話しかけるのは躊躇ためらわれたが、それでも、絶対に訊きかなければならないことがあった。

　彼女が所持していた、闇の魔剣についてだ。

　なぜ、フィアナが〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を持っていたのか──

「う、ん……」

　と、カミトの視線に気付いたのか、フィアナがこっちを振り向く。

「フィアナ、もう大丈夫そうか？」

「ええ、心配かけてごめんなさい。カミト君は？」

「ああ、俺は大丈夫だ。この程度の怪我ならすぐ治る」

「この程度ではないだろう、まったく……」

　エリスが怒ったように口を挟んでくる。

「ところで二人とも、お腹は空いていないか？　よければ私がなにか作るが──」

「体調が悪いなら、重いものはやめたほうがいいかもな」

「それなら、桃缶が何個かありますわ。クレアが勝手に持ち込んだものですけど」

〈フェンリル〉の口から、桃の缶詰を取り出そうとするリンスレット。

　と、クレアの名前を聞いた途端、フィアナはハッと起き上がった。

「フィアナ？」

「……みんなに、話しておくべきことがあるわ」

　フィアナは真剣な眼まな差ざしで一同を見回した。





　　　　◇






　フィアナが話を終えてから、しばらく──

　カミトたちは互いの顔を見つめ合ったまま、沈黙していた。

　……だが、それも無理はない。彼女の話はそれほどまでに衝撃的だった。

　ルビア・エルステイン──クレアの実の姉にして、精霊王に叛はん逆ぎやくした〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉。

　あの偽物の〈レン・アッシュベル〉の正体が、彼女だというのだ。

　フィアナが最初に彼女の正体を知ったのは、シェーラ・カーンに囚とらわれたときだという。あのときフィアナを解放したのが、ルビア・エルステインだったらしい。

「隠していてごめんなさい。言おうとは思っていたのだけど」

「……いや、俺おれでもそうしたと思う」

　頭を下げるフィアナに、カミトはそう言葉をかけた。

　レン・アッシュベル──倒すべき最大の敵の正体が実の姉であることを、クレアに明かすわけにはいかないだろう。

　ああ見えて、クレアはとても繊細な女の子だ。心を折られるほどの残酷な真実に直面すれば、精霊使いとしての力を失ってしまうかもしれない。

　フィアナ一人の心に秘めていたのも、カミトたちに話せば、勘の鋭いクレアに感づかれる可能性があったからだろう。

　だが、クレアはもう真実を知ってしまった。

（クレア……）

　カミトは、彼女が姉に会うために、血の滲にじむような努力をしてきたことを知っている。

　どんな想おもいでこの〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に望んでいるか、その覚悟も。

　彼女は、想像を遙はるかに超えるショックを受けたに違いない。

（……俺は、肝心な時にあいつを守ってやれなかった）

　俺がおまえの契約精霊になってやる──そう、約束したのに。

　無言で、震える拳こぶしを静かに握り締める。

「しかし、クレアの姉君は、なぜ〈レン・アッシュベル〉を騙かたってこの剣けん舞ぶ祭に？」

「彼女が何を考えているのか、それは私にもわからない」

　困惑顔のエリスに向かって、首を横に振るフィアナ。

「けれど、クレアを連れ去った目的はハッキリしているわ。彼女を〈闇の精霊姫〉として迎えるためよ。──カミト君を〈魔王〉として覚かく醒せいさせるために」

「……っ!?」

　──ズキン。頭の奥がまた疼うずいた。

〈魔王〉──正統な歴史から存在を末まつ梢しようされた〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の後継者。

　ルビアと同じく、レスティアもまた、カミトを魔王として覚醒させようとしていた。

（……いったい、なんのために？）

　それは、三年前の彼女の〈願い〉と、何か関係があるのだろうか──？

　カミトは、フィアナから渡された闇の魔剣に目を落とした。

〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉は、クレアが連れ去られる直前に、フィアナに託されたらしい。

　クレアが何な故ぜこの剣を持っていたのか──その理由はわからない。

（もしかして、あいつがレスティアを守ってくれたのか？）

　……手にした魔剣は何も答えてくれない。

　微量の神威カムイを流してみたが、反応はまったくなかった。この状態では、レスティアを少女の姿に戻すことも、精霊魔装エレメンタルヴアツフエとして使うことも不可能だ。

　三年間探し続けて、ようやくこの手に彼女が戻ってきたというのに、その実感がまるでわかない。現状の〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉は、単に剣の姿をした具象物オブジエクトに過ぎないのだ。

「早く、クレアを助けに行かないとですわ！」

　リンスレットが勢いよく立ちあがって叫んだ。

　普段は優雅な物腰の彼女が激しく取り乱している。

　……本当にクレアのことが心配なのだろう。いつも喧けん嘩かばかりしている幼なじみコンビだが、二人が子供の頃ころからの親友であることをカミトは知っている。

「そうだな。クレアの姉君の目的がなんであるにせよ、私たちの仲間を攫さらわれて、このままじっとしているわけにはいかないな」

　エリスも真剣な声で頷うなずいた。彼女も昔はよくクレアと対立していたが、いまではチームの大切な仲間として認め合う仲になっている。

「けど、クレアの居場所はわかるのか？」

　自身もはやる気持ちを抑え、カミトは冷静に訊きく。

〈廃都メギドア〉は広大なフィールドだ。樹海に覆われた遺跡は迷路のように入り組んでおり、やみくもに探し回るのは無駄足になる可能性が高い。

「これは私の推測だけど……」

　フィアナが頷きながら口を開いた。

「ルビア様は、この〈廃都〉で、クレアを〈闇の精霊姫〉に迎えるための儀式を行うはずよ。大がかりな儀式を執り行うには、当然、地脈の力の強い場所が選ばれる。ほら、私がシェーラ・カーンに連れ去られたのも、地脈の強い古代の祠ほこらだったでしょう？」

「でも、この〈廃都〉の地脈は使い物にならないんじゃないのか？」

「ええ。たしかに〈廃都〉の地脈は、過去に起こった〈精霊戦争〉によってズタズタに破壊されている。けれど、だからこそ、まだ地脈の生きている場所を探すのは容易たやすいわ」

「……なるほど、な」

　地脈の多く走っている土地では、儀式の候補地がいくつもあるため、特定の場所を絞り込むのは困難だ。だが、この〈廃都〉に限っていえば、そんな場所はほとんどない。

　つまり、地脈の集まっている場所を探せば、そこでクレアを〈闇の精霊姫〉にするための儀式をしている可能性が高い──というわけだ。

「私はリンファ皇女みたいな高度な〈念視〉の魔術は使えないけれど、地脈を探ることくらいはできるわ」

　フィアナはリンスレットのほうを向くと、

「儀式用の水盤を出してくれる？　あとは宝珠を何個か」

「わかりましたわ。フェンリル！」

　リンスレットが命じると、フェンリルが顎あごを大きく開き、異空間から荷物を吐き出した。

　カミトたちの前にあらわれたのは、巨大な儀式用の水盤だ。

「──〈清浄なる水よクリエイト・ウオーター〉！」

　リンスレットが水盤の上に手をかざし、魔術で清らかな水を満たす。

　フィアナは水盤の前に両りよう膝ひざをついて座ると、数個の宝珠を水の中に落とした。

「宝珠よ、世界にあまねく力の在処ありかをここに啓示せよ──」

　厳かな詞ことばに反応して、水面に浮かんだ宝珠がくるくると回りはじめる。

　この小さな水盤を〈廃都〉に見立て、地脈の場所を探るようだ。

「ど、どうですの？」

「ちょっと待って……〈精霊刻印〉が干渉して、うまく読めないの」

　フィアナは額ひたいに汗を浮かべながら言った。

（……〈精霊刻印〉の相互干渉か）

　カミトはフィアナの右手にチラッと目をやった。

　そこに、彼女がクレアから託されたという、火の精霊刻印が刻まれている。

　クレアは、王家と貴族の間で交わされた〈誓約ゲツシユ〉を利用して、〈スカーレット〉の契約をフィアナに譲じよう渡としたという。なので、いまのフィアナは精霊使いとして非常に不安定な、二重契約の状態にあるのだ。

「この近辺に、機能している地脈はないわ……きっと、もっと遠く……」

　薄闇色の瞳ひとみを見開き、水盤を食い入るように見つめるフィアナ。

「……地脈の寄り集まっている場所が……ある……何なん箇か所しよか…………きゃっ!?」

　突然、フィアナが悲鳴を上げた。弾はじかれたように水盤から手を離す。

　彼女の右手から小さな炎ほのおがほとばしり、激しく宙を舞った。

「フィアナ、大丈夫か！」

「え、ええ……ちょっと驚いただけ──」

「王女殿下、炎が！」

　リンスレットが水盤を指差した。

　炎は水盤の上をすーっと横切り、ある一点でピタリととまる。

「……どういうことですの？」

「ひょっとして、スカーレットがクレアの居場所を教えてくれたのか？」

　カミトが呟つぶやき、全員が水盤の上にじっと視線をそそいだ。

　……炎は、その位置からまったく動かない。

　やがて──

「……間違いないわ。これはスカーレットの意思よ」

　フィアナが、輝く右手の〈精霊刻印〉を見せながら言った。

「精霊刻印を譲渡したあとでも、本来のマスターであるクレアと繋つながっているみたいね」

　たとえ火猫の姿として顕けん現げんすることはできずとも、スカーレットはこうして、主人を救うために力を貸してくれたのだ。

「さすがスカーレットですわ！」

　感心したように、水盤の炎を見つめるリンスレット。

「それで王女殿下、ここの場所は分かるのか？」

　エリスが訊きいた。

「ここは〈廃都〉の最東端よ。ええと、ここからの距離は──」

　フィアナは、水盤の上の炎ほのおと宝珠の相対位置を素早く計算する。

「私たちの足だと、直線距離で二、三時間といったところね」

「直線距離で二、三時間、か……」

　カミトは厳しい表情でうめいた。

　フィアナの見通しは、あくまで最短の直線距離をとった場合のものだ。だが、実際の廃都は樹海に覆われた遺跡が迷宮のように入り組んでいるし、道中で〈廃精霊〉の群れに襲われたり、他ほかのチームと交戦になる可能性も十分に考えられる。

　エリスは風の魔術で空を飛ぶことができるが、さすがに、何時間にもおよぶ飛行は不可能だ。それに、彼女一人でルビアの手からクレアを奪還できるとは思えない。

「〈闇の精霊姫〉の儀式が完成する前に、クレアを取り戻さないと……」

　重い沈黙が祭殿を満たした、その時だ。

「目的地まで迷わず、敵に遭遇することもなければいいんですのね？」

　リンスレットの言葉に、カミトたちは怪け訝げんそうに顔を見合わせた。
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　……夢を見ていた。最近では見ることも少なくなっていた、あの日の夢を。

「嘘うそよ……信じないわ……」

　門の前で必死に泣きじゃくる、幼いクレアの声。

「姉ねえ様さまが、そんなことするわけない……！」

　なだらかな丘陵の上にある大きな城の前に、数台の馬車がとまっていた。

　泣き叫ぶクレアの目の前で、帝国の兵士たちが両親を連れていこうとしている。

　エルステイン公爵夫妻は、帝都で名ばかりの裁判にかけられ、政治犯の収容所として悪名高いバルサス監獄に幽閉されるのだ。

「……お父様……ひっく、お母様ぁ……う、うわあああああああん！」

　くしゃくしゃのドレスをつかみ、大声で泣きじゃくるクレア。

　だが、彼女を助けてくれる者は誰だれもいない。あんなに優しかった城の家臣たちは、みな一様に冷たい視線をクレアに向けている。

　彼らの目にあるのは哀れみではなく、憎悪と蔑さげすみだ。領地を没収され、爵位も剥はく奪だつされたエルステイン家の娘には、なんの価値もない。

「──さあ立て、叛はん逆ぎやく者の妹」

　尊大な顔付きをした高官が、幼いクレアの腕を乱暴に引っぱった。

「おまえと契約したエルステイン家の精霊を、王家に引き渡してもらうぞ」

「……え？」

「おまえの精霊は王家に返還されるのだ。さあ、早く立て！」

「……っ、い、いやよ！」

　クレアは懇願するように首を振った。

「〈スカーレット〉は、あたしの大切なお友達なの！」

「黙れ！　帝国に泥を塗った叛はん逆ぎやく者の妹が！」

　高官はクレアの頬ほおを容赦なく叩たたいた。

「ひぅ……！」

「この私を手間取らせるなよ」

「い、痛いっ……やああっ……！」

　強引に腕をねじられ、悲鳴をあげるクレア。

「まあ、待て。子供相手にみっともない──」

　──と、高官の腕を横からつかむ者があった。

「この娘と炎ほのお精霊は、私が預かることにしよう」

「なっ、なにを仰おつしやられるのです、グレイワース卿！」

　高官は鼻白んだように、その人物に目を向けた。

「この娘には類たぐいまれな才能を感じる。ここで潰つぶすには惜しい逸材だ。私の学院で学べば、きっと優れた精霊使いになるだろう」

「お、お戯れを！　この娘はあの〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の妹なのですよ！」

「……なんだ？　君はこの〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の決定に文句があるのか？」

　鋭い鷹たかのような双そう眸ぼうが、高官を鋭く睨にらんだ。

「い、いえ、卿がそう仰るなら私は……」

　苦虫を噛かみ潰したような顔で頷うなずく高官。

「グレイワース卿、この件は王宮内でのあなたのお立場を悪くしますぞ」

　そんな捨て台詞ぜりふに、グレイワースは肩をすくめるだけだった。

　高官と兵士たちを下がらせると、彼女は幼いクレアを見下ろした。

　世間知らずなクレアでも、さすがに〈黄昏の魔女〉の名前くらいは知っている。

　強大な魔精霊を使役し、魔神級の精霊さえ葬ると云いわれる、大陸最強の精霊使い。

「立て、エルステインの娘」

「……っ！」

「二度は言わんぞ。早く立て」

「は、はいっ……！」

　クレアは怯おびえながら立ちあがった。

「おまえを庇ひ護ごする両親はもういない。自分の意思で運命を切り開く覚悟はあるか？」

「あたしは──」

　幼いクレアに突きつけられた選択。

　このときクレアには、王家に〈スカーレット〉を差し出し、どこかの地方で平民の娘として隠れて暮らす、という選択肢もあったはずだ。

　そして、もう一方の道を選べば、過酷な運命が待ち受けていることは明らかだった。

　──だが、クレアの覚悟はもう決まっていた。

「あたしはもう一度、姉ねえ様さまに会いたい。会って、本当のことを知りたい！」

「……よかろう。強くなれよ、エルステインの娘」

　頷うなずいたクレアの瞳ひとみに何を見たのか──

　グレイワースは鷹たかのような目を細め、ふっと微笑した。

　──その数ヶ月後。エルステインの名を捨てたクレアは、アレイシア精霊学院入学の登竜門である、名門エルオール予備院の試験をトップの成績で合格する。

　だが、クレアにとっての本当の試練は、それからだった。

「……知ってる？　あの娘こ、あの〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の妹だって」

「まあ！　どうしてそんな恐ろしい娘が、私たちと一緒の学院に？」

　容赦なく向けられる憎悪と蔑さげすみの視線に、あのころのクレアは毎日怯おびえていた。

　それでも逃げ出さなかったのは、再び姉に会うという覚悟と目的があったからだ。

「ねえ聞いてる？　あなたみたいな娘がここにいると迷惑なのよ」

「ご、ごめんなさい、でも……」

「なんなら、私たちがその〈精霊刻印〉潰つぶしてあげようか？」

「い、いや……！」

「ちょっと、なにをしているんですの！」

　クレアの教室にリンスレットが怒鳴りこんでくる。

「あら、あなた上級生に逆らうの？」

「いくらローレンフロスト家のご令嬢でも、学院に入れば同じ生徒よ」

　くすくすと嘲ちよう笑しようする上級生の貴族たち。

「ええ、この学院では家柄など無意味。完全な実力勝負の世界でしたわね？」

　リンスレットはふっと微笑ほほえむと、上級生に向かって吹雪の魔術を放った。

「きゃあっ！　お、覚えてなさい！」

　捨て台詞ぜりふを残して逃げていく彼女たち。

「リンスレットちゃん……あ、ありがとう」

「ふん、べつにあなたを守ったわけではありませんわ。わたくし、個人的にああいう連中が大っ嫌いなだけですの」

　顔を赤らめて目を逸そらすリンスレット。

「あたし、もっと強くならないとだめね……」

「……クレア？」

　思いつめた表情で呟つぶやくクレアに、リンスレットが怪け訝げんな目を向ける。

「そうよ、強くならないと……もっともっと、何よりも強く……」

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に優勝して、もう一度、姉に会うために。

　──そして三年前のあの日、クレアは彼女と出会う。

　否。それは出会いなどではなく、ただ遠くから見て一方的に憧あこがれていただけだ。

〈最強の剣舞姫〉──レン・アッシュベル。

　自分と同じ年とし頃ごろらしい、絶世の美少女。

　ひと目め惚ぼれだった。あんな風ふうに強く、美しい剣けん舞ぶを舞えるようになりたいと思った。

　紙吹雪の舞う闘技場の中心で、大きな歓声に包まれる黒髪の少女。

　その少女の顔が、クレアのよく知る少年の顔と重なって──
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「……カミ……ト……？」

　長い夢から目覚めた時、視界に映ったのは、足もとに輝く魔術方陣の光だった。

「ここは……？」

　目の前には、広大な空間が広がっている。

　無数の石柱に支えられた高い天井。燭しよく台だいには炎ほのおが灯ともされ、壁に刻まれた奇妙な紋様の彫刻群を照らしていた。

（どこかの遺跡みたいね……）

　クレアは、不安な表情で周囲を見回して──

　そこで、ようやく思いだす。

（そうだ……あたし、姉ねえ様さまに──）

　目を背けたくなるような、残酷な真実を。

　──偽物のレン・アッシュベルの正体は、姉のルビアだった。

　彼女がクレアを攫さらい、ここに連れてきたのだ。

　……いっそ、あの出来事も夢であって欲しかった。

　だが、精霊刻印を失った右手は、これが現実であることを否応なく突きつけてくる。

（……ここに連れてこられてから、どのくらい経つのかしら？）

　クレアは胸中でため息をついた。

　まさか、もう夜になっているということもないだろうが、外光の差し込まない遺跡の中では、時間の感覚もつかめない。

（なんだか、服も大おお袈げ裟さな巫み女こ装しよう束ぞくに着替えさせられているし……）

　クレアは床に垂れた長い裾すそを持ち上げた。

　着せられているのは、〈精霊姫〉が纏まとうような最高位の儀礼装束だ。

　ツーテールの髪はおろして丁寧に梳くしけずられ、頭には黄金色の宝冠を載せられている。

　こんな衣装を身に纏ったのは、幼い頃に招かれた、帝都の〈精霊大祭〉以来だった。

（……姉様は、あたしを〈魔王〉に仕える〈闇の精霊姫〉にすると言っていた）

　──だとすれば、この儀式装束は、そのための下準備に違いない。

（──冗談じゃないわ。カミトを魔王になんてさせないんだから！）

　早くここから逃げ出さないと──

　立ち上がって走りだそうとした、瞬間。

「……ぁくっ！」

　指先に激痛が走った。

「……まあ、当然よね」

　クレアは苦痛に顔をしかめながら、うめいた。

　地面に描かれた魔術方陣は、クレアを閉じ込める結けつ界かいのようだ。

「時間をかければ、解除できるかしら」

　術式の解読を試みようと、クレアが地面にかがみ込んだ、その時。

「その結界は私が構築したもの。私と同格の〈精霊姫〉でもなければ、解除は不可能だ」

　広間の扉が、ゆっくりと押し開けられた。

「……っ、姉ねえ様さま！」

　ハッと息を呑のむクレア。

　姿をあらわしたのは、緋ひ色いろの仮面を装着した姉だった。

　硬い軍靴の音を鳴らして歩いてくる姉の姿を、クレアは気丈に睨にらむ。

　四年間、姉に会うために必死に生きてきた。

　──会って、真実を訊きくために。

　けれど、いざ彼女を目の前にして、発するべき言葉がなにも浮かばない。

　泣き言か、恨み言か、罵ば倒とうか──それとも、なにか別の言葉か。この時のために用意していたはずの幾千の言葉は、すべて頭から霧散してしまった。

（……会いたかった。ずっと、会いたかったのに）

　静かな炎ほのおをたたえた、クレアと同じ紅玉ルビーの瞳ひとみ。

　だが、そこには決して埋められない断絶がある。

　四年という時間だけではない、絶対的な隔たりが。

（──姉様は、変わってしまった。あたしの知らない姉様に）

　まずは、その現実を認めなければならない。

（……けれど、それはあたしも同じよ）

　幼い頃ころの自分とは、もう決別したのだ。

　昔のクレアなら、完全に心が折れていた。

　いまこうして姉の前に立っていられるのは、クレアが一人ではないからだ。

（……あたしには、カミトがいる。チームの仲間がいるわ）

　だから、もう目の前の現実から目を逸そらさない。

「姉様」

　──と、クレアはようやく声を絞り出した。

　そして──

「……姉ねえ様さまは、どうして〈精霊王〉を裏切ったの？」

　仮面の奥の瞳ひとみを、まっすぐに見つめて訊きく。

　ルビアは、その視線を真正面から受けとめて、

「そうする必要があったからだ。この世界を救うために」

「……世界を救う？」

　姉の意外な返答に、クレアは戸惑った。

「そうだ。この世界を救うため、私はかの王ども──〈精霊王〉を討つ」

「──本気で言っているの、姉様？」

　クレアはあっけにとられて口をつぐんだ。

　姉は復ふく讐しゆう心しんに駆られ、正気を失ってしまったのだろうか──？

「〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉の恩おん寵ちようがなければ、あたしたち大陸に住む人間は、火を熾おこすことも、土地を耕すことも、風や水の恩恵を受けることもできなくなるのよ！」

「──そうだ。ゆえにこの世界は、一度滅びなくてはならない」

「……っ！」

　今度こそ──クレアは絶句した。

　姉の言葉は、嘘うそも迷いもない。強きよう靱じんな信念によって裏打ちされた言葉だ。

　彼女はクレアと同じ色の瞳で、いったいなにを見てきたのだろうか──

「〈精霊王〉と同格の存在である〈魔王〉の力──その力があれば、〈精霊王〉を滅ぼすことは不可能ではない」

「そ、そんなことをしたら、精霊たちの多くが滅びてしまうわ！」

〈精霊王〉は、ただの強大な精霊ではない。自然界の精霊を統率する存在なのだ。

　それが滅びるということはつまり、大陸から精霊の力が失われるということだ。

　もしそんな事態になれば、精霊の力で成り立っているこの世界に、どれほどの混乱が引き起こされるか──

（……いえ、きっと混乱だけではすまない）

　混乱は不信を呼び、不信は恐怖を招き──おそらく、過去のランバール戦争さえも比較にならないほどの凄せい惨さんな争いが巻き起こるだろう。

「姉様は、そんな戦争が起きてもいいって言うの？」

「人々が精霊から解き放たれるためならば、多少犠牲はやむをえない」

「そんな……姉様っ！」

　クレアの指先が結けつ界かいに触れ、激しい火花が散った。

「……エルステインの名は捨てた。私はもうおまえの姉ではない」

　ルビアは一方的に会話を打ち切ると、すっと身を翻した。

「準備が整いしだい、儀式をはじめる。そこでおとなしくしているがいい」

「姉様……待って、姉様あああっ！」

　悲鳴のようなクレアの叫びは、石の扉の閉じる音にかき消された。
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「──ここが地下への入り口ですわ」

　リンスレットの案内で、カミトたちは昨晩〈ヴァララカール〉との死闘を演じた〈廃都〉の中心部へ戻ってきた。

　いまだ燃え続ける炎ほのおを避けて、瓦が礫れきの積み上がった遺跡の奥に入っていくと、地下へ伸びる狭い階段が口を開けていた。

「……こんな場所があったのか。よく気付いたな」

「わたくしが最初に〈転送〉されたのが、地下の迷宮でしたから。それに、案内してくれた娘がいなければ、今いま頃ごろはまだ地下で迷っていたかもしれませんわ」

「案内してくれた娘こ？」

「地下へ戻れば、きっとまた会えますわ」

　手のひらに魔術の明かりを灯ともし、暗い階段を下りていくリンスレット。

　カミトたちは顔を見合わせながら、その後についていく。

　階段はかなり古い時代に造られたもののようで、だいぶすり減っているようだ。

「……不気味な場所だな」

　エリスがぶるっと肩を震わせた。

「あら、怖いんですの？」

「そ、そんなことはないっ！」

　むきになって否定するエリス。

　凛り々りしい騎士団長の意外な一面を見て、カミトは苦笑する。

「む……カミト、何を笑っているのだ！」

「わ、悪い……って、こんな場所で剣を振り回すな！」

「ほら、つきましたわよ」

　リンスレットが明かりを手に振り向いた。

　階段の下は通路になっていて、左右の石壁には古代の精霊文字が彫刻されている。

「……ここも、精霊戦争時代の遺跡なのか」

「そうみたいね。壁に刻まれているのは、旧ふるい精霊達の名前よ」

　指先で壁の彫刻を触りながら、呟つぶやくフィアナ。

「この先に、エストさんのお名前が刻まれた壁もありましたわ」

「……エストの名前が？」

　カミトは腰に吊つった聖剣に目を落とした。

　エストは精霊戦争の際に活躍した、伝説級の〈精霊兵器〉だ。精霊戦争時代の遺跡に名前が刻まれていても不思議はない。

　それから、顔を上げて通路の左右に目をくばる。

　通路の幅は剣を振り回せないほど狭い。敵に襲われたら厄介そうだ。

「ここに〈廃精霊〉はいないのか？」

「そういえば、わたくしは襲われませんでしたわ」

「ここは地上と違って、清浄な気配に満ちているわ。もしかすると、精霊戦争を戦った精霊たちの霊れい廟びようなのかもしれないわね」

「……なるほど、霊廟か」

　だとすれば、精霊たちの怨おん念ねんによって生じる〈廃精霊〉が出現しないのも当然だ。

　リンスレットから地下迷宮の話を聞いたときは、みな及び腰だったが、敵チームと遭遇する可能性も低いとなれば、たしかに、地上を進むよりは安全だろう。

　しかし、最大の問題がまだ残っていた。

「……その、道はわかるのか？」

「ええ、きっと大丈夫ですわ」

「……きっと、というのがとても不安なのだが」

「──〈フェンリル〉！」

　呟つぶやくエリスを無視して、リンスレットはパチリと指を鳴らした。

　虚空から大きな白狼が召喚され、顎あごをいっぱいに開く。

　吹雪と一緒に吐き出されたのは──

「……フライパン？　それに、卵と小麦粉と牛乳？」

　カミトは眉まゆをひそめた。

「……リンスレット、いったいなにをするつもりだ？」

「これから、特製のパンケーキを作るのですわ」

　フライパンを手に、ふふっと可愛かわいらしい笑顔を浮かべるリンスレット。

「……む、パンケーキか」

「たしかに、ちょっとお腹は空いたわね」

　エリスとフィアナが顔を見合わせる。

　そういえば、カミトたちは、夜明け前にスープとパンの食事をとったきりだ。

　そして、お嬢様たちの名誉のために補足するなら、精霊使いは、精霊を使役するとものすごくお腹が空いてしまうものなのだ。

　……決して彼女たちが食いしん坊というわけではない。

「みなさんの食事はあとですわ」

　リンスレットは火の精霊鉱石を地面に置くと、フライパンをその上にのせた。

「これは精霊さんを呼び出す供物ですのよ」

「精霊さん？」

　怪け訝げんそうに訊たずねるカミト。

「地下で迷っていたわたくしを、地上へ導いてくれた恩人ですわ」
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　……それから、数分後。

　フライパンがじゅうじゅう音をたて、バターの甘く焦げた匂においが通路に漂う。

　特製のパンケーキを焼きながら、リンスレットは、この地下迷宮から脱出したときの顛てん末まつを話してくれた。

　──そして、迷宮の中で出会った不思議な少女のことも。

「……幼い少女の姿をした精霊か」

　話を聞き終えたカミトは、腕組みして唸うなった。

　リンスレットの話によると、その少女の姿をした精霊が、彼女を地上の出口に導いてくれたらしい。

「人間の姿をとれるってことは、かなり高位の精霊だよな」

　エストやレスティアのように、完全な人の姿をとれる精霊というのは、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉にもほとんど存在しない。もちろん、高位精霊すべてが人間の姿をとるわけではないが、少女の姿であるということは、それだけで強大な精霊であることのあかしなのだ。

「リンスレットを助けてくれた礼くらいはしてあげたいな」

「ええ。ですから約束しましたの。ここから連れ出してさしあげますと」

　その少女精霊は、強力な結けつ界かいによってこの地下迷宮に封印されているらしく、しかも、記憶のほとんどを失った状態なのだという。

「その、王女殿下なら、封印を解くことができるのでは？」

「ううん、そうね……」

　リンスレットが訊たずねると、フィアナは考え込むように顎あごに手をあてて、

「高位精霊を封じるほどの結界だとすると、いまの私の力では難しいかもしれないわ。やるだけのことはやってみるけれど……」

「お願いしますわ」

　リンスレットはぺこっと頭を下げた。

「しかし、本当にその精霊はあらわれるのか？」

　エリスが疑わしそうに訊きく。

「安心なさい。わたくしのパンケーキは、フェンリルにも大好評ですのよ」

　特製のパンケーキを陶磁器の皿にのせ、たっぷりの蜂はち蜜みつをかけるリンスレット。

　鼻孔をくすぐる甘い匂いに、カミトのお腹がぐるると鳴る。

「……最高位の精霊が、食べ物などにつられるとは思えんが」

　呆あきれ顔がおで呟つぶやくエリス。それについてはカミトも同意見だった。

　パンケーキを供物に喚よび出される高位精霊など、聞いたこともない。

（……まあ、オトーフ好きの剣精霊はいるけどな）

　それから、しばらく待ってみるが──

「……誰だれも来ないぞ」

「お、おかしいですわね」

　動揺してきょろきょろと周囲を見回すリンスレット。

　……このままでは、せっかくのパンケーキが冷めてしまう。

「なあ、ちょっとだけ、味見してもいいか？」

「だめですわ」

　手を伸ばしかけたカミトの手を、リンスレットがぴしゃっと叩たたいた。

「カミト君、私のことなら味見してもいいわよ」

「フィアナ、なに言ってるんだ!?」

　カミトがツッコんだ、そのときだ。

（……ん？）

　じ─────っ。

　どこからか強い視線を感じた。

「カミト、どうしたのだ？」

「いや、いま誰かの視線を──」

　カミトは剣の柄に手をかけ、暗闇の奥に目をこらす。

　ぴょこっ。……通路の曲がり角で、何かが素早く隠れるのを発見した。

「……？」

　カミトはゴシゴシと目をこする。

（……なんか、虫の触角みたいなのが見えたが）

　ぴょこっ。ぴょこっ。……また二本の触覚が跳ねた。

「なあ、リンスレット。ひょっとして、あれ……」

「あの精霊さんですわ！」

　リンスレットが声をあげると、暗闇の奥で気配が動いた。

「カミト君、追いかけて！」

「わかった！」

　返事を返より先に、カミトは駆けだしていた。

　相手の足はなかなか速い。が、本気のカミトには遠くおよばない。

「ま、待ってくれ！」

「ふぁうっ！」

　暗闇の中で、カミトは逃げる相手を組み伏せた。ちょっと乱暴だが、こうでもしないとすばしこくて捕まえられそうにない。

「な、なにをするのですか無礼者っ！」

　カミトの腕の中でジタバタと暴れる少女。

　裾すその長い服を着ているようで、激しい衣きぬ擦ずれの音がする。

「……わ、悪い！　お、落ち着いて、話を聞いてくれ！」

「いやあああああああっ！」

　ジタバタジタバタ。

「カミトさん、どこですの！」

「こっちだ！」

　リンスレットたちが明かりを手に駆けつけてきた。

　そして──

「……きゃあっ！」「まあっ！」「なっ……！」

　三人同時に顔を引ひき攣つらせる。

「……え？」

　嫌な予感がして、カミトは組み伏せている相手に目をやった。

　そこにいたのは──

「うっ、ううっ……」

　透きとおった瞳ひとみに涙を浮かべ、巫み女こ装しよう束ぞくをはだけた半裸の少女。

「カミトさん、ドサクサに紛れて、いったいなにをしているんですの？」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

「ち、違うっ、誤解だ！」

　カミトの必死の叫びが地下に響いた。
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　ぱくっ。ぱくぱくっ。

　巫女装束の少女が、パンケーキをおいしそうに頬ほお張ばっている。

　切きり揃そろえた水鏡色の髪に、ぴょこんと跳ねる二本の毛が可愛かわいらしい。

　この少女こそが、リンスレットを助けてくれた精霊だった。

　強大な精霊であることは間違いないはずなのだが、そんな感じはまったくしない。ある意味、エスト以上にのほほんとした精霊さんだ。

「好きなだけ食べてくださいな。材料はたくさんありますわ」

　リンスレットが、フライパンをくるくると回しながら微笑ほほえむ。

「ありがとう。あなたのお菓子、とっても好きよ」

　精霊の少女はにこっと笑って、リンスレットにお皿を差しだした。

　妹が二人いるリンスレットは、小さな女の子の面倒見がいい。もっとも、この少女は精霊なので、カミトたちよりもはるかに年上なはずなのだが。

　ふと、カミトと少女精霊の目が合った。

　だが、彼女はすぐに視線を逸そらしてしまう。

　リンスレット以外の人間──特にカミトには、強い警戒心を抱いているようだ。

　……まあ、ファーストコンタクトが最悪だったせいもあるだろうが。

「ねえ、氷の巫み女こさん」

　と、少女はパンケーキを食べる手をとめ、リンスレットのほうを向いた。

「どうして、またここに戻ってきたの？」

　リンスレットはフライパンを置くと、すっと居ずまいをただした。

「精霊さん。じつは、御おん身みにお願いしたいことがあるんですの」

「お願い？」

　きょとん、と小首を傾かしげる少女精霊。

「はい。この地下迷宮を、案内していただきたいのですわ」

　リンスレットは少女にわけを話した。

　話を聞き終えた彼女は──

「もちろん、かまわないわ。おいしいパンケーキも振る舞ってもらったし」

　口もとに蜂はち蜜みつをつけたまま、こくっと頷うなずいた。

「感謝しますわ」

　丁寧に頭を下げるリンスレット。

　高位精霊の中には気難しい者も多いというが、彼女は素直な娘のようだ。

「〈廃都〉で最も地脈の集中する場所といえば──〈ロスト・カテドラル〉よ」

「……ロスト・カテドラル？」

「〈廃都〉で最も古い祭殿ね。ミラの集めてくれた資料にあったわ」

　フィアナがぽんと手を打った。

「そう、過去の精霊戦争において〈精霊王〉に敵対した軍勢の本拠となった場所──」

　神妙な顔で頷く少女精霊。

「ここの歴史に詳しいんだな。……その、記憶を失ってるって聞いたが」

　カミトがそんな疑問を口にすると、

「私はもう、三年近くもここに閉じ込められているわ。することもなくて退屈だから、この迷宮の壁に刻まれた歴史を、ずっと読み続けているの」

　諦あきらめたような表情で呟つぶやく少女精霊。

「精霊さん、そのことなのですけれど」

　と、リンスレットがおもむろに口を開いた。

「御身にかけられた封印を、解くことができるかもしれませんわ」

「……本当に!?」

　少女精霊が透きとおった目を見開く。

「ええ。王女殿下──」

　リンスレットにうながされ、フィアナが前に進み出た。

「オルデシア帝国第二王女、フィアナ・レイ・オルデシアと申します。微力ながら、御身にかけられた封印の解除をお手伝いさせていただければと」

　高位精霊である少女に対して、礼儀正しく名乗るフィアナ。

「……」

　少女は戸惑ったように、リンスレットのほうを向いた。

　やはりこの精霊、とても人見知りのようだ。

「大丈夫ですわ。王女殿下はわたくしのお友達ですの」

「リンスレットのお友達……？」

「はい」

「……」

　少女精霊は、フィアナのことをじーっと見つめると──

「……わかった。あなたを信用するわ」

　やがて、決心したようにこくっと頷うなずいた。

「それでは、御おん身みの真名を教えていただけますか？」

「私の真名……」

　フィアナの問いに、困惑の表情を浮かべる少女精霊。

　リンスレットも、なぜかハッとした顔になる。

「御身にかけられた封印は、対象を限定して封印する固有封印。真名を教えていただかなければ、封印を解くことはできません」

「……」

　少女精霊は、しばらく沈黙して──

「……リンスレットのお友達なのね？」

　ふたたびリンスレットのほうを向く。

「ええ、そうですわ」

「なら、特別に教えてあげるわ。私の名前は、イセリア──イセリア・シーウォード」

「……イセリア・シーウォード？」

　フィアナが薄闇色の目を見開いた。

　カミトとエリスも思わず顔を見合わせる。

　なぜなら、その名前は──

　──ズキン。

　突然、頭の奥が疼うずいた。

（……っ、またあの痛みだ）

　──ズキン。ズキン。ズキン。ズキン。

（……なんだってんだ？　あの名前を聞いた途端に──）

　奥歯を噛かみしめ、痛みを紛らわすカミト。

　幸い、カミトの異変に気付く者はいなかった。

　みんな、少女の発したその名前に気を取られていたのだ。

「それは──」

　フィアナが息を呑のんだ。

「──水の精霊王様の御名よね？」

「……」

　しん、と沈黙がおとずれる。

〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉の一柱。水の精霊王──〈イセリア・シーウォード〉。

　その似姿は、大きな水瓶をかかえた、若い女性として描かれることが多い。

　この少女精霊が、なぜその名前を口にしたのか──

　彼女の真剣な表情を見るに、冗談というわけではなさそうだが。

「それが〈水の精霊王〉の御み名なだということは、ここの壁画で知ったわ」

　はりつめた空気の中、少女はようやく口を開いた。

「──けれど、この〈廃都〉の地下で目覚めたとき、私がたったひとつ覚えていた言葉はそれだけだった」

　肩を落としてうつむく少女精霊。

　フィアナはなるほど、と納得したように呟つぶやいた。

「御おん身みは、水精霊の眷けん属ぞくなのね？」

「ええ、たぶんそう。水の近くにいると心が安らぐから」

「水精霊の眷属はみな、水の精霊王と深い繋つながりがあるわ。あなたの記憶の中に〈イセリア・シーウォード〉の名前があっても、不思議はないわね」

「私はそれ以外に自分を認識する言葉を知らなかった。何もない私にとって、この名前だけが大切な宝物だったから」

　こくん、と頷うなずく少女精霊。

「──だから、私はイセリア・シーウォードの名前を名乗っているのよ」

「……そうでしたの」

　リンスレットが彼女の肩に優しく手をのせる。

「その、ほかには、なにも覚えていないのか？」

　ようやく頭痛のおさまったカミトが訊きいた。

「私が知っているのは、ここの壁画に描かれた歴史くらいよ」

「……ううん、これは難しいわね」

　フィアナは顎あごに手をあてて悩んだ。

「封印を解くには、まず真名を思い出してもらう必要があるわ」

「……そう……ね」

　落胆したように肩を落とすイセリア。

「ちょっと、王女殿下」

　むっと睨にらむリンスレットに、フィアナはあわてて手を振った。

「で、でも、できるだけのことはしてみるわ。〈神しん儀ぎ院いん〉の〈古代図書館〉を調べれば、失った記憶を解放する手段が見つかるかもしれない。ちょっと時間はかかるけど、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のあとでよければ──」

「かまわないわ、待つことには慣れているもの。……ありがとう」

　顔を上げて、素直な笑顔を見せるイセリア。

　そして、彼女はくるっと踵きびすを返すと、リンスレットの服の袖そでをくいっと引っぱった。

「さ、行きましょう。〈ロスト・カテドラル〉への道を案内するわ」
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　──それから、カミトたちは暗い地下通路を歩き続けた。

　……ピチャッ。ピチャンッ。

「……ふぁっ！」

　明かりを手に前を歩くエリスが、背筋をビクンッと震わせる。天井からしたたり落ちる水滴に驚いたらしい。地下通路の壁は、いつのまにかごつごつした岩肌になっていた。

　少女精霊──イセリアは、リンスレットと仲よく手を繋つないで歩いている。

「……カミト君」

　と、フィアナがうしろから小声で話しかけてきた。

「うん？」

「……その、もう大丈夫なの？」

「なんのことだ？」

「とぼけてもむだよ。さっきのカミト君、様子がおかしかったわ」

「……」

　さすが元〈精霊姫〉候補の姫ひめ巫み女こ。勘が鋭い。

「……まあ、いまは落ち着いてるかな」

　ごまかすのをあきらめて、カミトは白状した。

「──声が聞こえるんだ。彼女の声が」

「カミト君の昔の契約精霊？」

　フィアナは、カミトが腰に差した〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉に目をやった。

「いや、あの声は……レスティアじゃない。よく似ているけどな」

　──〈魔王〉への覚かく醒せいをうながす、誘惑の声。

　レスティアもカミトの覚醒を望んではいたのはたしかだが、それでも、あの声は彼女のものではないとカミトは確信していた。

「なんだか、嫌な感じがしたんだ。レスティアの声は、もっと心が安らぐ感じで……」

「……ふーん、妬やけるわね」

　ぷくっと頬ほおを膨らませるお姫様。それから、また真面目まじめな顔になって、

「私を助けてくれたときのカミト君、いつものカミト君じゃなかったわ」

「……ああ、わかってる」

〈聖霊騎士団〉の少女に、剣を振り下ろそうとしたときのことだ。

（……あのとき、俺おれは破壊衝動に突き動かされるままに剣を振るっていた）

　意識を失っていたわけではない、あくまで自身の意思で剣を振るったのだ。

（エストが止めてくれなかったら、俺はあのまま──）

　ゾッと背筋を悪寒が駆け抜ける。

　カミト自身の中に眠っている何かが、目覚めようとしているのは間違いない。

　それが〈魔王〉と呼ばれる存在なのかどうかは、わからないが──

「……」

　レスティアは何も答えてくれない。

　三年前はあれほど手に馴な染じんだ愛剣が、いまはまるで鉄の塊かたまりのように重い。

「本当に、俺の中に〈闇の精霊王〉の力なんてものが眠っているのか？」

　カミトは自問するように呟つぶやいた。

　……誰だれでもいい。誰かに否定して欲しかったのかもしれない。

　だが──

「それは、わからないわ」

　フィアナは首を横に振った。

「ただ、ちょっと考えたことがあるの」

「……ん？」

「カミト君の肉体は、私のほどこす聖属性の魔術をほとんど弾はじいてしまうわ。その原因っていうのは、もしかすると──」

　口ごもるフィアナ。……その先は聞かなくても理解できた。

　闇属性と聖属性は相反する属性──つまり、そういうことだ。

（俺は、大陸に破滅をもたらす〈魔王〉なのか？）

　──かつて、カミトを育てた〈教導院〉の老人達がそう呼んだように。

「だ、大丈夫よ！」

　落ち込むカミトを元気づけるように、フィアナが明るい声をあげた。

「えっと……ほ、ほら、カミト君って、もともと夜の魔王だし！」

「……うん、それはあんまりフォローになってないからな？」

　肩をすくめて苦笑するカミト。

「……む、二人とも、内緒話をしているのか？」

　前を歩くエリスが拗すねたように睨にらんでくる。

「いや、内緒話ってわけじゃ……そうだ、フィアナの騎士精霊はもう回復したのか？」

　カミトはあわてて話題を変えた。

　……カミトのことで、エリスたちまで心配させたくない。

　フィアナもその意図を察してくれたようだ。

「ええ、ある程度はね。けれど、〈スカーレット〉と〈ゲオルギウス〉、ふたつの精霊刻印が干渉し合っている状態よ。高度に体系化された儀式魔術ならともかく、精霊魔装エレメンタルヴアツフエを展開するのは無理みたい」

「それは痛いな。フィアナの精霊魔装エレメンタルヴアツフエは頼りにしていたんだが」

　カミトは腕組みして唸うなった。

　精霊魔装〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉は、チームの力を大幅に底上げする切り札だ。

　それが使えないとなると、新たな戦術を考えなくてはならない。

（といっても、これまでチーム戦術を考えてたのは、クレアなんだよな……）

　と、その時だ。

「……ん、なにか聞こえないか？」

　カミトの耳に聞こえたのは、かすかな水音だった。

　と、リンスレットと手をつないだイセリアが振り向いて、

「もう少し歩くと地下の温泉があるの。私のお気に入りの場所よ」

「温泉？」

　カミトたちは声を揃そろえた。

「けど、〈廃都〉は火山地帯じゃないだろ？」

「もちろん、普通の温泉じゃないわ。数千年前の精霊戦争時代に放たれた戦火が、いまだに地下で燻くすぶっているのよ」

「数千年前の炎ほのおって……凄すさまじいな」

　そのスケールの大きさに絶句するカミト。

　それから、しばらく歩いたところで──

　イセリアの言う通り、白い湯気のたちこめる大きな地底湖が姿をあらわした。

「まさか、〈廃都〉の下にこんな地底湖が……」

　感嘆の声をあげるエリス。

　地底湖の周辺では、激しい炎の柱が噴きあがっている。

　カミトたちが湖面に近付いた、その時だった。

「……きゃあっ!?」

　突然、フィアナが悲鳴をあげた。

　右手に刻まれた〈精霊刻印〉が激しい光を放ち、周囲をまばゆく照らしだす。

「フィアナ、どうしたんだ!?」

「わ、わからないわ……きゃんっ！」

　精霊刻印から紅ぐ蓮れんの炎がほとばしり、地面に降り立った。

　そこにあらわれたのは──

「ニャー！」

「……って、スカーレット!?」

　炎をまとう火猫精霊の姿だった。

　スカーレットは軽やかに洞どう窟くつの中を駆け回ると、地底湖の周辺で燃えさかる炎に向かって、まっすぐに飛びこんでいく。

「……スカーレット、もう回復していたのね」

　フィアナがほっと息をつきながら言った。

　火猫精霊は彼女が召喚したわけではなく、自らの意思で姿をあらわしたようだ。

「……この場所に満ちてる炎ほのおの力に反応したんだろうな」

　カミトはみんなのほうを振り向いて、

「……さて、どうする？」

　スカーレットはおそらく、ここで火の力を蓄えるつもりなのだろう。

　──となると、すこし時間がかかりそうだ。

「ちょうどいいわ、ここで御祓みそぎをしていきましょう」

「そうだな」

「わたくしも賛成ですわ」

　フィアナの提案に、エリスとリンスレットも賛同する。

　精霊使いがその力を真に発揮するためには、まず身体を清めておかなければならず、もちろん、男の精霊使いであるカミトも例外ではない。〈ロスト・カテドラル〉に乗り込む前に、御祓はしておくべきだろう。

「ただし、そう時間に余裕もないからな。略式ですませよう」

「そうね」

　お姫様は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、

「じゃあ、時間短縮のためにカミト君も一緒に入る？」

「は、入らないからなっ！」

　カミトは顔を赤らめて叫んだ。





　　　　◇






　偉大なる王の座──〈ロスト・カテドラル〉。

　この〈廃都〉で最も高い塔であり、すべての地脈の集中する場所だ。

　かつて〈精霊戦争〉の際に叛はん逆ぎやくの軍勢を率いて戦った〈闇の精霊王〉の居城でもある。

〈闇の精霊姫〉を君臨させるのに、これほどふさわしい場所もないだろう。

　儀式の準備を整えたルビア・エルステインは、螺ら旋せんの塔を上っていた。

（……最後にこれを身に纏まとったのは、いつだったか）

　彼女が身に纏っているのは、教国の軍服ではなく、〈精霊姫〉時代の儀式装しよう束ぞくだ。

　その手には、黒い闇を宿した宝珠を握っている。

　階段を上っていくと、数千年前には壮麗なステンドグラスが嵌はめ込こまれていたであろう窓から、樹海に覆われた〈廃都〉の景色が一望できた。

　──〈廃都〉の空は真昼でも薄暗い。

〈精霊戦争〉時代の怨おん念ねんが、いまだに渦巻いているかのようだ。

　昨晩、カミトとミュア・アレンスタールの交戦した場所では、軍用精霊〈ヴァララカール〉の放った炎ほのおが絶えることなく燃え続けている。

　街を焼く紅ぐ蓮れんの炎。その光景に一瞬、過去の追憶が脳裏をよぎるが──

「──卿……紅蓮卿」

　背後からの声に、ルビアは意識を戻した。

　巨大な螺ら旋せん階段を、翡ひ翠すい色の髪の少女が息を切らして上ってくる。

　リリィ・フレイム──四年前に〈教導院〉の施設で拾った少女だ。

　ルビアは足を止め、彼女が上ってくるのを待った。

　リリィは肩で息をしながら、ルビアの前に膝ひざをつく。

「──ミュアがフィールドから姿を消しました」

「そうか」

　……とりたてて深刻な報告ではない。

〈ヴァララカール〉を失った以上、あの少女が戦力にならないことはわかっていた。

　彼女は十分に役目を果たした。ミュア・アレンスタールとの戦闘は、カミトの魔王覚かく醒せいを大きく促進したはずだ。

（……カゼハヤ・カミト、お前は抗あらがいがたい衝動に呑のみ込こまれているはずだ）

　その衝動に完全に呑み込まれたとき──彼の中の〈魔王〉が覚醒する。

「ミュアには、きたる戦争でふたたび役立ってもらおう。無論、お前にもな」

「はっ、はい！」

〈精霊王〉を滅ぼした後、精霊の力を失った大陸には大きな混乱がおとずれる。

　それを鎮め、乱世を収めるためには、圧倒的な軍事力が必要だ。

　ルビアがアルファス教国や〈骸連盟マーダーズ〉と結び、私兵となる軍用精霊とその使い手を集めてきた最も大きな理由がそれだった。

（……大きな犠牲が出るだろう。だが、せめてその犠牲を少なくすることはできる）

　力が破滅を呼ぶならば、さらなる力でそれをねじ伏せればいい。

　──ドクン。心臓が疼うずいた。

（魔王覚醒の刻ときは近い──）

〈聖女〉は〈魔王〉の対となる存在。

　魔王覚醒の兆候を、その身で感じ取ることができる──

　──と、その時だ。

　ドオオオオオオオオオンッ！

　すさまじい轟ごう音おんが大気を震わせた。

「……っ!?」

　足もとがわずかに揺れ、天井から石の破片が落ちてくる。

「敵襲だと……!?」

　リリィ・フレイムが動揺して叫び、割れた窓から外を見た。

　そして──

「あれは……ドラゴン!?」

　灰色の雲を吹き散らし、黒い魔竜が〈ロスト・カテドラル〉めがけて滑空してくる。

　先ほどの攻撃は、あの魔竜の吐息ブレスによるものだろう。

「レオノーラ・ランカスターの魔竜精霊です！」

「……竜の姫君か。目障りな」

　仮面の奥でルビアは呟つぶやいた。

　まさか〈竜皇騎士団〉のエースが、単騎で強襲してくるとは──

　漆黒の魔竜は〈ロスト・カテドラル〉の中腹に大穴を穿うがち、内部に飛び込んだ。

「……侵入されたか」

　ルビア自身が出向けば、迎撃することは容易たやすいだろう。

　しかし、彼女はこれから、〈闇の精霊姫〉降臨の儀式を執り行わなければならない。

　──彼女に残された命の火は、あとわずかだ。

　こんなところで〈聖女〉の力を使うべきではない。

「私が迎撃します。あの竜公女が相手では、時間稼ぎ程度しかできないでしょうが」

　リリィが窓から手を離し、螺ら旋せんの階段を飛び降りる。

「……リリィ、任せた」

　ルビアは頷うなずくと、最上層へ向かってふたたび歩みを進めた。






第五章　スカーレットの秘密






　……ちゃぷ。ちゃぷん。

　鍾しよう乳にゆう洞どうの天井からしたたる水滴。たちのぼる白い湯気。

　太古の炎ほのおで温められた地下水は、凝り固まった筋肉を心地よくほぐしてくれる。

　のんびりしていられる状況ではないが、敵の本拠地に突入する前の最後の御祓みそぎだ。入念に身体を清め、肉体を万全の状態まで高めておきたい。

　水の中で拳こぶしを握りながら、カミトは倒すべき敵の姿を脳裏に思い描いた。

〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉──ルビア・エルステイン。

　その正体を明らかにした、もう一人の〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉。

（……俺おれは彼女に勝てるのか？）

　彼女の力は間違いなく、いまのカミトを凌りよう駕がしている。三年前の勘を完全に取り戻したとして、ようやく渡り合えるかどうか──というところだ。

　カミトに唯一、勝算があるとすれば、それは──

（──絶剣の奥義〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉）

　カミトは剣の感触を確かめるように、指先を開閉した。

　グレイワースから継承した奥義は、カミトにとって最後の切り札だ。

　だが、あの奥義を本当に会得できたのかどうかは、実のところ、まだわからない。

〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉は究極のカウンター剣技。カミトと同等の使い手を相手にしたときでなければ、放つことができないのだ。

（それにしても、妙だよな……）

　カミトは眉まゆ根ねを寄せ、鍾乳洞の天井を見上げた。もう一人の〈最強の剣舞姫〉の正体が、ルビア・エルステインだとして、どうしても納得できないことがあった。それは──

　──彼女があまりに強すぎる、という単純な事実だ。

　たしかに、ルビア・エルステインは元〈精霊姫〉──その肉体に宿した神威カムイの総量は、並の精霊使いを遙はるかに超えるだろう。神威の過多が絶対的な力の差になるわけではないが、神威の多い者が、より強力な精霊を長時間使役できる、というのは厳然たる事実だ。

　だが、〈神しん儀ぎ院いん〉に仕える姫ひめ巫み女こは、基本的に武芸の訓練を受けてはいない。

　ゆえに、彼女はフィアナ同様、剣技に関しては素人同然のはずなのだ。

〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉が剣の達人だったという話は、寡聞にして聞いたことがない。

　真っ先に考えられるのは〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉による肉体の強化だが、いかに〈呪装刻印〉といえど、武芸の素人を剣聖にするなどということは、まず不可能だ。

（……それこそ〈精霊王〉の奇跡でもなければな）

　──ズキン。また、鋭い痛みが走った。

（……く、そ……いったい、なんだってんだ？）

　──その痛みは、あなたの力が目覚めようとしている証拠よ。

　頭の中で反響する、彼女によく似たものの声。

　──あなたはもうすぐ、世界に破滅をもたらす〈魔王〉になるの。

（……う、る……さい……だま、れ……！）

　カミトは両耳を塞ふさいで水に顔を浸けた。

（黙れ！　黙れ、黙れ黙れっ……！）

　執しつ拗ように響く声をかき消すように叫ぶ。

「──落ち着いてください、マスター」

　と。背後から別の声が聞こえた。

「……っ!?」

　水面から顔を上げて振り向くカミト。

　たちのぼる湯気の向こうに、ゆらめく人影があった。

　……リンスレットたちではない。彼女たちはイセリアと一緒に、ここから少し離れた場所で御祓みそぎをしているはずだ。

　それから、岩陰のほうにチラッと目を走らせる。〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉も〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉も、剣の状態で岩陰にたてかけてあった。

　……湯気の向こうの人影はなにもしゃべらない。

「……何者だ？」

　カミトは語気を強め、素早く腕を振り抜いた。

　風圧で周囲の湯気が一気に霧散する──

「にゃっ──！」

　途端、その人影は妙な悲鳴をあげた。

「……なっ！」

　目を見開いて絶句するカミト。

　湯煙の向こうからあらわれたのは──

　水に濡ぬれた、素すっ裸ぱだかの美少女だったのだ。

　優美にくびれた野生の獣のような肢体。なだらかに膨らむふたつの胸。肩口で切られた緋ひ色いろの髪。そして頭には、なぜか可愛かわいらしいネコ耳が生えている。

　その美少女は、芸術品のような裸身をおしげなく晒さらしたまま、固まっていた。

「……」

「……」

　見つめ合うこと数秒間。

　目の前の少女の顔が、カアアアッと真まっ赤かに染まる。

「にゃ、にゃああっ！」

　あわてて逃げようとして──

　ダッパアアアン！

　……水柱を上げて盛大にすっ転んだ。

「……にゃ、ふにゃあっ……がぼ、がぼぼぼぼ……！」

「お、おい、大丈夫か！」

　カミトはあわてて駆け寄ると、溺おぼれるネコ耳美少女を抱き起こした。

「きゃんっ、な、なにをするのですか！」

「す、すまん……って、しっぽ!?」

　カミトは目を丸くする。

　カミトが手につかんでいたのは──炎のようなしっぽだったのだ。

（……って、まてよ？　このしっぽって、まさか……）

　カミトはハッとして、ネコ耳少女の緋ひ色いろの目をまじまじと見つめた。

「……スカーレット……なのか？」

「にゃ、にゃあ……」

　緋色の髪を濡ぬらした少女は、恥ずかしそうにこくっと頷うなずいた。





　　　　◇






　ひとまず、最初の驚きが覚めたところで──

「私はエルステインに仕える〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉──真名を〈オルトリンデ〉と申します」

　女の子の姿になったスカーレットは、自身のことをそう名乗った。

　……どうやら本当に、あのスカーレットで間違いないらしい。

「……えっと、すまん。いろいろ混乱しているんだが」

　カミトは視線を逸そらしながら頬ほおをかく。

　お互い、肩まで水に浸かっているので、スカーレットの裸を直視してしまう心配はないのだが、それでも、色っぽいうなじについ目が吸い寄せられてしまうのだ。

　だが、スカーレットは気にした様子もなく、

「はい。では、かいつまんでお話しします」

　彼女が火猫から少女の姿になった理由を、話してくれた。

　そして──

「……なるほど。真名解放か」

　話を聞き終えたカミトは、驚きながらも頷いた。

　契約精霊が本来の力を発揮するためには、契約者の力量が十分であることと共に、その真名を呼ぶことができなければならない──それが、真名解放だ。

　初めてクレアと出会ったとき、カミトは〈スカーレット〉という名前に違和感を抱いたが、それはこの火猫精霊の名前が、いかにも偽名のようだったからだ。

　スカーレットの真名はエルステイン家から永らく失われていたが、クレアと行動を共にしていたレスティアが、なぜかそれを知っていたらしい。

　そして、この〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で十分な実力をつけていたクレアは、真名解放に成功。本来の力を取り戻したスカーレットは、高位精霊である獣の姿から、最高位の精霊である少女の姿をとれるようになった──というわけだ。

　ルビアとの戦いで力を失い、火猫の姿に戻っていた彼女だが、燃えさかる太古の炎ほのおに飛び込んだおかげで、一時的に人間の姿になれるだけの力を取り戻したようだ。

「それにしても、あのスカーレットがなあ……」

「そ、そんな風ふうに見つめないでください、マスター」

　顔をわずかに赤らめ、水面をぶくぶくさせるスカーレット。

「わ、悪い。……ところで、どうして俺おれがマスターなんだ？」

　カミトは素朴な疑問を口にした。

　スカーレットのマスターは、本来の契約者であるクレアか、あるいは現在の契約者であるフィアナのはずだ。

　すると、スカーレットは真剣な目でカミトを見つめ──

「マスターのマスターは、私のマスターでもありますから」

「……？　俺はクレアに奴隷精霊扱いされてる身なんだが」

　カミトは首を傾かしげた。これまでのカミトとクレアの関係を考えれば、どう考えても、カミトがクレアのマスターということにはならないはずだ。

「……そうなのですか？」

　と、こんどはスカーレットが不思議そうに首をひねる。

「しかし、それは矛盾します」

「なにが矛盾するんだ？」

「マスター、契約者と契約精霊は、まれに夢を共有することがあるのはご存じですか？」

「……？　ああ」

　訝いぶかしげな顔のまま頷うなずくカミト。

　カミトが眠っているとき、たまにエストの夢を共有することがある。

　もっとも、エストの場合は記憶のほとんどを失っているせいか、その夢の内容は、カミトと出会ってからの出来事ばかりだが。

　例外は、一度エストが消失してしまったときに、かつての契約者である〈救世の聖女セイクリツド・クイーン〉──アレイシア・イドリースとの想おもい出でをかいま見たときくらいだろうか。

「その……夢の中で、マスターはいつもあなたの奴隷になっているのですが」

「そんなわけあるか！」

　カミトは即座に否定した。

「お、俺は、断じてそんなことはしてないぞ！」

「……本当ですか？　マスターを縛ってイジメたり、鞭むちで叩たたいたり、く、口にするのもはばかられるようなポーズもさせていないと？」

「あ、あたりまえだ！」

　……この火猫精霊は、いったい何を言いだすのか。

「では、いつものあの夢は、マスターの潜在的な欲求……」

　ぶつぶつと呟つぶやきはじめるスカーレット。

「と、とにかく、俺おれはクレアのマスターじゃない」

　カミトは咳せき払ばらいして言った。

「呼ぶときは、カミトでいいからな」

「……わかりました。では、そうお呼びしましょう、カミト」

　真面目まじめな顔で口にするスカーレット。

　……〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉などという物騒な異名の割に、とても礼儀正しい猫さんだ。

「そういえば、火猫の姿だった頃ころの記憶はないのか？」

「はい。火猫の姿で顕けん現げんしたときは、獣並みの知性になってしまいますから」

「……そうなのか」

　──ということは、あの〈スカーレット〉とここにいる〈オルトリンデ〉は、ほとんど別の存在と考えたほうがいいのかもしれない。

「でも、私は覚えていますよ」

「……え？」

「カミトが美お味いしいご飯を作ってくれたこと、優しく頭を撫なでてくれたことを」

　はにかむような、可愛かわいらしい笑顔。

「そ、そうか……」

　カミトは頬ほおをかきながら、視線を逸そらした。

　……なんだか照れくさくなって、話題を変える。

「と、ところで、炎ほのお精霊が温泉に入って大丈夫なのか？」

　火猫だったころのスカーレットは、水に触れるのを嫌っていたはずだ。

「はい。ここには炎の力も満ちていますし、真名解放した私にとって、水など恐れるものではありません」

　ちょっと自慢げに胸を逸らすスカーレット。

　しかし、その額ひたいにうっすらと汗が浮かんでいるのを、カミトは見逃さなかった。

「……絶対、やせ我慢してるだろ」

「……」

　図星を突かれたスカーレットは、ふいっとあさってのほうを向く。

　それから、しょんぼりと肩を落とした。

「本来の私であれば、本当に水などものともしないのですが、残念ながら、いまの私には力がありません。この姿をとっていられるのも、あとわずかでしょう」

「真名を解放したら、ずっとその姿でいられるんじゃないのか」

「いまの私は太古の炎の力によって、かろうじて顕現している状態です。現在の契約者であるオルデシアの姫君では、私を召喚して使役することは無理でしょう」

　スカーレットは首を横に振ると、

「私が姿をあらわしたのは、カミトに伝えたいことがあったからです」

　真しん摯しな瞳ひとみで、カミトの目をまっすぐに見つめてきた。

「お願いします。私のマスターを──クレアを救ってください」

「ああ、約束する。クレアは絶対に取り戻す」

　……お願いされるまでもない。カミトは即座に頷うなずいた。

　カミトの返事を聞いたスカーレットは、安心したようにふっと力を抜く。

　彼女の姿が陽炎かげろうのように揺らめいた、その時。

「カミト君、遅いわね……」

「湯あたりしているのかもしれませんわ！」

「う、うむ、心配だな」

　遠くから、お嬢様たちの声が近付いてくる。

　なかなかあがってこないカミトを心配して、様子を見に来てくれたのだろう。

「……っ！」

　スカーレットの頭の耳がぴょこんと跳ねた。

「で、では、私はこれで退散します」

「急にどうしたんだ？」

「……その、あのしっぽ髪の騎士は苦手なのです」

　スカーレットは素早く水からあがると、炎ほのおを纏まとう火猫の姿となって駆けだした。

「……ああ、いつもエリスにモフモフされるの、嫌がってたからな」

　火猫の頃ころの記憶はないにしても、苦手意識だけは残っているのだろう。

「カミト、大丈夫か？」

　エリスの声が洞どう窟くつに響きわたる。

「……あ、ああ、大丈夫だ！　いま上がる！」

　カミトは大声で返事をすると、左手に黒い革手袋を装着した。
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　地底湖で御祓みそぎを終えたカミトたちは、ふたたび〈ロスト・カテドラル〉への道を急いだ。

　本格的な御祓はできなかったものの、体内をめぐる神威カムイは充実している。

　逃げ出したスカーレットも、いつのまにかフィアナの精霊刻印に戻ったようだ。歩きながら、スカーレットの真名解放のことを伝えると、彼女たちもとても驚いていた。

「強大な精霊だとは思っていたが、まさか人型精霊とはな」

　感心したように呟つぶやくエリス。

「これからは、モフモフするのはフェンリルにしたほうがいいぞ」

「む、なんのことだ？」

「──もうすぐ、〈ロスト・カテドラル〉に近付くわ」

　前を歩くイセリアが、おもむろに口を開いた。

「遺跡の真下から、直接侵入することはできないのか？」

「この地下通路は、そこまで伸びていないの」

　訊たずねるカミトに、イセリアは首を横に振る。

「真正面から突入するしかない、ってことか」

「でも、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の〈拠点〉は構築されていないと思うわ。〈闇の精霊姫〉降臨の儀式を最優先するなら、大規模な結けつ界かいを構築する余裕はないはずだから」

「……だといいが」

　ルビア・エルステインは、歴代最高と謳うたわれた元〈精霊姫〉だ。以前、彼女が構築した封絶結界は、〈浮遊島ラグナ・イース〉の城館全体を覆い尽くしたこともある。

　だが、カミトにとって真に不安なのは、自分自身のことだった。

　──カミトを覚かく醒せいへと誘いざなおうとする、あの声だ。

　その誘惑はだんだんと強くなってきている。

（また、あの声が聞こえてきたら、俺おれは──）

　破壊衝動に呑のまれ、世界を破滅に導く〈魔王〉として覚醒してしまうのだろうか。

「……ミト……カミト」

　くいっ。くいくいっ。──と、背後から服の袖そでをつかまれた。

「……エスト？」

　振り向くと、神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみが、カミトを心配そうに見上げていた。

　いつのまにか、剣の姿から変化したようだ。

「カミト、怖い顔をしていました」

　ハッとしたカミトの手を、エストがそっと握った。

「大丈夫。カミトには私がついています」

　冷たい手に、ぎゅっと力がこめられる。

「……」

　カミトは、そのまましばし立ち止まり──

「……エスト、おまえは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉だよな」

「……？」

　きょとん、と首を傾かしげるエスト。

「もし、俺が世界を滅ぼす〈魔王〉になっちまったら、そのときは──」

「そのときは、私が〈魔王の魔剣デモンズ・ソード〉になるだけです、カミト」

　──続けようとした言葉を、エストはきっぱりと拒絶した。

「私はあなたの剣。あなたの望むままに──私はそう誓いました」

「エスト……」

　指先がもっと強い力で握られる。

「……ああ、そうだったな。悪い」

　カミトはふっと肩をすくめると、そのまま、エストの手をひいて歩きだした。

　しばらくして──

「──ここが一番近い地上への出口よ」

　と、イセリアが立ち止まって振り返った。

　目の前には、樹木の根の絡みついた壁がある。

「木の根が邪魔ね」

「まかせるがいい」

　エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を一いつ閃せん。樹の根を一気に断ち切ると、神秘的な紋様の刻まれた扉が姿をあらわした。

「〈廃都〉の地下に六つある扉のひとつ。──〈常とこ闇やみの門〉よ」

　イセリアが扉の前で聞き慣れない精霊語の詞ことばを唱えると、門に刻まれた紋様が青白い輝きを放ち、低く唸うなるような轟ごう音おんをたてて開いた。

　暗闇の奥に、地上へいたる階段が出現する。

「私が案内できるのは、ここまでよ」

　イセリアは、扉の前で立ち止まったまま言った。

　扉の先には、彼女を閉じ込めておくための封絶結けつ界かいが存在するのだ。

「……ありがとな、イセリア」

「本当に助かりましたわ」

「気にしないで。これはパンケーキのお礼よ」

　イセリアは、もと来た方向へくるっと向きを変えた。

　そのまま、暗闇の奥へ向かってスタスタ歩いていく──

「あ、あの……」

「早く行きなさい。お友達を助けるんでしょ」

「あなたの記憶を取り戻す方法を探して、必ずここに戻ってきますわ！」

　遠ざかる背中に、リンスレットが声をかけるが──

　イセリアの姿はもう、暗闇の中に消えてしまっていた。

「……不思議な娘こだったな」

　記憶を失い〈廃都〉に封印された、水の精霊王の名前を名乗る高位精霊。

　存在自体もミステリアスだが、どこかとらえどころのない、変な精霊だった。

　それから、カミトはみんなのほうを振り向くと、

「──行こう、クレアが待ってる」

「ええ！」「ああ！」「はい！」

　力強く頷うなずく〈チーム・スカーレット〉のお嬢様たち。

「あなたの──望むままに」

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉へと姿を変えたエストを手に、カミトは先陣を切って駆けだした。






第六章　ロスト・カテドラル






「……は……くっ、う……」

　闇の中に無数に揺らめく、燭しよく台だいの炎ほのお。

〈ロスト・カテドラル〉の巨大な広間の中央で、クレアは苦く悶もんに身をよじった。

　泥のように絡みつく、重い儀礼装しよう束ぞく。没もつ薬やくが焚たかれているのだろうか、だんだんと意識が朦もう朧ろうとしてくる。

　広大な空間に反響する精霊語の詠唱。

　揺らめく炎の中で、儀式装束に身を包んだルビアが演舞を舞っている。

　その姿は、かつて慕っていた姉の姿をクレアに思い出させた。

「姉ねえ……さ、ま……やめ、て……！」

〈結けつ界かい〉の中で必死に叫ぼうとするが、その声は届かない。

　床に描かれた魔術方陣が妖あやしく輝き、燭台の炎がいっせいに吹き上がった。

　闇を満たした宝珠を手にしたルビアが、祭壇へ続く階段をゆっくりと上ってくる。

「いや……嫌よ、あたし〈闇の精霊姫〉になんて、なりたくないっ……！」

「これは、せめてもの慈悲だ──」

　ルビアはクレアの前に立つと、宝珠をかざして解放の詞ことばを唱えた。

　宝珠から黒い闇が放たれ、クレアの身体を覆っていく。

「……な……に……？」

「いまはすべてを忘れ、安らかに眠るがいい」

「い、や……なにをするの……姉ねえ様さまっ、姉様ぁっ！」

　必死の懇願も虚しく、クレアの意識は一瞬で闇に塗ぬり潰つぶされた。

（……いや、消さないで！　あたしの、大切な記憶……！）

　消えゆく意識の中で、クレアは喘あえぐように手を伸ばす──

　両親や姉と過ごした、幼少期の幸せな想おもい出で。

　リンスレット、エリス、フィアナ──学院で出会った仲間たちの記憶。

　どんなときでもずっと一緒にいてくれた、大切な契約精霊の記憶。

　そして、最後に少年の顔が、儚はかなく消えていく──

「……カミ……ト……！」

　唇から洩もれた吐息のような囁ささやきは、しかし、誰だれにも聞こえることはなかった。
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「──あら、お姫様の調教は、もう済んだのかしら？」

〈ロスト・カテドラル〉最上階。

〈真祭殿〉から出てきたルビアの前にあらわれたのは、蛇のような目の魔女だった。

「その身を闇に喰くらわせた。いずれ蝕むしばまれて堕おちるだろう」

「〈闇の精霊姫〉が実の妹なんて、泣かせる話ねえ」

「貴様、消し炭になりたいのか？」

　緋ひ色いろの仮面の奥で、ルビアは殺意の籠こもった視線を魔女に向けた。

「ふふ、そう怖い顔をしないでちょうだい。あなたがお姫様と部屋に籠もっているあいだに、面白いことがあったの。その報告に来たのよ」

　シェーラはくすっと微笑ほほえみ、紅い唇を舐なめた。

　余裕を崩さない魔女の態度に、ふとルビアは違和感を覚える。

（この女、やはり以前と雰囲気が違う──）

　リリィの報告によれば、シェーラはカゼハヤ・カミトに倒された〈ヴァララカール〉を、原初の魔術によって復活させたらしい。その際、リリィもこの魔女に対して、なにか違和感を覚えたというが。

「──面白いことだと？」

　ひとまず疑念を頭の隅に追いやって、ルビアは訊きき返した。

　……いまは先に報告を聞くべきだろう。

「この〈ロスト・カテドラル〉に、正面から乗り込んできた連中がいるわ」

「ドラクニアの竜公女なら、すでにリリィが迎撃にあたっている」

　実力の差を考えれば、リリィがレオノーラに勝利する可能性は、ほぼ皆無だ。しかし、複雑な巨大構造物である〈ロスト・カテドラル〉の地形を利用すれば、彼女にも時間稼ぎくらいはできるだろう。

「竜公女ではないわ。──カゼハヤ・カミトよ」

「……なに？」

　仮面の下の表情が、わずかにこわばった。

　カゼハヤ・カミトが〈廃都〉の中心部で、ミュア・アレンスタールの軍用精霊と交戦したのは、昨日の深夜だ。

　クレアが囚とらわれたことに気付き、この〈ロスト・カテドラル〉に到達するまでには、少なくとも十数時間はかかると目算していたが──

（……早すぎる）

　この〈廃都〉の構造を理解しているならばともかく、これほど短時間で、樹海に覆われた遺跡を踏破するのは不可能だ。

　地下迷宮を使えば理論上は可能だろうが、あれは地上の〈廃都〉よりも遙はるかに古い時代の遺跡──ルビアでさえ、その全貌を把握していない場所だ。仮にその存在に気付いたとしても、ここへ辿たどり着つくことはできないだろう。

「あなたにも予想外だったようね」

　ルビアの動揺を愉たのしむかのように、魔女がくすっと微笑む。

「虚報ではないだろうな？　貴様の口は信用ならん」

「魔女は嘘うそをつかないわ」

「そして真実を口にしない──」

「疑い深いお姫様ね。ほら、ご覧なさい」

　言うと、シェーラはルビアの目の前に遠見の水晶をかかげてみせた。

　水晶の中には、森の中を駆けるカゼハヤ・カミトの姿が映っている。

　さらにその近くには、ファーレンガルトとローレンフロストの娘、それにフィアナ・レイ・オルデシアの姿もあった。

　螺ら旋せんの塔の麓ふもとに広がる森だ。彼らはすぐにここに辿たどり着つくだろう。

「……」

「あなたでも、動揺することがあるのねえ」

　くすくすと耳障りな魔女の囁ささやき声ごえ。

　それを無視して、ルビアは仮面の下で黙考した。

　クレアが完全に堕おち、〈闇の精霊姫〉となるまでには、まだ時間がかかる。

　カゼハヤ・カミトが〈魔王〉として覚かく醒せいしたその瞬間、彼に仕える〈闇の精霊姫〉が存在していなければ、〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉の殲せん滅めつという本来の目的を果たせぬまま、世界を破滅に導くだけだ。──それは彼女の望むところではない。

（ここで儀式を中断するわけにはいかない──）

　ルビアは射殺すような瞳ひとみでシェーラを睨にらんだ。

「シェーラ・カーン、同盟者としての義務をいまこそ果たして貰もらうぞ」

「──ええ、もちろんよ」

　濡ぬれた唇に指をあて、くすっと嗤わらう魔女。

「せっかく本国から送ってもらったアレも試してみたいし。あなたは闇のお姫様の調教に専念しなさいな」

　すっと身をひるがえし、塔の螺旋階段を下りていく。

　その背中を睨みながら──

（信用できない魔女だが、いまは役に立つ道具だ）

　ルビアは冷たく呟つぶやいた。

（すべてが済んだあとで、教国の〈蛇〉どもには消えてもらうがな）





　　　　◇






　地上に這はい出だしたカミトたちは、樹海の中を一気に突っ切った。

　まだ夕刻前のはずだが、あたりはまるで夜のように薄暗い。空には分厚い雲が渦を巻き、その真下に〈ロスト・カテドラル〉の威い容ようがそびえていた。

「……これが、〈闇の精霊王〉の居城」

　カミトは上を見上げ、息を呑のんだ。

　地上から見上げるそれは、〈廃都〉の遺跡の中でも圧倒的な威圧感を放っている。

　外観は、何層にも積み重なった螺ら旋せんの塔のような構造だ。外壁に沿って階段があるようだが、それは無数の樹木の根によって完全に封鎖されている。

「地脈が活発化しているわ……間違いないわね」

　フィアナが塔の頂上を鋭く睨にらんだ。

「おそらく、クレアが囚とらわれているのは塔の最上階のはずよ。この遺跡は、螺旋の頂点に地脈の力が集中する構造になっているから」

「外から登るのは、ちょっと無理みたいだな」

「あそこに門がありますわ」

　リンスレットが、樹海の合間に見える巨大な門を指差した。

「よし、行くぞ！」

　カミトたちが門の前まで駆けていくと──

「で、でかいな……」

　その大きさにふたたび圧倒される。

　人間が使うには、あまりに巨大すぎる門。ここが居城として使われていた頃ころは、大型の巨人精霊も棲すんでいたに違いない。

　エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉の先端で門を叩たたくと、槍の穂先に青白い火花が散った。

「材質は〈錬魔銀ミスリル〉か。それに、厄介な魔術がかけられているようだな」

「門の彫刻レリーフに、太古の魔術が刻まれているようね」

　じっと門を観察しながら呟つぶやくフィアナ。

「精霊の力は弾はじかれてしまうわ」

「エストの力なら、破壊できるんじゃないか？」

　カミトが剣の柄に手を添え、前に出る。〈テルミヌス・エスト〉の対魔術性能は精霊魔装エレメンタルヴアツフエの中でも最高クラスだ。太古の魔術でも打ち破ることは可能だろう。

「……それはやめたほうがいいわ」

　フィアナは首を横に振った。

「たしかに、エストの力なら門を破壊できるかもしれない。けれど、ここでカミト君の神威カムイを使わせるわけにはいかないわ」

「うむ、なんでも力で解決するのはよくないぞ」

「……エリスには言われたくないぞ」

　半眼でツッコむカミト。

　とはいえ、たしかにフィアナの言うとおりだ。カミトはおとなしく剣をおろす。

「私が魔術を解析するわ。カミト君たちは周囲を警戒していて」

　フィアナは門の前に両手をかざし、厳かに呪じゆ文もんを唱えはじめた。

「──旧ふるき歌よ。我が声に応じ、その調べを奏でよ」

　彼女の唇から流麗な精霊語がこぼれた途端、門に刻まれた彫刻がまばゆく輝きだした。

　古代魔術の構造を解析しているのだろう。フィアナの周囲に無数の明滅する文字が浮かび上がり、めまぐるしく流れては消えていく。

　──と、その時だ。

「……っ、なにか来ますわ！」

　リンスレットが即座に精霊魔装エレメンタルヴアツフエの弓を展開。カミトたちが見上げたと同時、虚空に向かって〈魔氷の矢弾〉を撃ち放つ。

　リイイイイイインッ！

　硝子ガラスの軋るような音を響かせ、空中で何かが砕け散った。

「あれは、精霊!?」

　カミトは目をすがめて虚空を見据えた。

　精霊戦争の亡霊──〈廃精霊〉かと思ったが、違う。

　虚空から弾はじける泡のように出現したのは──

　触手の生えた眼球や、顎あごだけの怪物など……おぞましい外見をした精霊の群れだ。

「魔精霊か……」

　魔精霊──その精神構造の異質さゆえに、決して使役できないとされる精霊の総称。

　それを使役できるのは、〈魔女〉と呼ばれる異能持ちの精霊使いだけだ。

　と、魔精霊のあらわれた空間の中心が歪ゆがみ──

「ふふっ……初めまして、カゼハヤ・カミト」

　妖よう艶えんな声と共に、異国風ふうの衣装を身に纏まとった魔女が姿をあらわした。

「──初めまして、とはご挨あい拶さつだな、蛇へび女おんな」

　剣に手をかけながら、頭上のシェーラ・カーンを冷たく睨にらむカミト。

　たとえ敵であったとしても、誇りをもって挑んでくる精霊使いに対して、カミトは敬意を払ってきた。だが、卑劣な罠わなによってフィアナを攫さらい、仲間を傷つけたこの魔女には、払うべき敬意など一切ない。

「消えろよ。また俺おれに斬きられたいのか？」

　凍えるような声で告げて、容赦のない殺気を叩たたきつける。

「カ、カミト……」「カミトさん……？」

〈教導院〉出身者の剥むき出だしの殺気は、エリスたちも思わず竦すくみ上あがるほどだ。

　だが、魔女は涼しい顔で殺気を受け流し、

「ああ、そうね。この姿だと初めましてではないのね」

「どういう意味だ？」

「気にすることはないわ。ふふっ、お姫様の調教が済むまで、私が遊んであげる──」

　シェーラが指を鳴らすと、虚空の魔術方陣から新たな魔精霊の群れが召喚された。

　数を増した魔精霊の群れは、いまや空を埋め尽くすほどになっている。

　以前、フィアナが囚とらわれたときと同じように、この〈ロスト・カテドラル〉の遺跡そのものを召喚装置として使っているのだろう。

「……この数は、まずいですわねっ！」

　リンスレットが弓矢を放ち、数体の魔精霊を貫くが、その程度では焼け石に水だ。

「……」

　カミトは門のほうにチラッと視線を送った。フィアナはまだ、門の解放に意識を集中しているようだ。あとどのくらいかかるのか──

「俺おれが一気に片付ける」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を抜き放ち、逆手に構えた。

　絶剣技三ノ型──影月演舞。多数の敵を一気に葬る乱剣技の構えだ。

　だが、横から伸びてきた手が、カミトの腕を押さえた。

「カミト、ここは私たちに任せてくれ」

「エリス……でも──」

「私たちはチームだ。そして、チームのメンバーにはそれぞれ役割がある。君の役割はクレアを救い出すことだ」

　エリスがポニーテールの髪をなびかせ、前に進み出た。

〈風翼の槍レイ・ホーク〉を一いつ閃せん──襲い来る魔精霊どもを真一文字に斬きり払はらう。

「──カミトさん、どうかクレアをお願いしますわ」

　リンスレットもエリスの横に並び立ち、魔氷の弓をキリキリと引き絞った。

　二人の目には強い覚悟があった。

　カミトは──

「……わかった。シェーラの相手は二人に任せる」

　短く頷うなずいて、剣から手を離した。

「ただし、絶対に無茶はするなよ、二人とも」

「ああ」「ふっ、ご心配なく」

　揃そろって頷くエリスとリンスレット。

「──門の封印が解けたわ！」

　門の前にいたフィアナが叫んだ。

　ズ……ズズズ……ズズズズズズン……！

　門に刻まれた彫刻が強烈な輝きを放ち、轟ごう音おんをたてて開いていく。

「エリス、リンスレット、ここは頼んだ！」

　カミトはフィアナの手を引くと、門の中へ一気に駆けだした。

「──あら、逃がさないわよ」

　シェーラ・カーンがくすっと嗤わらい、魔精霊の群れを差し向けようとする。

　刹せつ那な。

「シェーラ・カーン、貴様の相手はっ──」

「わたくしたちですわっ！」

　エリスの槍が烈風を巻き起こし、リンスレットの放つ氷の矢弾が嵐あらしの如ごとく降りそそぐ。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエによるコンビネーション魔技──〈氷嵐乱舞アイス・ストーム〉。

　吹き荒れる氷風の竜巻が、魔女もろとも配下の魔精霊どもを呑のみ込こんでいく──

　背後で門の閉じる音を聞きながら、カミトたちは遺跡の階段を駆け抜けた。





　　　　◇






　背後で門が閉じた途端。荒れ狂う氷風の音が途絶え、静寂がおとずれた。

　カミトたちの前に姿をあらわしたのは、上に伸びる巨大な螺ら旋せん階段だ。ただし、螺旋は空中で何度もねじれ、さながら無限回廊のような構造になっている。

「クレアは最上階に囚とらわれているんだな？」

「ええ。儀式をするとしたら、そこしかないわ」

　こくっと頷うなずくフィアナ。

（……いまは、エリスたちを信じて先に進むしかない）

　門の外に後ろ髪をひかれながらも、カミトは螺旋階段を上りはじめた。

　階段は空中で急角度に何度も曲がっているため、重力感覚がおかしくなるが、上に向かっていることは間違いないようだ。とりあえず迷うようなことはないだろう。

　体力のないフィアナを気遣いつつ、カミトは先を急いだ。

　しばらく走ったところで──

「はぁっ、はぁっ……カミト君、その、身体は大丈夫なの？」

「ああ。力は十分に溢あふれてるぞ」

　走りながら頷いた。実際、ヴァララカール戦での肉体の疲労は、もうほとんど残っていない。太古の炎ほのおを宿したあの地底湖は、とても霊格の高い禊みそぎ場だったのだ。

「あいかわらず常識離れした回復力ね。でも、私が訊きいているのは違う意味よ」

「……」

　カミトは走るスピードを落とした。

　振り向くと、フィアナが不安そうな目でカミトを見つめている。

（……誤ご魔ま化かしきれそうにないな）

「……あの声は、もう聞こえないのね？」

「ああ、いまは……大丈夫だ」

「カミト君、その魔剣は、私が預かっていたほうがいいかもしれないわ」

　フィアナは、カミトが腰に差した〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を冷たく睨にらんだ。

「これはただの直感だけど、その剣は……なんだか危険な感じがする」

「……」

　元〈精霊姫〉候補の姫ひめ巫み女この直感は、軽視すべきではない。

　それはわかっていたが──

「……言っただろ。俺おれを覚かく醒せいに導こうとするあの声は、レスティアの声じゃない」

　カミトは革手袋を嵌はめた左手で〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉の柄を握った。

　かつての相棒は、いまだに応えてくれない。〈精霊刻印〉は沈黙したままだ。

　──それでも、カミトは彼女を信じていた。

「俺は、もう二度とレスティアを手放したくないんだ」

「その闇精霊が、カミト君にとって大切な存在だってことはわかるわ。でも──」

　カミトは、なおも心配そうなお姫様の頭にぽんと手をのせて、

「約束するよ。俺は〈魔王〉になんてならない」

「カミト君……」

　フィアナはきゅっと唇を引き結び、

「……わかった。カミト君を信じるわ」

　やがて、ため息とともに頷うなずいた。

「悪いな、わがまま言って」

　──それからは、無言で階段を走り続けた。

　しばらくすると、階段が途絶え、天井のある広大なフロアに辿たどり着つく。

「二階層ね……」

「ここからは、やみくもに進むってわけにもいかなさそうだな」

　カミトは精霊鉱石の明かりを前にかざし、薄暗いフロアの奥を見回した。

　フロア最奥部の壁に、装飾の施された扉が等間隔に六つ配置されている。

「どれが最上階に続く扉なんだ？」

〈ロスト・カテドラル〉は、精霊戦争時代の遺跡だ。先ほどの奇妙な構造の階段を見ればわかるように、人間ではなく、精霊が棲すむことを考えて造られている。これはアレイシア精霊学院の学舎などでも取り入れられている、精霊工学の設計思想に通じるものだ。

（……つまり、人間にとっては厄介きわまりない構造物ってことだよな）

　カミトは胸中で嘆息した。こんなものを真正面から踏破していたら、時間がいくらあっても足りない。

「いっそ壁を全部破壊していくか？」

「それこそ、時間がいくらあっても足りないと思うけど」

　フィアナは首を振ると、懐から金属の鎖を取り出した。

「これで地脈の流れをたどるわ。ひとつひとつ扉を調べていきましょう」

「それも時間がかかりそうだが……それしかないか」

　カミトが頷いた、その時。

「きゃ……熱あつっ！」

　突然、フィアナの右手の精霊刻印が激しい炎ほのおを噴き上げた。

　炎は空中で回転すると、全身に炎を纏まとった火猫の姿に変身する。

「……スカーレット？」

　フィアナはぽかんとした表情で呟つぶやいた。

　……どうやら、召喚されたのではなく、また勝手に顕けん現げんしたようだ。

　地面に降り立ったスカーレットは、フロアの奥に向かって軽やかに走っていき、六つの扉の前をしばらくウロウロしたかと思うと、火の紋様の描かれた扉の前で、ピーンとしっぽをたててみせた。

「ひょっとして、クレアの居場所まで案内できるのか？」

「ニャー！」

　前肢をぴょこんと上げるスカーレット。

「まさか、契約を破棄した状態でもクレアの神威カムイをたどれるなんて」

「さすがスカーレットだな」

　感心しながら、カミトはあの赤い髪の猫少女のことを思い出していた。

〈灼銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉──オルトリンデ。火猫の姿になっているときの記憶はないらしいが、それでも、いまのスカーレットの行動には、主人であるクレアを想おもう彼女の心を感じた。

「道案内は任せるぞ、スカーレット」

　カミトたちがフロアの奥へ向かおうとした、その瞬間。

　凄すさまじい轟ごう音おんをたて、突如、フロアの天井が崩壊した──！

「……っ、エスト！」

　即座に〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を抜き放ち、落下する巨石を叩たたき割わる。

　フィアナをかばうように立ち、降りそそぐ瓦が礫れきを次々と斬きり払はらった。

　鳴り響く轟音。砕け散る巨石の破片。一瞬にして大量の砂すな埃ぼこりがたちこめる。

「けほっ、けほっ……フィアナ、大丈夫か？」

「え、ええ……」

　腰を抜かしたフィアナは、スカートを押さえて床に座り込む。

「……なんなんだ？」

　カミトが上を見上げると──

　フロアの天井にぽっかりと大穴があいていた。

　そして、その真下で、何か巨大なものが蠢うごめいている。

　舞いあがった砂煙が薄れ、ようやくその姿が判明した。

「あれは……」

　無数の木の根を蠢かせ、悶もだえ苦しむ樹木の怪物だ。

　カミトは、その怪物に見覚えがあった。

「……リリィ・フレイムの〈魔樹精霊テイターニア〉？」

　体内で生成する無数の毒で、エリスを苦しめた精霊。

　だが、いまや魔樹精霊の命は、風前の灯ともし火びだった。

（いったい、誰だれが……？）

　疑問の答えは、真上から降ってきた。

　悶もだえ苦しむ魔樹精霊テイターニアにとどめを刺すように、黒い巨きよ躯くがのしかかる。

「……ドラゴン!?」

　姿をあらわしたのは、鋼はがねの牙きばと漆黒の鱗うろこをそなえた巨大な魔竜だ。

　魔竜は鋭い爪つめを樹に突き立て、その動きを完全に封じると、

　ルオオオオオオオッ！

　おぞましい咆ほう哮こうを轟とどろかせ、口こう腔くうから超至近距離の熱ねつ閃せんを放つ。

　魔樹精霊は一瞬で燃えあがり、光の粒子となって消滅した。

（とんでもない威力だな……）

　カミトが内心で戦せん慄りつしていると──

「……くっ、これまで、か……」

　魔樹精霊の巨大な蕾つぼみの中から、一人の少女が這はい出でてきた。

　紅い瞳ひとみと美しい翡ひ翠すい色の髪。〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉のリリィ・フレイムだ。

　契約精霊を失った彼女は地面に倒れ、もはや抵抗する意思もないようだ。

　と、そこへ──

「……まったく。ずいぶん手こずらせてくれたものですね」

　カミトのよく知る少女の声が、フロアに響き渡った。






第七章　竜公女の剣舞






　魔竜の首から飛び降りたのは、竜の国の軍服に身を包んだ少女騎士だった。

　肩口で切きり揃そろえた黒髪。頭にのせた白いベレー帽。

〈竜皇騎士団〉最強のエース──レオノーラ・ランカスターだ。

　彼女は倒れたリリィを見下ろすと、小さく肩をすくめた。

「私を相手にここまで善戦したのは見事です。賞賛に値しますよ」

「……っ！」

　そんな賛辞の言葉にも、リリィは悔しそうに唇を噛かむだけだ。

「……申し訳、ありません……〈紅蓮卿カーデイナル〉……」

　レオノーラはリリィに騎士の礼をとると、彼女の所持していた〈魔石〉を手に入れた。

〈魔石〉を失ったリリィの身体は、光の粒子となって消滅する。

　転移の魔術によって〈浮遊島ラグナ・イース〉に強制送還されたのだ。

　その様子を、カミトは声もかけずにただ見守っていた。

　精霊使いの剣けん舞ぶを横合いから穢けがすのは、礼儀に反する行為だからだ。

「さて──」

　と、レオノーラがこちらに向きなおる。

　当然、彼女はカミトたちの存在に気付いていた。

「カミト、あなたも同じ獲物を求めてここへ？」

「……」

　語りかけてくるその口調は親しげだ。

　しかし、カミトは知っている。

　レオノーラ・ランカスターの本質が、獰どう猛もうな竜であることを。

　彼女は、高潔で気高く、騎士道精神に溢あふれ──そして、何よりも闘争本能に正直だ。

　レオノーラの黒い瞳ひとみに、歓びの光が宿っていた。

　まるで、最良の獲物を見つけた竜のように。

（……〈竜の血〉に支配されてるってわけじゃなさそうだが）

　カミトは胸中でうめいた。

　──おそらく、以前戦った彼女よりもずっと手て強ごわい。

　精霊使いの直感だ。

「おまえもレン・アッシュベルを倒しに来たのか？」

「ええ、彼女はこの〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で最も強大な獲物ですから」

　レオノーラは頷うなずいた。

「なら、提案があるんだが──」

　一か八か、共闘を持ちかけようと口を開いたカミトだが、

「ですがその獲物も、あなたとの剣けん舞ぶに比べれば色いろ褪あせますね」

「……っ！」

　レオノーラの放つ闘気に一瞬、背筋が震えた。

　魔竜〈ニーズヘッグ〉が低く唸うなり、その凶悪な瞳ひとみを輝かせる。

　そして──

「──黒き邪竜の御霊みたまよ、我が手に力を！」

　レオノーラの声に応え、竜精霊〈ニーズヘッグ〉は、彼女の身の丈ほどもある巨大な大剣──精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈竜殺しの聖剣〉へと姿を変えた。

（……交渉は無理みたいだな）

　カミトはしかたなしに〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を構えた。

　一刻も早くクレアの救出に向かいたいところだが──

　リリィと戦った影響か、レオノーラの闘志は極限まで昂たかぶっている。

　一度、剣を交えなければ、荒ぶる竜は鎮まらないだろう。

（……それに、彼女とは約束しちまったしな）

　──次に言葉を交わすのは、あなたと剣舞を舞うときです。

　あのとき、レオノーラの言葉に、カミトはたしかに頷うなずいたのだ。

　ここは精霊使いが自身の〈願い〉を賭かけて剣舞を奉納する〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の舞台。

　挑まれた勝負から逃げることはできない。

「カミト君……」

　フィアナが、不安そうにカミトの服の袖そでをつまんでくる。

「大丈夫だ。すぐに終わらせる」

　カミトは眼前のレオノーラを見つめたまま言った。

　無論、レオノーラが簡単に倒せる相手という意味ではない。この剣舞は、技の見せ合いではなく、互いの力と力をぶつけ合う、短期決戦になるだろう──という意味だ。

（……その意味じゃ、俺おれはレオノーラに感謝すべきだな）

　もし搦からめ手ての得意なリリィを相手にしていれば、カミトは相当な持久戦を強しいられていたはずだ。

「……わかったわ」

　フィアナがすっと壁のほうに下がった。

　スカーレットは奥の扉の前で、おとなしくお座りをしている。

「──そういうわけだ、レオノーラ」

　カミトはレオノーラのほうを向き、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に神威カムイを籠こめた。

「俺は優雅な剣舞を舞うつもりはない。──最初から全力で来いよ」

「──望むところです、カミト」

〈竜皇騎士団〉最強のエースは、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。
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「騎士団長、まだ行けますわね！」

「当然だ。ファーレンガルトの騎士を舐なめるな」

　リンスレットの魔弓が氷の雨を降らせ、エリスの烈風が薙なぎ払はらう。〈ロスト・カテドラル〉の門前で繰り広げられる剣けん舞ぶは、その激しさを増していた。

「氷獄に眠りし氷の竜王。汝なんじ、その息吹を解き放て──〈氷牙の息吹ブレス・オブ・アイス〉！」

　鋭い叫びと共に、リンスレットが矢を放つ。

　魔氷の矢弾に籠こめられた広範囲精霊魔術が空中で炸裂。虚空からあらわれた魔精霊の群れを、まとめて氷漬けにする。

「おおおおおおおおっ！」

　同時。風の魔術で飛び上がったエリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を一いつ閃せん。

　巨大な氷塊ごと魔精霊の群れを打ち砕く。

「ファーレンガルト流槍術──華か閃せん槍そう」

　タッと地面に降り立つと、砕け散った氷の破片が宙を舞ってきらめいた。

「ふっ、ローレンフロストの雪は、決して止みませんのよ！」

　プラチナブロンドの髪を、自慢げにかきあげるリンスレット。

「油断するな、君の悪い癖だ」

「う、うるさいですわっ！」

　眉まゆをつり上げるリンスレットを無視して、エリスはシェーラに向きなおった。

　魔精霊の群れはまだ残っているものの、その数を大きく減らしている。

　だが、魔女はなおも余裕の笑みを崩さない。

「見くびったな、シェーラ・カーン」

　エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を構え、その穂先に風を集中させる。

　リンスレットも新たな氷の矢をつがえ、今度は魔女に狙ねらいを定めた。

「以前は不覚をとったが、いまの私たちなら、貴様の足止めくらいはできるぞ」

「……ふぅん」

　シェーラは指先を唇にあて、くすっと嗤わらった。

「……っ！」

　背筋が粟あわ立だつような、嫌な微笑。

　踏み出した足が震え、エリスは攻撃のタイミングを失った。

「──わざと、よ」

「なんだと？」

「カゼハヤ・カミトを先に行かせたのは、わざとだと言ったの」

　くすくすくすっ──赤い唇が三日月の形にゆがむ。

　シェーラは薄絹の衣装をなびかせ、魔精霊の群れの中を歩いてきた。

「私はね、あの女の計画なんかに興味は無いの。何も知らない哀れなお姫様──せいぜい世界を呪のろいながら、死んでいくといいわ」

「……なにを言っている？」

「私はただ、カゼハヤ・カミトの──〈魔王〉の肉体が欲しい。それだけよ」

　シェーラは虚空に手を翳かざし、契約精霊を喚よび出す召喚式サモナルを唱えはじめる。

「……っ、また〈レン・アッシュベル〉に変へん化げするつもりか」

　エリスは舌打ちした。シェーラ・カーンの契約精霊〈バルダンデルス〉の能力は、望んだ対象の姿と能力をコピーするというものだ。召喚されれば厄介なことになる。

「させませんわっ！」

　リンスレットが即座に氷の矢弾を放つが──

　降りそそいだ氷の矢は、密集した魔精霊の群れによってはばまれた。

「……っ、このっ！」

　ならば──と、〈風翼の槍レイ・ホーク〉を手に突進するエリス。

　──が、一歩遅かった。

　シェーラの頭上に巨大な魔術方陣が出現。

　虚空から、のっぺりとした白い腕があらわれる。

「……〈バルダンデルス〉ではない!?」

　鳶とび色いろの目を見開くエリス。

　同時に直感する。──あれは危険な精霊だ。

「ふふ、かつて〈魔王〉の使役した、七十二の精霊の一柱──」

　シェーラの唇が、その真名を呟つぶやく。

「すべてを奪うもの──〈バンダースナッチ〉」
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　天井から落ちてきた破片の音が、剣けん舞ぶの始まりを告げる合図だった。

（──最初の一撃で決着をつける）

　輝く〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を片手に構え、カミトは半歩身をひいた。

　最速の閃せん光こう。絶剣技初ノ型──〈紫電〉の構えだ。

　剣風で瓦が礫れきを巻き上げながら突進してくるレオノーラ。〈竜殺しの聖剣〉を大上段に構え、宣告通り一撃必殺の勝負をかけてくる。

　レオノーラの精霊魔装エレメンタルヴアツフエは身の丈ほどもある大剣、防御に回るには不利な得物だ。

　突撃による先制攻撃は理に適かなっている。

（あれをまともに喰くらえば、一撃で吹っ飛ぶな）

　ほとばしる剣気は、以前のレオノーラとは比べものにならない。〈竜の血〉によって暴走していたときでさえ、これほどの威圧感は感じなかった。

　迷いが消えたせいだろう。何かが彼女の剣を変えたのだ。

　いったい何がきっかけだったのかは、カミトには知るよしもないが。

（……けど、俺おれも負けるわけにはいかないんだ！）

　剣風が髪先を揺らした、刹せつ那な。

　カミトは爆発的な脚力で一気に踏み込んだ。

「絶剣技、初ノ型──〈紫電〉」

　閃ひらめく稲妻の如ごとき光刃。

　その正体は──なんのことはない、ただの突きだ。

　それでも、極めれば別次元の技となる。

　対精霊使い戦においては必殺。三年前の初戦で、あの〈静寂の要塞サイレント・フオートレス〉ヴェルサリア・イーヴァを一撃で沈めた剣技だ。




（──もらった！）

　大剣の切っ先を紙一重で躱かわし、そのまま胸もとに飛び込む。

　擦こすれ合う鋼はがねと鋼が火花を散らし、そして──

（──なっ!?）

　鳴り響く甲かん高だかい金属音。

　放たれた剣の軌道は、不可視の障壁によってわずかに逸そらされた。

（──防護の精霊魔術か！）

　カミトは胸中で舌打ちした。

　おそらく、突撃の際にかけていたのだろう。

（……派手に瓦が礫れきを巻き上げたのは、詠唱を悟られないためか）

　汎はん用よう性が低く扱いづらいとされる竜属性の精霊魔術だが、こと肉体強化の分野に関しては最強クラス。しかも、全身を覆うのではなく、あえて防御箇か所しよを絞ることで、その強度を極限まで上昇させている。

　あるいは、カミトが胸ではなく喉のどを狙ねらっていれば、そこで決着はついていた。だが、レオノーラは攻撃箇所をみごと読み切ってみせたのだ。

　経験に裏打ちされた勘──やはり、彼女は超一流の精霊使いだ。

　逸れた斬ざん閃せんは彼女の肩口をかすめるが、レオノーラは突進の勢いを維持したまま、全身で体当たりをしかけてくる。

　ゴッ──骨の激突する鈍い音。

　弾はじかれたカミトの身体は、地面に叩たたきつけられて大きく跳ねる。

　レオノーラも衝撃を受けたはずだが、ダメージを負った様子はない。竜精霊との契約によって肉体が強化されているからだ。

（くっ……）

　視界が激しく揺れる。脳のう震しん盪とうを起こしたようだ。

　それでも、カミトは身に迫った危機を察知し、素早く横に飛んだ。

　刹せつ那な、振り下ろされる〈竜殺しの聖剣〉。剣けん尖せんが触れた瞬間、精霊鉱石の床が火花を散らし、硝子ガラスのような音をたてて砕け散った。

〈テルミヌス・エスト〉は〈竜殺しの聖剣〉の一撃にも耐えるだろうが、剣を扱うカミトのほうは別だ。肉体強化された竜精霊の使い手と単純な力比べはしたくない。

「カミト君！」

　フィアナの悲鳴が聞こえる。

　カミトは横に飛んだ勢いのまま壁を蹴けり、宙返りして体勢を立てなおす。

　大剣を自在に振るうレオノーラの膂りよ力りよくは大したものだが、一撃の破壊力と引き替えに、その動きはどうしても大振りになる。

　──そのわずかな空くう隙げきに、カミトは一気に踏み込んだ。

（いける……！）

　大剣を振り上げようとするレオノーラと目が合った。

　彼女は竜の彫刻された柄頭をこちらに向け──

（……っ！）

　カミトの脳裏に閃ひらめくものがあった。

　間合いに踏み込む寸前、身体の重心をわずかに傾ける。

　直後、竜の彫刻から放たれる真紅の熱ねつ閃せん。

　熱閃は首筋をかすめ、背後の壁を粉々に破壊する。

「……そういや、そんなのもあったな！」

　間髪入れず、横よこ薙なぎに振るわれる〈竜殺しの聖剣〉。

　巻き起こる強烈な剣風に、カミトは体勢を崩される。

　その機を逃すレオノーラではない。即座に柄を持ち替え、上段に振り上げた。

「貰もらいましたっ……！」

「……っ！」

　この距離では、たとえ剣を躱かわしたとしても、衝撃波に押おし潰つぶされる──

（……耐えてくれよ、エスト！）

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に最大の神威カムイを籠こめ、その一撃を受け止めた。

　ひらめく閃せん光こう。鼓膜が破けるような衝突音。

「くっ……おおおっ……」

　かろうじて剣を受け止めたカミトだが、

「まだまだ……ですよっ……！」

　そのまま、力任せに押し込まれる。

「……この、馬ば鹿か力ぢから……！」

「ふふっ、いまは褒め言葉ととっておきましょう」

　交差する剣を挟んで、レオノーラの上気した顔が間近にあった。

　この剣けん舞ぶを、心の底から楽しんでいる表情だ。

　その無む邪じや気きな表情に、ほんの一瞬、見み惚ほれそうになってしまう。

「こんなにも昂たかぶる剣舞は初めてですよ、カゼハヤ・カミト」

「そいつは光栄だな」

　カミトは頬ほおをゆるめて苦笑する。

「余裕ですね。この体勢からの逆転は、さすがにあなたでも──」

　言いかけたレオノーラの表情が、途端にこわばった。

　革手袋を嵌はめたカミトの左手に、激しい光が生まれたのだ。

　その手にあらわれたのは、鋼はがねの短剣。

　カミトが唯一、使うことのできる〈武器精製ウエポン・ワークス〉の精霊魔術だ。

　カミトは短剣の刃を閃ひらめかせると、剣を握るレオノーラの指を浅く切り裂く。

　肉体へのダメージは即座に精神ダメージに変換されるため、血は流れない。だが、レオノーラは痛みに顔をしかめ、剣に籠こめた力をわずかにゆるめた。

　瞬間、カミトは刃を滑らせ、押し込められた体勢から逃れると、

「正統派の剣じゃないってんで、グレイワースに矯正されたが──」

　右手に〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉、左手に短剣をそれぞれ構えて言った。

「俺おれはもともと双剣使いだったからな！」

「くっ……」
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　体勢を崩したレオノーラの懐に飛びこみ、短剣で鋭い斬撃を繰り出す。一転して防御に回った彼女に対し、すかさず〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の一撃を見舞った。

　火花散るめまぐるしい攻防も、はたから見れば、まるで華麗な舞踏の如ごとく──精霊使い同士の決闘が、剣けん舞ぶと呼ばれる由縁だ。

　そして、舞踏は早くも終幕を迎えようとしていた。

「──魔竜〈ニーズヘッグ〉よ、汝なんじの憤怒を我が剣に！」

　レオノーラの声に応え、〈竜殺しの聖剣〉の刀身が閃せん光こうを放った。

「魔装展開──其その銘なは〈バルムンク〉！」

「魔装展開だと……!?」

　カミトは目を見開いた。

　魔装展開──それは、いわば精霊魔装エレメンタルヴアツフエの真名解放だ。使役する精霊のタイプにもよるが、普段は制限リミツターのかかっている契約精霊の力を、一気に解放することができる。

　吹き荒れる剣気に〈武器精製ウエポン・ワークス〉の魔術で鍛造した短剣が一瞬にして蒸発し、〈テルミヌス・エスト〉も押し返される。

　レオノーラの周囲に、黄金色の旋風が巻き起こった。

　──否、それは風ではない。膨大な量の神威カムイが、彼女の全身から、肉眼で視認できるほど放出されているのだ。

（ここで勝負を賭かけてきたか──！）

　初しよっ端ぱなの攻防は、この一撃を放つための準備。魔装展開の発動には、剣舞によって精霊魔装を昂たかぶらせる必要があるためだ。

（……だが、魔装展開には大きな危険もある）

　制限を外すということはつまり、精霊を一時的な暴走状態に置く──ということだ。

　レオノーラの周囲で吹き荒れる膨大な神威。あれこそが、彼女の魔竜精霊によって、強制的に神威を供出させられている証拠である。

　あの状態では、レオノーラといえど長くは持たないだろう。

「短期決戦が望みと言いましたね、カゼハヤ・カミト！」

　頭上に振り上げた〈竜殺しの聖剣〉が、轟ごう々ごうと唸うなりを上げた。

「これが私の最強の剣──」

「フィアナ、自分の身を守れ！」

　カミトは咄とつ嗟さに叫んだ。

　レオノーラにその気はなくとも、これではフィアナを巻き込みかねない。

（できれば、あれは温存しておきたかったが……）

　剣の柄を握りながら、カミトはうめいた。

　生半可な力では押おし潰つぶされる。ならば──

（エスト、頼む！）

　──はい、カミト。私はあなたの剣、あなたの望むままに！

　頭の奥でエストの声が聞こえると同時。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の刀身が、通常の数倍の輝きを放つ。

　カミトは半歩踏みだして、静の構えをとった。

　相手の攻撃を迎え撃つ、対精霊使い用、最強剣技の構え。

　いまのレオノーラなら、相手にとって不足はない。グレイワースの奥義を本当に会得したかどうかを試す、絶好の機会だ。

　最強の剣を真正面から受け止める。

　ここで敗れるようなら、カミトにルビア・エルステインは倒せない。

「──竜よ、我が身を喰くらい、その憤怒を解き放てっ！」

　レオノーラが咆ほう哮こうした。

　黄金色に輝く〈バルムンク〉が、カミトめがけて振り下ろされる──

　刹せつ那な、カミトは動いた。

　絶剣の奥義はただのカウンター剣技ではない。繰り出される剣撃から神威カムイの流れを感じ、流れと同調するように剣けん舞ぶを舞う──その極意は、剣技というよりは、むしろ姫ひめ巫み女この儀式演舞によく似ている。

　そして──

（剣を打ち合わせる一瞬に、流れの根源を断つ──）

　視覚ではなく、感覚で見極めなくてはならない。

　奥義が不発に終われば、待っているのは敗北だ。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉と〈竜殺しの聖剣〉、二つの剣が打ち合った。

　ほとばしる閃せん光こう。──その中でカミトは視みた。

　神威の流れが集中する、その根源を。

「絶剣技終ついノ型──〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉！」

　一瞬の剣閃が、〈竜殺しの聖剣〉を砕き、レオノーラを貫いた。
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　最高ランクの精霊使い同士の剣舞。

　それは、時間にして、わずか一分にも満たない短いものだった。

　だが、倒れたレオノーラの顔には、満足の色が浮かんでいた。

「カミト、感謝しますよ」

　息を荒げ、胸を上下させながら、レオノーラは微笑ほほえんだ。

「あなたと最高の剣舞を舞えたことを」

　その不意打ちの笑顔に、カミトの心臓がドキッと高鳴る。

　彼女は、もう立ちあがる気力さえないようだ。とはいえ、絶剣の奥義をその身に受けて、なお意識を保っていられるのはさすがだった。

（……まあ、完全には決めなかったけどな）

　カミトは痺しびれる右手に目を落とし、彼女の無事に安あん堵どした。

　そう。奥義を放つ直前、カミトは指先に籠こめた力をわずかに緩めたのだ。

　そのため、奥義は不完全な形での発動になってしまった。

　レオノーラにあえて致命的なダメージを与えなかった理由、それは──

「カミト……」

　と、レオノーラがまた口を開いた。

「〈魔石〉は胸の中に身に着けています。勝者として、持っていきなさい」

「む、胸って!?」

　カミトの視線が思わず、レオノーラの大きな膨らみに吸い寄せられる。

　同時に、あることを思い出してしまった。

　決勝戦前に参加した〈水霊祭〉。あの時、カミトは不可抗力とはいえ、なにも身に着けていない彼女の胸を直視してしまったのだ。

「ば、ばかっ、そんなの、とれるわけないだろ！」

　あわてて視線を逸そらすカミト。

「以前、あなたは私の胸をまさぐったはずですが？」

　むっと怒ったように頬ほおを膨らませるレオノーラ。

「あ、あのときは、その、だな……」

　カミトがしどろもどろになっていると、

「ねえカミト君、胸をまさぐったって、どういう意味かしら？」

「ニャー？」

「……っ！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　おそるおそる振り向くと、お姫様がにこっと可か憐れんな笑顔を浮かべていた。

　……なぜか、スカーレットも怒っているようだ。

「いや、その……そ、それよりフィアナ、〈治癒の石〉を出してくれないか？」

　カミトはあわてて話題を変えた。

「……」

　フィアナはなおも冷たくカミトを睨にらんでいたが、

「もう、しかたないわね」

　呆あきれたようなため息をつくと、懐から〈治癒の石〉を取り出してカミトに手渡した。

　だが、カミトはそれを自分に使わずに、レオノーラの手に握らせる。

「ちょ、ちょっと、カミト君？」

　驚くフィアナ。

　物量制限のきつい精霊剣舞祭において、〈治癒の石〉は貴重な回復アイテムだ。それを敵チームのエースに使うなど、暴挙もいいところだ。

「カミト、これは、どういうことですか？」

　一番戸惑っているのは、レオノーラ本人だった。

「この私に情けをかけると？」

　鋭い目でカミトを睨にらんでくる。

「いや、そうじゃない」

　カミトは首を振って否定した。

「悪いがレオノーラ、お前に頼みたいことがあるんだ」

　それが、奥義を放つ瞬間に、カミトが手を緩めた理由でもあった。

　カミトは身をかがめると、レオノーラの耳もとで囁ささやいた。

　……話を聞き終えたレオノーラは、

「……かまいませんよ。私と剣けん舞ぶを舞ってくれたことに報いましょう」

　仰向けに倒れたまま、こくっと頷うなずいてくれる。

「恩に着るよ」

　カミトは立ちあがると、フィアナのほうに向きなおった。

「──待たせたな、先を急ごう」
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「……くっ……うう、う……」

　囚とらわれたクレアの身体が闇に呑のまれ、執しつ拗ように嬲なぶられている。

　まもなく〈闇の精霊姫〉生誕の産声があがるだろう。

「……たいしたものだ。まだ抵抗するだけの意志力を残しているとは」

　純白の儀式装しよう束ぞくに身を包んだルビア・エルステインは、感嘆の声をもらした。

　特殊な訓練を受けた姫ひめ巫み女こであればともかく、あれほど大量の闇に蝕むしばまれれば、とうに堕おちていてもおかしくないのだが。

「──やはり、エルステインの血だな」

「……あなたは誰だれ？　どうしてこんな、酷ひどいことをするの!?」

　譫言うわごとのように叫び続けるクレア。記憶が混乱、あるいは消滅し、ルビアの素顔を見ても、もはや姉だとは気付かないようだ。

　ルビアはかまわずに、精霊語の祈き祷とうを唱え続ける。

　それは〈精霊姫〉として選ばれた姫巫女に対する祝福の言葉。

　ただし、織り込まれる名は〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉のいずれでもなく、存在を抹消された闇の精霊王〈レン・アッシュドール〉の名だ。

「嫌……やめ……て……」

「安心するがいい。堕ちてしまえば、楽になれる」

　優しく囁きながら、ルビアは妹の紅い髪をそっと撫なでる。

　幼い頃ころ、泣きじゃくるクレアを寝かしつけていたのと同じように。

　闇はクレアの記憶を喰くらっている──辛つらい記憶も、幸せな記憶も、等しく平等に。

　それがクレアに対する贖しよく罪ざいになるとは思わない。

　それでも、せめて妹には、安らぎの中にいて欲しかった。

「──けて、くれるわ」

「……？」

「──が、きっと……助けに来てくれるもの」

　虚うつろだったクレアの瞳ひとみに、ふたたび炎ほのおが宿った。

　ルビアはわずかに動揺した。

（……いったい誰のことを言っている？）

　カゼハヤ・カミトに関する記憶は、完全に消滅しているはずだ。

　クレアとカミトが学院で出会ったのは、ほんの二ヶ月前。

　名前はおろか、その顔さえ、思い出すことは出来ないはずなのだ。

「レン・アッシュベル様が、きっと……」

「……」

　クレアの唇から洩もれた言葉に、ルビアは小さく息をついた。

　クレアは、過去の〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の正体がカミトであることには、気付いていないだろう。記憶が混乱して、譫言うわごとを口走っているだけだ。

「クレア、お前を迎えに来るのは〈最強の剣舞姫〉ではない。〈魔王〉だ」

　呟つぶやいた、その時。足もとにかすかな震動を感じた。

（ドラクニアの姫君か？　いや──）

　──ドクン。心臓がかすかに疼うずく。

　ルビアの肉体が、覚かく醒せいする〈魔王〉の気配を感じたのだ。

「シェーラ・カーンの足止めは失敗したようだな」

　あるいは、あの魔女のことだ。わざと逃がした可能性もあるが──

「──いいだろう。覚醒への最後の一押しは、みずからの手でおこなおう」

　ルビアは純白の儀式装しよう束ぞくを持ち上げると、すっと立ちあがった。

「……すまない、クレア」

　扉のほうに足を向けると、妹から目を逸そらしたまま呟く。

「すべてが終わったその時、私は劫ごう火かに焼かれ、みずからの罪を清算しよう」

　それが、世界を救う〈聖女〉の運命だ。

　パサリ──と、重い儀式装束を脱ぎ捨てる。

　揺らめく炎の明かりの中に、優美な曲線を描く、美しい裸身があらわになる。

　白い肌を覆い尽くす、黒い紋様。

　その身には、無数の〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉が刻まれていた。






第八章　神殺しの焔






　空中に架かる螺ら旋せん階段に、硬い靴音が響く。

　軽やかに跳ぶスカーレットを追って、カミトたちは走っていた。

　三階フロアは、レオノーラとリリィの戦闘によって派手に破壊されていた。崩れた石柱の折り重なった回廊を、スカーレットは器用にすり抜けていく。

「ま、待て……そんな場所、人間には通れないぞ！」

　そんな静止の声も届かない。

　しかたなしに、カミトは回り込む道を探し──

「……あそこを登れそうだな……くっ!?」

　突然、胸ぐらを押さえて膝ひざをつく。

「ちょ、ちょっと、カミト君！」

　フィアナがあわてて背中に手をあてた。

「……大丈夫？　もしかして、さっきの戦いが──」

「いや、大丈夫だ」

　額ひたいに汗を滲にじませながら、カミトは首を横に振る。

「でも……」

「急ごう。嫌な予感がするんだ」

　カミトは立ちあがると、またスカーレットを追って走りだした。

（……やせ我慢も、さすがにキツイな）

〈治癒の石〉を身につけてはいるものの、肉体の疲労はそう簡単には回復しない。

　絶剣の奥義〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉を放った影響で、全身の筋肉が悲鳴を上げていた。

〈教導院〉時代に会得した戦闘技術の中には、自身に暗示をかけ、肉体の痛みを鈍らせるというものもあるが、カミトはそれをあえて使っていない。

　痛覚を鈍らせるということは、感覚を鈍らせるということだ。力の伯仲した者どうしの剣けん舞ぶでは、それが命取りになる。

　回廊を抜け、ふたたび螺旋階段を上っていくと──

　ようやく、新たな階層の扉が出現した。

「ここが四階層か……」

　扉を開けた先には、三階とほぼ同じ広さのフロアが広がっていた。

　天井を支えるアーチ状の柱。床に刻まれた巨大な魔術方陣があわい光を放ち、広大な空間を照らしている。

　フロアに足を踏み入れた途端。

　カミトは、神威カムイの流れが全身を駆けめぐるのを感じた。

「……なんだ？」

「地脈の力が集中しているのよ。ここが〈ロスト・カテドラル〉の機能の中枢なのね」

「……ってことは、もうすぐだな」

「ええ。クレアはこの先にいるわ」

　こくっと頷うなずくフィアナ。その視線の先にはスカーレットの炎ほのおが揺れている。

　しっぽをヒュンヒュン振って、早く来いとうながしているようだ。

「よし、行くぞ」

　覚悟を決め、ふたたび足を踏みだそうとして──

　──ズキン。

「……っ……ぁ、くっ……！」

　刺すような激痛に、カミトは苦く悶もんの声をもらした。

　──ズキン。ズキン。ズキン。

　普通の痛みではない。これは──

（……く、そ……また、か……）

　──カミト、それ以上先に進んでも無駄よ。

　レスティアの声によく似た、得体の知れない何かの声。

　──〈魔王〉の力に目覚めていないあなたでは、絶対に彼女に勝てない。

（……余計な……お世話だ……！）

　脳裏に響く囁ささやき声ごえに、カミトは必死に抵抗する。

「……カミト君？」

「フィアナ、俺おれから離れてくれ……！」

　カミトが鋭い声を発すると、フィアナはハッと目を見開いた。

「また、あの声が聞こえているの？」

　カミトは無言で膝ひざをつき、両手で耳を塞ふさいだ。

　だが、そんなカミトを嘲あざ笑わらうかのように、声は囁き続ける。

　──私と契約しなさい、カミト。

　──そうすれば、この世のすべてを支配する〈魔王〉の力を与えてあげる。

（……やめろ！　そんなもの、俺はいらない！）

　形のない闇が意識を浸食していく。

　それは、心を落ちつかせる夜の闇ではない。

　レスティアの司る神秘の闇ではない。

　それは、おぞましい異質な闇だ。

　まるで、三年前のあの日、彼女を呑のみ込こんだ〈願い〉のような。

　レスティアのくれたあたたかな心も、学院で出会った大切な仲間との思い出も、なにもかもを呑み込んでいく無慈悲な闇。

（や、めろ……あ、あああああああああっ……！）

「落ち着いてください、カミト」

　突然、カミトの身体が小さな腕に抱きしめられた。

　全身を包み込む、やわらかい感触。頬ほおに落ちかかる美しい白銀の髪。

「エス……ト……？」

　腰に差していた聖剣は、いつのまにか、可か憐れんな少女へとその姿を変えていた。

「カミト、大丈夫です。私がついています」

　華きや奢しやな腕を首に回し、囁ささやくエスト。

　白銀の髪がかすかな燐りん光こうを放ち、カミトの全身を包み込む。

（……頭痛が……消えた？）

　同時に、ずっと聞こえていたあの声も聞こえなくなる。

〈テルミヌス・エスト〉は、呪のろいを蓄積する魔剣であると同時に、あらゆる魔術的効果を打ち消す剣でもある。かつてルビアに刻まれた〈闇の烙印〉を封じたときと同じように、カミトを闇に誘いざなう声を封じてくれたのだ。

　やがて、カミトを包む燐光が消え、あの頭痛も完全におさまった。

　そっと腕を放すエスト。カミトはゆっくりと立ちあがる。

「……もう大丈夫だ。エスト、ありがとな」

　カミトが頭を撫なでると、エストは気持ちよさそうにくーっと目を細めた。

「カミト君……本当に大丈夫、なの？」

「ああ……心配させて悪い」

　心配そうなフィアナに謝るカミト。

「……先を急ごう。また発作が起きるかもしれない」

「ええ、そうね……」

　フィアナは不安そうな表情のまま頷うなずいた。

　と。

「ニャー！」

「……？」

　薄暗いフロアの奥で、スカーレットが激しくしっぽを振った。

　カミトが目を向けた、その瞬間──

　四方の床に刻まれた魔術方陣から、紅ぐ蓮れんの火柱がほとばしる。

「……なっ!?」

　激しく渦巻く炎ほのおが闇を払ふつ拭しよくし、広大なフロアの全貌が露わになった。

　フロアの最奥。最上層へ向かう扉が、地響きをたてて開く。

　そして──

「いまだ〈魔王〉への覚かく醒せいを拒むか、カゼハヤ・カミト」

　──そこに、彼女はいた。

　燃える炎のような紅い髪。透き通った紅玉ルビーの瞳ひとみ。

　真紅の仮面を脱ぎ捨て、素顔をさらした──もう一人の〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉が。

「……ルビア・エルステイン」

　カミトは額ひたいに汗を浮かべ、彼女の名を呟つぶやいた。

　顔立ちはたしかに妹によく似ている。

　──不覚にも、綺き麗れいだと思ってしまった。

　噴き上がる紅ぐ蓮れんの炎ほのおの中を歩む〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の姿は、凄せい絶ぜつなまでに美しい。

「その名は、四年前に捨てたがな」

　とくに感慨もなさそうに、ルビアは言った。

「なら、ここでの名は〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉か？」

「私がその名にふさわしいかどうかは、いまここで決まる」

　カミトの皮肉にも動じることもない。

　フロアの中央に足を進め、そこで歩みを止めた。

　距離にして、十歩と半。──一瞬で詰められる距離だ。

「──クレアを、返して貰もらうぞ」

「あれはすでに闇に堕おちた。あとは貴様の覚かく醒せいを待つのみだ」

「……っ！」

　カミトは目を見開き──

（俺おれは、また間に合わなかったのか？）

　それから、拳こぶしを強く握りしめた。

（……いや、まだだ）

　たとえクレアが〈闇の精霊姫〉に堕ちてしまったとしても、カミトが〈魔王〉として目覚めなければ、まだ救い出すチャンスはある。

「クレアは、あんたの妹なんだぞ」

「そうだ。私と同じ炎の血を継ぐ者──故ゆえにこそ〈精霊姫〉となる資格がある」

「あんたに、クレアほどの愛あい嬌きようがあればよかったんだがな」

　カミトは怒りを押し殺した声で言った。

「手加減はしない。悪く思うなよ」

　……ここにきて、話し合う余地はない。

　カミトは背後に目配せして、フィアナを壁際にさがらせた。

〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉による支援が欲しいところだが、スカーレットと二重契約しているいまの状態では、精霊魔装エレメンタルヴアツフエを展開することは無理だろう。

　カミトは、かたわらに立つエストの手を握った。

「エスト、頼む」

「はい、カミト。──私はあなたの剣、あなたの望むままに」

　エストの身体は光の粒子となって虚空に消え──

　直後、カミトの手に〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉があらわれた。

「最強の剣舞姫ブレイドダンサー──その称号、返して貰うぞ」

「──来るがいい、〈魔王〉の後継者よ」

　そして、二人の〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の剣けん舞ぶがはじまった。





　　　　◇






　噴き上がる火柱が、開幕の合図となった。

「いくぞ、エスト！」

　両足に纏まとった神威カムイを爆発させ、カミトは地を蹴けった。

　まばゆい光こう輝きを放つ〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を手に、閃せん光こうのごとく駆け抜ける。

　初しよっ端ぱなから出力制限なしのフルパワーだ。出し惜しみして勝てる相手ではない。

　ルビア・エルステインの手に精霊魔装エレメンタルヴアツフエはない。

　すっと手のひらをこちらに差し向けると、唇をわずかに動かした。

　虚空に小さな火球が生まれ──一気に膨張する。

（……火炎球フアイアーボールか！）

　炎ほのお属性の攻撃魔術の中では、最もポピュラーなものだ。精霊魔術全般に疎うといカミトだが、これはクレアの得意技なので知っている。

　カミトは一瞬でその炸裂範囲を読み、わずかに進路を変更する。直撃をギリギリで躱かわし、爆風の余波にまぎれて攻撃を仕掛けるのが狙ねらいだった。

　ルビアの手から巨大な火球が放たれる。

　火球は眼前の地面を直撃し、激しい炎をともなう爆風が吹き荒れた。

　予想外の威力。カミトの身体は真横に吹っ飛ばされ、床に叩たたきつけられる。

（……っ、なんて威力だ！）

　全身を痛打しながら、カミトは毒づいた。

　同じ火炎球フアイアーボールの魔術でも、その威力はクレアのものとは桁けた違ちがいだ。

（さすがに元〈精霊姫〉ってとこか──）

　カミトは即座に体勢を立てなおし、剣を構える。

　だが、ルビアはすでに次の詠唱を終えていた。

「──焔獄の門より来たれ、灼しやく熱ねつの猟犬どもよ！」

　虚空に生まれた魔術方陣から、炎を纏う三頭の〈焔獄の猟犬ヘルハウンド〉が召喚され、三方向から同時に飛びかかってくる。

「──遅おせえよ」

　振り下ろされた炎の爪つめが虚しく宙を掻かく。

　カミトは爆発的な脚力で床を蹴り、真上に跳躍していた。

　空中で〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を逆手に持ちかえ──

「絶剣技三ノ型──〈影月演舞〉！」

　一いつ閃せん──三頭の猟犬を一太刀で斬きり伏ふせる。

「眠れる火山の王よ、その息吹を解き放て──〈火竜の咆哮フレイムハウル〉！」

　間髪入れず、巨大な竜の姿を模した炎ほのおがカミトを襲う。火炎竜は神速で移動するカミトを捕ほ捉そくし、どこまでも追ってくる。

（自動追尾型の魔術か）

　舌打ちして、足を止める。

　半身を回転させ、振り向きざま、火炎竜の頭を打ち砕いた。

　激しくのたうちまわって虚空に消える火炎竜。

　周囲に飛散した炎が新たな火柱を噴き上げる。

　煉れん獄ごくの炎も、優れた対魔術性能を持つ〈テルミヌス・エスト〉の前では麻布の如ごとくだ。

（──いける！　フルパワーのエストなら）

　振り抜いた勢いのまま、カミトは一気に駆け込んだ。

「おおおおおおおっ！」

　一瞬で間合いに飛びこみ、強烈な一いつ閃せんを見舞う。だが──

「……なっ!?」

　斬きられたルビアの姿は、揺れる炎の中にかき消えた。

「……っ、炎の幻影か！」

「──なるほど。以前と同程度の勘は取り戻したようだな、最強の剣舞姫レン・アツシユベル」

　背後に気配が生まれた。

「……っ！」

　即座に振り向き、横よこ薙なぎの斬撃を繰り出すカミト。

　だが、ルビアは最小限の動作で剣を躱かわし、

「では、私も本気を出そう──」

　その手に蒼あおい焔ほのおを生み出した。

「刻ときすらも凍れ、絶対零度の劫ごう火か──〈凍える焔華フロスト・ブレイズ〉！」

「俺おれのエストに、おまえの焔は効かないぜ！」

　カミトは躊躇ためらわずに踏み込んで、真正面から二ノ太刀を放つ。

　絶剣技四ノ型──〈焔斬り〉。

　炎属性を吸収する儀式剣技は、ルビアに対して切り札となる技だ。

「カミト君、だめ！」

　フィアナの叫び声が聞こえた。

（……え？）

　瞬間、カミトは目の前の現象に目を疑った。

　刃の切っ先が蒼そう焔えんに触れた途端、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の刀身が、凍りついたのだ。

「なんだ──この焔は!?」

　最高度の対魔術特性を備えた〈テルミヌス・エスト〉の抵抗レジストを貫通する魔焔。

　焔が物体を凍らせるなど──〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の法則から逸脱した現象だ。

「これはエルステインの血に伝わる原初の焔ほのお──」

　凍りついた刃を片手で受け止めたまま、ルビアは口を開いた。

「〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉の力から逸脱した真なる焔だ」

　ほとばしる蒼そう焔えんが〈テルミヌス・エスト〉の刀身を凍らせていく。

　ピシッ──乾いた破壊音が、カミトの鼓膜を叩たたいた。

（……っ、エストが砕ける!?）

　カミトは咄とつ嗟さに剣を引き、後方に跳んだ。

　が、ルビアはその機を逃さない。

　拳こぶしに絶対零度の焔を纏まとわせたまま距離を詰めてくる。

「感じるぞ、貴様の中の〈魔王〉が覚かく醒せいするのを」

「〈魔王〉を復活させてどうする！　あんたの目的は何だ！」

　凍える焔を〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉で受けながら、カミトは叫んだ。

「愚問だな。〈魔王〉がもたらすものは──この世界の破滅だけだ」

「──違うな」

「何な故ぜそう思う？」

「あんた、クレアと同じ眼めをしてるからな」

「……なに？」

　ルビアが初めて動揺した。

　その隙すきに、カミトは蒼焔を振り払って間合いをとる。

　ルビアはその場で足を止めたまま、燃える紅玉ルビーの瞳ひとみでカミトを睨にらんだ。

「……出会った頃ころのクレアも、そんな眼をしてたぜ」

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に優勝して、真実を知りたい──

　かつて、そう語ったクレアの瞳は、とても澄んでいた。

　だが、そんな純粋さに、ある種の危うさを感じたのも事実だ。

　そして、目の前のルビア・エルステインの瞳にも、カミトは同じ危うさを感じていた。

　彼女を突き動かしているのはきっと、野心でも利己心でもない。

　──どこまでも純粋な使命感だ。

「……」

　ルビアは静かに腕を下ろした。

　そして──

「私の目的は──〈魔王〉の力によって〈精霊王〉を滅ぼすことだ」

　静かに告げてくる。

「精霊王を滅ぼす……だと？」

　カミトは目を見開き、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　なぜなら、その〈願い〉は──

「──そうだ。三年前のあの日、おまえと闇精霊はその〈願い〉を叶かなえようとした」

　カミトの考えを読んだかのように、ルビアは続けてきた。

「──そして、失敗した」

「……」

　冷たく放たれたその言葉に、カミトは息を呑のむ。

　──そう、失敗したのだ。

　記憶が混乱しているため、あのとき、何が起きたのかは覚えていない。

　しかし、〈精霊王〉がいまなお存在しているのは、厳然たる事実だ。

「……なぜだ」

　カミトはうめくように言った。

「なぜ、あんたは〈精霊王〉を殺そうとする？」

　それは、あるいは三年前に、すでに訊たずねた疑問だったのかもしれない。

　その問いかけに、闇精霊の少女はなんと答えたのだったか──

「この世界を、再構築するためだ」

　と、ルビアは即答した。

「世界の再構築？」

「そうだ。〈精霊王〉を滅ぼし、精霊の存在しない世界を創る。それが私の目的だ」

「……なんだと!?」

　それが何を意味するのか考えて──カミトは戦せん慄りつする。

　大陸の──世界の秩序は、精霊のもたらす恩恵によって成り立っている。

　もし大陸から精霊の力が失われるようなことがあれば、世界は大混乱に陥るだろう。

　それは、グレイワースが恐れていたランバール戦争の再現──いや、過去の戦争など比較にならないほどの大戦になる。

「……そんなことをして、どれだけの人が犠牲になると思ってる？」

　カミトは震える声で口を開いた。

「犠牲、か──」

　ルビアは眉まゆひとつ動かすことなく、

「それは、大陸の人間すべてが支払うべき代価だ」

　そう言い切った。

「……っ、ふざけるなよ」

　ギリッと奥歯を噛かみ、肩を震わせるカミト。

「あんたの目的のために……何十万、何百万って人間が犠牲になるんだぞ」

「それが必要な犠牲ならば、私は躊躇ためらいはしない」

「もう一度言うぞ──ふざけるな」

　刹せつ那な、カミトの身体が消えた。

　閃ひらめく一瞬の閃せん光こう。渾こん身しんの神威カムイを籠こめた斬撃をルビアに叩たたき込む。

　ルビアの〈凍える焔華フロスト・ブレイズ〉が刃を受け止めるが──

「なに!?」

「おおおおおおおおっ！」

　カミトはそのまま剣を押し込んだ。

　凍てつく氷に乱反射する閃せん光こう。

　ルビアの動きを封じたカミトは、大声で叫んだ。

「フィアナ、クレアを頼む！」

「……ええ！」

　すでにタイミングを計っていたのだろう。

　フィアナは躊躇ためらうことなく全力で駆けだした。

「……くっ！」

　ルビアは片手で即座に〈火炎球フアイアーボール〉の魔術を放つ。

　だが、巨大な火球がフィアナを呑のみ込こむ直前──

　柱の陰から飛び出した火猫精霊が、フィアナの前に割り込んだ。

　火炎球はスカーレットに直撃するも、爆発することなく吸収される。

　燃えさかる焔ほのおの中を駆け抜けて、フィアナたちは奥の扉へと消えていった。

「油断したな。あんたは一人だが、俺おれたちはチームなんだ」

「──何をしても無駄だ。クレアはすでに闇に堕おちている」

「あの跳ねっ返りのお嬢様が、そう簡単に堕ちるとは思えないけどなっ──！」

　叫び、凍り付いた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に、最大の神威カムイを籠こめるカミト。

　目を灼やくような閃光がフロアを満たし、そして──

　リィィィィィィンッ──！

　刀身を覆う魔氷が、一気に砕け散った。

「……悪いな、エスト。乱暴な使い方しちまって」

　肩で息をしながら、剣を床に突き立てる。

　衝撃で弾はじかれたルビアは、信じられないという表情で呟つぶやいた。

「まさか、〈凍える焔華フロスト・ブレイズ〉を砕くとは……」

「……」

　カミトは床から剣を引き抜くと、ふたたび両手に構えて対たい峙じした。

「ルビア・エルステイン、あんたがどんな理想を抱こうと、それはあんたの勝手だ。けどな、無関係の人間を巻き込むようなやり方は、俺は絶対に認めない」

　真まっ直すぐに、射い貫ぬくような視線。

　ルビアの紅玉の瞳ひとみが、カミトの視線を真正面から受け止める。

　……一瞬、瞳に宿る焔が揺らいだような気がした。

「おまえは、私の見てきた悲劇を知るまい」

「……？」

　──空気が、変わった。

　部屋の四方で噴き上がる火柱が、その火勢を失う。

　まるで嵐あらしの先触れのような、一瞬の静寂。

　そして──

「力無き言葉は無力だ。私はそれを〈精霊姫〉となった日に知った」

　熱せられた空気が静かに渦を巻き、ルビアの周囲に集まっていく。

（……っ、なんて熱量だ！）

　身を焦がすような熱風に、カミトはたたらを踏んだ。

　渦巻く熱風はたちまち燃え上がり、炎ほのおの竜巻となって荒れ狂う。

「いまこそ見せてやろう──最強の〈神殺しの焔〉を」

「神殺しの焔……」

　それは、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉が火の精霊王から奪ったと云いわれる、最強の炎精霊。

　天井にまで達した炎の竜巻は、やがてある姿に変化していく。

　カミトの前に姿をあらわしたそれは──

　紅ぐ蓮れんの炎を纏まとう、巨大な人型の魔神だった。

「……」

　カミトは、過去にそれを見たことがあった。

　忘れもしない。四年前──〈教導院〉が滅びた、あの日に。

「……っ！　あれは、あんたの仕業……だったのか……」
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　かすれた声で、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　たった一体で〈教導院〉を壊滅させた、あの魔神級精霊だ。

「──そうだ。思えばあの時から、私とおまえの運命は交錯していたのだろうな」

　炎ほのおの魔神がルビアの前に跪ひざまずく。その指先に手を合わせ、精霊語の展開式を唱えると、魔神は真紅の魔剣となってルビアの手に収まった。

　手にした魔剣をひと振りして──

「これが、炎属性最強の精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈レーヴァティン〉だ」

　ルビア・エルステインは、その名を告げた。





　　　　◇






「はあっ、はあっ……な、なんですの、あの精霊は!?」

　氷の魔弓を構えたリンスレットが、肩で息をしながら言った。

　シェーラ・カーンの召喚した魔精霊──〈バンダースナッチ〉。

　その姿は、二本の腕のついた白い球体だ。

　球体の中心部には大きな切れ込みがあり、まるで口のように開閉している。

　精霊の中でも奇怪な姿のものが多い魔精霊だが、この〈バンダースナッチ〉もその例に洩もれない。だが、真に不気味なのは外見ではなく──その特異な能力だった。

「……っ、私の風を喰くらうだと……」

〈風翼の槍レイ・ホーク〉を手に、呆然と呟くエリス。

　そう、あの魔精霊は文字通り──すべてを喰らうもの、なのだ。

「──来ますわよっ！」

　リンスレットが警戒の声をあげた。

〈バンダースナッチ〉が裂けた大口を開け、氷牙の雨を降らせる。

　それは、リンスレットの放つ〈魔氷の矢弾〉そのものだった。

「──凶まがツ風よ、狂え！」

　咄とつ嗟さに〈風翼の槍レイ・ホーク〉を振るい、襲い来る氷牙を打ち砕くエリス。

　だが、防御するだけでは埒らちがあかない。無駄に神威カムイを消耗するだけだ。

　砕け散った氷塊が、鋭利な刃となってエリスの頬ほおを切り裂いた。

「騎士団長！　くっ……」

　たまりかねたリンスレットが氷の矢弾を放とうとするが──

「だめだ！　また喰われるぞ！」

「……っ！」

　エリスの声に踏みとどまる。

　……そう、あれを攻撃しても無駄だ。

　それどころか、また新たな力を与えてしまうことになる。

　リンスレットの魔氷もエリスの風刃も、すでにあの化け物に喰くわれてしまった。

「ですが、このままではジリ貧ですわ！」

「……っ、奴やつに近付くことさえできれば──」

　エリスは奥歯を噛かみしめた。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエによる近接攻撃ならば、吸収されることもないはずだ。

　……しかし、近付くことができない。魔氷と魔風の力を同時に喰らった〈バンダースナッチ〉は、いまや鉄壁の要塞になっている。

「ふふっ、じゃあ、こっちからいくわよ♪」

　吹き荒れる氷風の向こうで、シェーラ・カーンの耳障りな哄こう笑しようが響く。

　と、〈バンダースナッチ〉は、その球体のような身体をぶるっと身震いさせた。

　氷風が止み、一瞬の静寂がおとずれる。そして──

　白い球体の中心が裂け、ニタァッ──と、嗤わらった。

「……な、なんですの？」

　リンスレットが呟つぶやいた、次の瞬間。

〈バンダースナッチ〉が消失した──

「……なにっ!?」

　──否、腕を地面に叩たたきつけて跳んだのだ。

　その予想外の動作に、二人の対応が一瞬、遅れた。

　ズンッ──地響きをたて、リンスレットの目の前に着地する〈バンダースナッチ〉。

「……ひっ！」

　リンスレットは悲鳴をあげ、〈魔氷の矢弾〉をでたらめに放った。

　だが、氷の矢弾は大きく裂けた口に吸い込まれ、たちまち消滅してしまう。

「そん……な……」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすリンスレット。

「このおおおおおおっ！」

　エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を化け物の腕に突き立てた。

「……っ!?」

　だが、まったく効いていない。

　化け物はニヤッと嗤い、リンスレットめがけて巨大な舌を放つ。

「──リンスレット！」

　そのおぞましい舌先が、リンスレットを呑のみ込こみそうになった、瞬間。

　魔氷の弓が虚空に消滅──美しい白狼の姿となって舌に飛びかかった。

「フェンリル！」

　ウオオオオオオオオオンッ！

　魔氷精霊の鋭い爪つめが、巨大な舌を掻かきむしる。

　が、その氷爪さえも、ぶよぶよした分厚い舌を切り裂くにはいたらない。

「あら、けなげな子ねえ」

　シェーラ・カーンが蛇の瞳ひとみをすっと細めた。

「──その子、欲しくなっちゃった」

　魔女が指先を絡めた途端、地面を跳ねるフェンリルの動きが突然、停止する。シェーラの指先から放たれた黒い糸が、フェンリルの四肢をがんじがらめに縛り上げたのだ。

〈バンダースナッチ〉の巨大な舌が、白狼の身体を巻き上げて──

　そのまま、ぺろんと丸まる呑のみにしてしまう。

「……っ!?」

「ローレンフロストの魔氷精霊、ご馳ち走そう様さま」

「……い──いやあああああああっ！」

　リンスレットの絶望に満ちた悲鳴が響きわたった。





　　　　◇






　炎ほのお属性最強の精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──〈レーヴァティン〉。

　ルビアが無造作に剣を薙なぐと、ほとばしる炎が周囲の空間を一瞬で焼き尽くした。

（……っ、なんて熱だ）

　直感で炎を回避したカミトだが、その熱からは逃れられない。

　通常の炎とはまるで比べものにならない、凄すさまじい熱量だ。

　溶岩のように赤く焼やけ爛ただれた床。

　この〈ロスト・カテドラル〉が、五大属性に耐性のある精霊鉱石で造られていることを考えれば、炎の威力が桁けた違ちがいであることは容易に理解できる。

　まるで〈火の精霊王〉の憤怒を体現したかのような炎だ。

　炎の薙いだ場所が、マグマとなって下の階層に熔とけ落ちていく。

「……威力を調整しなければ、使い手が消し炭になるな」

　揺らめく陽炎かげろうの向こうで、ルビアが言った。

　周囲の炎と同化したかのように揺れる、紅い髪。

　カミトの全身に冷たい汗が吹き出した。

（……化け物だな。あの精霊も、それを使役するルビアも）

　たった一体で、あの〈教導院〉を壊滅させた炎の魔神。

　伝説の〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉といえど、十分の一以下の力で渡り合えるかどうか。

　と、そんな不安を察したかのように──

　──大丈夫です、カミト。

「……！」

　頭の中にエストの声が響いた。

　──カミトが私を信じてくれる限り、私は絶対に折れません。

「エスト……」

　カミトは呟つぶやくと──

「そうだな……」

　手にした剣を、強く握りなおした。

「エストは最高の相棒だ」

　──はい、カミト。

〈テルミヌス・エスト〉の刀身が白銀の輝きを放つ。

　渦巻く炎ほのおの中から、真紅の剣を手にしたルビアが姿をあらわした。

　灼しやく熱ねつ化した刀身は周囲の空気を熱し、フロア全体の温度を上昇させている。

「〈ロスト・カテドラル〉ごと消し炭にする気かよ」

「これでも抑えているのだがな。私もこれの完全な制御はできないということだ」

　ルビアが真紅の魔剣を振るい、吼ほえ猛たける炎がカミトに襲いかかる。

　壁を蹴けって真上に跳ぶカミト。放たれた炎は壁を一瞬で消滅させ、大穴をあけた。

　たとえ直撃しなくとも、放射熱で人間の肉体など一瞬で蒸発するだろう。

「あんた、俺おれを〈魔王〉にするんじゃなかったのか？」

「この程度で死ぬようならば、どのみち〈精霊王〉を殺すことはできまい」

「……っ、勝手なことをっ！」

　カミトは天井を蹴って反転、頭上からルビアを狙ねらう。

　ルビアは〈レーヴァティン〉を逆手に持ち替え、渾こん身しんの一撃を受け止めた。

　返す刀で、ルビアが真紅の剣を振るう。刃と刃が擦こすれ、激しい火花が散った。

　至近距離では彼女自身が巻き込まれるためか、炎は鳴りをひそめている。

　打ち合う真紅と白銀の刃。

〈テルミヌス・エスト〉は〈レーヴァティン〉の刃に辛かろうじて拮きつ抗こうした。

　だが──

（……このまま打ち合えば、俺は負ける）

　カミトと元〈精霊姫〉であるルビアでは、神威カムイの総量が比べものにならない。

　いずれカミトの神威は先に底を尽くだろう。

「皮肉なものだな。貴様の得物がかの〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉とは」

　激しい鍔つば迫ぜり合あいの中で、ルビアが呟いた。

「まあな。俺が本当に〈魔王〉ってやつの転生体だとしたら──」

「違う。かつて聖女と共にあった聖剣が、私に刃を向けていることが、だ」

「──なに？」

　気が逸それた一瞬の隙すきに、ルビアが強く打ち込んでくる。

　腕が痺しびれるほどの鋭い一撃に、カミトは守勢に回った。

「貴様は疑問に思わなかったか？　儀式を司る姫ひめ巫み女こに過ぎない私が、〈最強の剣舞姫〉たる貴様と対等に剣けん舞ぶを舞えることを」

「……っ!?」

　赤い斬ざん閃せんが閃ひらめき、カミトの首筋を掠かすめる。

　熱風が肌を炙あぶるのを感じながら、カミトは毒づいた。

（……疑問に思わないわけがあるか）

　──本気で剣を交えてみて、その疑問はさらに強まった。

　才能、修練──あるいは〈呪じゆ装そう刻こく印いん〉による肉体の強化。

　そんなもので説明できる強さではない。

「千年前、大陸の辺境に住む羊飼いの少女が、岩に突き立った聖剣を手にした」

「……？」

　唐突に昔話を始めた彼女に、カミトは訝いぶかしげな視線を送る。

（……なんだ？　彼女はなんの話をしている？）

「ただの羊飼いの少女が、何な故ぜ、強大な精霊を従えた〈魔王〉と戦い得た？」

　剣を打ち合いながら──カミトは、ようやく気付いた。

「アレイシア・イドリースの話か？」

　千年前に〈魔王〉を滅ぼした〈救世の聖女セイクリツド・クイーン〉。

　剣精霊〈テルミヌス・エスト〉の過去の契約者。

「──そうだ。〈聖女〉とは〈魔王〉の転生に呼応して覚かく醒せいする対抗存在アンチ・ユニツト。〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉が〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の復活を恐れて仕組んだ種だ」

「まさか──あんたは……！」

　甲かん高だかい音を響かせて、真紅の魔剣と白銀の聖剣が交錯した。

「そう、私は〈魔王〉と対になる存在──〈聖女〉の転生者」

「……っ！」

（〈聖女〉の転生者だと？）

　荒こう唐とう無む稽けいな作り話──そう断じることは容易たやすい。

　だが、ルビア・エルステインのこの力は、紛れもない現実だ。

「皮肉といえば、私の存在こそが皮肉だな。〈魔王〉の復活を目もく論ろみ、〈精霊王〉を滅ぼそうとする私に〈精霊王〉の遺のこした力が宿るとは。あるいはそれも──」

　──紡がれた糸なのかもしれないが。

　最後の言葉を、ルビアは自じ嘲ちようするように呟つぶやいた。

〈レーヴァティン〉の刃を受けた〈テルミヌス・エスト〉が激しく明滅する。

　カミトの神威カムイが尽きかけているのか、あるいは──

（……っ、エスト、大丈夫か！）

　ありったけの神威を流しこみながら、カミトは心の中で叫んだ。

　ルビア・エルステインは〈聖女〉の力を受け継ぐ者。エストの過去の契約者である、アレイシア・イドリースの正統な後継者だ。エストが動揺するのも無理はない。

　だが──

　──大丈夫です、カミト。

　頭の中で響く声が否定した。

　──私は過去の〈テルミヌス・エスト〉とは違う存在です。たとえ彼女が過去のマスターの後継者であったとしても、関係ありません。

　──私は、あなたの剣ですから。

　瞬間、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が、目も眩くらむような閃せん光こうを放った。

「エスト……！」

（……そうだ。俺おれには最高の相棒がいる）

　たとえ相手が伝説の〈聖女〉だとしても──

「負けるわけにはいかねえっ！」

　渾こん身しんの力で〈レーヴァティン〉を打ち払い、ルビアを吹っ飛ばした。

「なるほど。〈魔王〉への覚かく醒せいが遅れたのは、その聖剣が一因か」

　ルビアの瞳ひとみに冷たい焔ほのおが灯ともった。

「ならば、その聖剣を打ち砕き──真の絶望をあたえてやろう！」

　神殺しの焔──〈レーヴァティン〉が、紅ぐ蓮れんの炎ほのおを噴き上げる。

（──ここだ！）

　カミトは、この機会を待っていた。

　ルビアが最強の一撃を放つタイミングを。

　機会はただ一度。決して失敗は許されない。

「煉れん獄ごくの炎をその身に受けるがいい、〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉！」

〈レーヴァティン〉の斬ざん閃せんが閃ひらめいた、刹せつ那な。

　カミトは爆発的な脚力で踏み込んだ。

　神威カムイの根源を見極め、その一点目がけて奥義を放つ。

「絶剣技終ついノ型──〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉！」

　超神速の斬撃が〈レーヴァティン〉の刀身を穿うがち──

　次の瞬間、〈魔王殺しの聖剣〉は粉々に砕け散った。

「エスト──！」

「さあ、目覚めるがいい──〈魔王〉よ」

　そして、灼しやく熱ねつに滾たぎる魔剣が、カミトの胸を貫いた。





　　　　◇






「はあっ、はあっ、はあっ……」

〈ロスト・カテドラル〉の最上階。閉ざされた扉の前で、フィアナは息を整えた。

　……間違いない。ここがこの塔の〈真祭殿〉だ。

「ニャー……」

　足もとのスカーレットが、急せかすように扉を叩たたく。

「……待ってて、もうすぐだから」

　扉の前に手をかざし、魔術を解読する。

　かけられていたのは、一般的な封印魔術だ。

　もともと〈真祭殿〉に侵入されることを想定していなかったのだろう、元〈精霊姫〉の施した術式にしては精度が甘く、容易に解くことができた。

　扉に刻まれた紋様が青白い光を放ち、ゆっくりと開いていく。

　開け放たれた扉から風が吹き込み、燭しよく台だいの炎ほのおが一斉に揺らめいた。

　そして、広大な広間の奥に、彼女の姿はあった。

　儀式装しよう束ぞくに身を包んだクレアの姿が。

「……クレア！」

　急いで駆け寄ろうとするフィアナ。

　と、祭壇の奥に立つクレアはすっと手を伸ばし──

　次の瞬間、ほとばしる炎がフィアナの行く手をさえぎる。

「……クレア？」

　足を止めて立ち尽くすフィアナに、

「……あなた、誰だれ？」

　クレアは虚うつろな目でそう訊たずねた。






第九章　魔王覚醒






　──カミト。ねえ、カミト。

　また、あの声が響く。……彼女によく似たあの声が。

　闇に閉ざされた意識の中で、声は優しくカミトを包み込む。

　幼い頃ころ、カミトを抱きしめてくれた、彼女の手のように。

（……俺おれは──また守れないのか？）

　左手を覆う革手袋は炎に焼かれ、精霊刻印が露わになっていた。

　そこに刻まれているのは、三年前の悔恨だ。

　この手は、黒い闇に呑のみ込こまれる彼女を、救うことができなかった。

　そして、カミトはまた、大切な仲間を──クレア・ルージュを守れない。

〈最強の剣舞姫〉と呼ばれるだけの力を持ちながら、本当に大切なものは、何も──

　──まだ間に合うわ、カミト。

（……本当に？）

　混こん濁だくした意識の中、すがるようにカミトは尋ねる。

　──本当よ。あなたが力を望むなら、この私と契約すればいい。

（契……約……）

　包み込むような声に誘われるままに、頷うなずきそうになるが、

（おまえは、誰だれだ……？）

　わずかに残った意思の力をかき集め、カミトは抵抗する。

　と、声はくすっと微笑ほほえんで──

　──我が名はレン・アッシュドール。お前たちが〈闇の精霊王〉と呼ぶ存在。

（……なん……だと!?）

　ふとカミトの頬ほおを、やわらかな羽毛がくすぐった。

　目の前に、黒翼の闇精霊が静かな微笑を浮かべてたたずんでいる。

　レスティアによく似た、レスティアでないものが。

（……お前が〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉？）

　カミトは乾いた声で訊きいた。

　──そう、この闇精霊は私の意思を宿した器。

　──私の力を宿した〈魔王〉を、覚かく醒せいに導く存在よ。

　レスティアの姿をしたそれが、カミトに向かって手を伸ばす。

　──さあ、私の手をとりなさい、レン・アッシュベル。

　──私と契約すれば、あなたの〈願い〉はすべて叶かなえられる。

（……俺おれの願い？）

　それは、大切な仲間を守るための力。──もう二度と、何も失わないための力。

（俺……は……）

　最後の理性が闇に呑のみ込こまれる。

　そして、〈魔王〉は〈闇の精霊王〉の手をとった。

　レスティアの姿をしたソレはドロリと熔とけて、ひと振りの剣になる。

　禍まが々まがしい瘴しよう気きを放つ、漆黒の魔剣に。

　闇が理性を喰くらい、カミトの喉のどから咆ほう哮こうがほとばしった。





　　　　◇






「クレア……」

　闇色の儀式装しよう束ぞくを纏まとったクレアを前に、フィアナは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　紅い髪をおろしたその姿は、彼女の姉とよく似ている。

　異なるのは、エルステインの姉妹の特徴である、透きとおった紅玉ルビーの瞳ひとみだ。

　クレアの瞳は虚うつろに翳かげり、一切の光を宿していなかった。

「……あなた、誰？」

　クレアがもう一度、訊いてきた。氷のように冷たい表情で。

「私のこと、忘れてしまったの？」

　自分でも驚くほどショックを受けながら、フィアナは口を開いた。

　……もちろん、頭では理解している。クレアは、ルビア・エルステインの魔術によって、記憶を失っているのだろう。

　それでも、胸がズキリと疼うずく。

〈神しん儀ぎ院いん〉時代、友人と呼べたのは、後に〈火の精霊姫〉となった後輩のレイハ・アルミナスと、先輩のルビアだけだった。

　フィアナが精霊契約の力を失い、〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉となってからは、誰だれもが彼女を陰で嘲ちよう笑しようし、そうでなくとも、腫はれ物ものに触るように接してきたのだ。

　けれど、初めて会ったとき──クレアは対等に接してきてくれた。

〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の妹という境遇にありながら、彼女は強く前に進もうとしていた。

　自分自身の〈願い〉のために立ち向かうその姿が、フィアナの目には眩まぶしく映ったのだ。

　フィアナは、虚うつろな目のクレアをまっすぐ見据えて言った。

「私はフィアナ・レイ・オルデシア──あなたのチームメイトよ」

「……チームメイト？」

　不思議そうに首を傾かしげるクレア。

「ええ。あなたの仲間よ」

「なか、ま……」

　彼女は虚ろな声で呟つぶやくと……すぐに首を横に振った。

「──嘘うそよ。私はずっと一人だった。仲間なんていない」

「クレア……」

　フィアナは胸の前できゅっと拳こぶしを握る。

　……彼女は、本当に忘れてしまったのだ。

　フィアナだけではなく、エリスやリンスレット、そしてカミトのことも──

「ニャー……」

　足もとのスカーレットが悲しそうに鳴いた。

「クレア、自分の契約精霊のことも忘れてしまったの？」

「……契約精霊？」

「スカーレットよ。あなたを何度も守ってくれたわ」

「スカーレット……」

　クレアは初めて戸惑いの表情を浮かべた。

　それを見たフィアナの心に、わずかな希望が生まれる。

（……まだ記憶を完全に失ったわけじゃない！）

「スカーレット……その名前は……知っているわ……」

「ええ、あなたの契約精霊の名よ！」

「──レット……スカーレット……うっ……」

　クレアは頭を押さえてうずくまった。

　と、フィアナの前に立ちはだかる炎ほのおの壁が、風に煽あおられたように揺らぐ。

　その一瞬に、フィアナは祭壇めがけて駆けだした。

「……来ないでっ！」

　クレアの手から紅ぐ蓮れんの炎ほのおが放たれる。

「……っ！」

　咄とつ嗟さに床に伏せるフィアナ。

　炎はフィアナの頭上をかすめ、背後で激しい火柱を噴き上げた。

「……私は〈闇の精霊姫〉──〈魔王〉に仕える姫ひめ巫み女こ」

　炎のように揺れる紅い髪。

　クレアは祭壇の上から冷たくフィアナを見下ろした。

「……っ、スカーレットを失ったのに、炎を使役できるなんて」

　精霊魔術の力の源は、自身の契約する精霊。その契約精霊を失った状態で、これほどの炎を使役することなど、本来は不可能なはずだ。

（……これが、エルステインの炎）

　この炎の前では、炎精霊の〈スカーレット〉でさえもたたらを踏む。

　エルステインの炎は──〈炎を燃やす焔ほのお〉なのだ。

「……そこをどいて。消し炭にするわよ」

　儀式装しよう束ぞくの裾すそを持ち上げて、クレアは静かに歩いてきた。

「……どこへ行く気？」

「仕えるべき〈魔王〉のもとへ──」

「……っ、行かせないわ。絶対に」

　フィアナは、キッとクレアを睨にらんで立ちあがった。

「──そう、邪魔をするのなら、消えなさい！」

　クレアの手にふたたび炎が生まれる──

　今度は本気の炎だ。直撃すれば命はない。

「クレア、あなたの真まっ直すぐなところは、嫌いじゃないけどっ──」

　フィアナは咄嗟に、胸もとから取り出した精霊鉱石を投げ放った。

　一瞬の閃せん光こうが広間を白く染めあげる。

「……っ！」

　クレアの手元が狂い、炎は四散して周囲に燃え広がった。

　フィアナは目を覆ったまま、祭壇へ続く階段を一気に駆け上がる。

　──それはフィアナの賭かけだった。

（クレアは、完全に記憶を失ったわけじゃない）

　彼女の心の炎は、闇に呑のまれてなお燻くすぶっている。

　クレアは〈スカーレット〉の名前を覚えていた。それに──

（最初の炎を、わざと外した）

　もし彼女が完全に闇に呑まれていたなら、そんなことは絶対にしない。

（……絶望するのは、まだ早いわ！）

　精霊鉱石が効力を失い、閃せん光こうが消滅する。

　あと六、七歩──祭壇は思った以上に遠い。目算を誤ったかもしれない。

　だが、止まるわけにはいかない。燃え広がる炎ほのおの中を、フィアナは駆けた。

「……っ、止まって──止まりなさい！」

　動揺したクレアがひときわ巨大な炎を放つ。

　周囲は炎に囲まれ、逃げ場はどこにもない──！

「……っ！」

　走りながら目を閉じる。死を覚悟したその時、目の前を紅い影が横切った。

　──〈スカーレット〉だ。

　大口を開いて〈炎を燃やす焔ほのお〉を呑のみ込こみ、そのまま消滅する。

「……え？」

　瞬間、クレアの目が初めて見開かれた。

　フィアナは前進を止めない。〈スカーレット〉の想おもいをくみ、そのまま突き進んだ。

「どうしてっ、どうして止まらないのっ！」

「あなたを信じてるからよ！」

（……あと四歩……三歩──）

　フィアナは全身から神威カムイを放出し、燃えさかる炎の中を突っ切った。

　熱い。熱い。熱い。渦巻く熱気で意識を失ってしまいそうだ。

　最後の気力を振り絞り、呆ぼう然ぜんとするクレアに向かって手を伸ばす。

「目を覚ましなさいっ、カミト君が待ってるんだからっ──」

「──カミト？」

　その名前を聞いた途端、クレアの表情がこわばった。

（届いた──）

　フィアナはふっと安あん堵どの微笑ほほえみを浮かべ──

　硬直したクレアの右手をつかんだ。

　そして──

「オルデシア王家の名にかけて！　あなたの焔、あなたの魂──いまこそ返すわ！」

　フィアナの右手に刻まれた〈精霊刻印〉が消滅し、クレアの手に真紅の紋様を刻む。

「……っ、あっ……ぐぅ……！」

　苦く悶もんの声を上げるクレア。

（……あとは頼んだわよ、スカーレット！）





　　　　◇






「……い──いやあああああああっ！」

　森の中に響き渡る、リンスレットの悲痛な叫び声。

　彼女の目の前で、フェンリルが魔精霊に呑のみ込こまれたのだ。

「フェンリル……！」

　顔に絶望の色を浮かべ、呆ぼう然ぜんとへたり込む。

　その手に刻まれた〈精霊刻印〉が、音もなくスーッと消えていった。

「リンスレット、何をしている！」

　エリスが鋭く叫んだ。

　へたり込んだリンスレットの目の前で、巨大な白い球体が大口を開く。

「……」

　だが、リンスレットは放心して座り込んだままだ。

〈フェンリル〉を呑み込んだ巨大な舌が、ぺろっと舌なめずりして──

「……っ、おおおおおおっ！」

　間一髪、横合いから突っ込んだエリスが、リンスレットを抱えて飛び上がる。

　そのまま、離れた場所に着地すると、彼女の身体をそっと下ろした。

「……まさか、契約精霊そのものを喰くらうとは」

　戦せん慄りつの表情でうめくエリス。

　視線の先で、球体が不気味に蠢うごめき、その姿を大きく変化させていた。

　内側からぶよぶよと跳ねながら、四足獣のような姿へと形状を変えていく。

　のっぺりとした手足に鋭い爪つめが生え、裂けた口には牙きばが生えてくる。

　それはまるで、誇り高い〈フェンリル〉の姿を嘲ちよう笑しようする戯画のようだ。

「フェンリルを取り込んだのか……！」

「そん……な……！」

「ふふっ、言ったでしょう？　〈バンダースナッチ〉はすべてを奪うと」

　シェーラ・カーンがくすくす嗤わらう。

「さあ、つぎはファーレンガルトの精霊もいただこうかしら」

〈バンダースナッチ〉が口を開き、吹雪の吐息を吐き出した。

　吐息はたちまち地面を凍り付かせ、二人の身動きをとれなくする。

　──先ほどまでとは桁けた違ちがいの威力だ。

「……っ、こ、のっ──」

〈風翼の槍レイ・ホーク〉を構え、魔精霊に立ち向かおうとするエリス。

　が、その腕をリンスレットが押しとどめるように掴つかむ。

「リンスレット、何を──」

「騎士団長、あの中には〈フェンリル〉がいますのよ！」

　リンスレットは、その碧へき玉ぎよくの瞳ひとみに涙を滲にじませて訴えた。

「……」

　エリスの腕をぎゅっと掴んだまま嗚咽おえつする。

　普段、決して涙を見せることのない彼女が、まるで童女のように泣いていた。

「し、しかし……」

　吹き荒れる吹雪の中で、エリスは奥歯を噛かんだ。

　リンスレットの気持ちは痛いほどよくわかる。精霊使いにとって、契約精霊は特別な存在。その絆きずなは家族と同じくらい強い。

　だが、このまま反撃しなければ、嬲なぶられて凍死するだけだ。

　響きわたる魔女の哄こう笑しよう。こちらが反撃できないのを見透かしているのかもしれない。

「おの……れ……！」

　両足は凍り付いて地面に固められ、すぐに身動きがとれなくなる。

「ここまでか……」

　吹きつける氷雪に、エリスが膝ひざをついた、その時。

「──まったく、醜い化け物ですね」

　ズンッ！

「……っ！」

　突如、上空から飛来した大剣が、〈バンダースナッチ〉の頭部を貫いた。

　オオオオオオオオオオオッ！

　その形状を一瞬で球体へ変化させ、雄お叫たけびをあげてのたうちまわる魔精霊。

「……なに!?」

　シェーラ・カーンが目を見開いて叫ぶ。

　突き立てた大剣を素早く抜き放ち、雪原に降り立ったのは──

　竜の国の軍服に身を包んだ、可か憐れんな騎士だった。

〈竜皇騎士団〉騎士団長──レオノーラ・ランカスター。

　彼女は身の丈ほどもある大剣をくるりと回すと、ズシンと地面に突き立てる。

「レオノーラ殿……！」

　驚きの声をあげるエリス。なぜ、彼女がここにいるのか──

　レオノーラは、エリスのほうをチラリと振り向くと、

「カゼハヤ・カミトに、あなたがたの助太刀をするよう頼まれました。さすがに本調子とはいきませんが、魔女退治をする程度の力は残っていますよ」

「カミトが!?」

　と、雪原を転がり回っていた〈バンダースナッチ〉が、くるりと起き上がる。

　斬きられた傷はすぐに再生し、もとの球体に戻ってしまう。

「なるほど、耐久力だけはたいしたものですね」

　レオノーラは呆あきれたように言って、〈竜殺しの聖剣〉を引き抜いた。

「魔女退治をする程度の力は残っている？　面白いことを言うわね、竜の娘」

　シェーラ・カーンの唇が酷薄にゆがむ。

「あなたの竜精霊も、食べて欲しいのかしら」

「私の〈ニーズヘッグ〉が、魔精霊ごときにどうにかできるとでも？」

　レオノーラの解き放つ剣気が、大気を震わせる。

（これが、常勝と名高い〈竜皇騎士団〉最強の精霊使い……）

　エリスは固唾かたずを呑のみ、かたわらのリンスレットも目を見張る。

　教国の魔女とドラクニアの竜公女。

　対たい峙じする二人の緊迫感が最大限に高まった、その瞬間。

「……っ、なんだ！」「なんですの!?」

　突如、地響きのような音が聞こえ、〈ロスト・カテドラル〉が揺れた。

「──ふん、いよいよ始まりやがったか」

　シェーラ・カーンが塔の方に目をやって、ニヤリと嗤わらった。

　唐突に変化した魔女の口調に、エリスは違和感を覚えるが──

「始まった？　……なんのことだ？」

「──〈魔王〉が覚かく醒せいしたんだよ。闇の精霊王〈レン・アッシュドール〉がな」

「なっ──」

「……魔王？」

　絶句するエリス。訝いぶかしげに眉まゆをひそめるレオノーラ。

　シェーラは、彼女たちから関心を失ったように塔を見上げると、

「〈魔王〉の覚醒に感謝するがいい。お前達と遊ぶのはまた今度にしてやるよ」

　地面に描いた魔術方陣の中に、〈バンダースナッチ〉もろとも姿を消した。
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（……う、んん……）

　闇に閉ざされた意識の中で、クレアは目を覚ました。

　……熱い。まるで燃える炉の中のようだ。

　記憶が混乱している。いま、自分はどこにいるのだろう──

（……とにかく、ここから出なきゃ）

　大切な人が待っているのだ。……それだけは覚えていた。

　手探りで泥のような闇をかき分けていくと、遠くに炎ほのおの明かりが見えた。

　燃えさかる劫ごう火かではない、どこか懐かしく、あたたかな炎だ。

　──スター……マスター、どこですか……？

　誰だれかの呼ぶ声が聞こえる。儚はかなく不安そうな声。

（……誰？）

　──マスター！

　揺れる炎に手を伸ばすと、炎は激しく燃えあがり、小さな火猫に姿を変えた。

　火猫は嬉うれしそうに鳴きながら、クレアの胸もとに飛びこんでくる。

「あ、熱あつっ……！」

　思わず悲鳴を上げるクレア。

　だが、炎ほのおをまとう火猫は、甘えるようにすりすりと顔を擦すりつけてくる。

（……この感触……覚えがあるわ）

　心にぽっかりと空いた穴。燃える炎の熱は、それを思い出させてくれるようだ。

（……あたしは忘れてる？　なにか、大切なことを──）

　抱きしめた火猫を見下ろしながら、必死に思い出そうとする。

　炎を司るエルステイン家の娘。

〈魔王〉の覚かく醒せいを祝福する、闇の精霊姫。

（違う、あたしは──！）

　──マスター、思い出してください！　マスターの大切な人達のことを！

　抱きしめた炎がいっそう激しく燃え、クレアの胸を熱く焦がす。

（……知ってるわ……あたし、この炎を知ってる！）

　そう、幼い頃ころからずっとクレアのことを守ってくれた炎。

　どんなときでも一緒にいてくれた──

（……スカー……レット……）

　クレアは震える唇で、その名前を呟つぶやいた。

　──はい、マスター！

（……戻ってきてくれたのね、スカーレット！）

　クレアは、燃える火猫をぎゅっと抱きしめた。

　瞬間、火猫は光の粒子となって虚空に消え──

　クレアの右手に、炎を象かたどった〈精霊刻印〉が刻まれる。

　全身にみなぎる炎の力が、偽りの記憶を一瞬で滅却する。

　そして──




「……お姫様、目は覚めた？」

「……ん、フィア……ナ……？」

　クレアが目を開けると──

　真上からのぞき込む薄闇色の瞳ひとみと目が合った。

　焼け焦げてボロボロになった制服。

　艶つややかな黒髪は、ほつれてひどいことになっている。

「その格好……どうしたの？」

「……あなたのせいでしょ、もう」

　呆あきれたようにため息をつくと、フィアナはクレアの手をとって立ちあがらせた。

「えっと……あたし、姉ねえ様さまに連れて来られて──」

　クレアはここに来てからのことを思い出そうとした。……頭が痛い。

　そういえば、どうしてこんな儀式装しよう束ぞくを着せられているのか。

「話はあとよ。早くカミト君のところに戻らないと」

「……カミト？」

　ハッと目を見開くクレア。その時──

　階下で凄すさまじい轟ごう音おんが響き渡った。
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「……ア……ガ……アア……アアアアアアアッ！」

　修羅のごとき咆ほう哮こうをほとばしらせ──

　覚かく醒せいした〈魔王〉は荒れ狂う炎ほのおの中を突き進んだ。

　両手に構えた得物は、光を反射しない漆黒の魔剣。かつての〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を遙はるかに超える、禍まが々まがしいオーラを纏まとっている。

　理性は闇に喰くらい尽くされ、ただ憎悪と破壊衝動のみに突き動かされる。

　──ソウダ、オマエハ世界ヲ破滅ニ導ク者。

　──宿敵ノ焔ほのおヲ喰ライ、我ガ敵ヲ屠ほふレ！

　魔剣の刃からほとばしる黒い雷光が、広間の柱という柱を打ち砕く。

　髪は逆立ち、その瞳ひとみには激しい憎悪が燃えていた。

「ようやく目覚めたか──〈魔王〉カミト」

　ルビア・エルステインが〈レーヴァティン〉を構える。

　その刀身が灼しやく熱ねつの炎を纏い、カミトをめがけて襲いかかった。

　この世のすべてを滅却する〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉最強の炎。

　だが、〈魔王〉の身から放たれる黒い瘴しよう気きが、たちどころに劫ごう火かを呑のみ込こみ、黒い魔焔となって燃えあがった。

「これが〈魔王〉の力──半覚醒状態にして〈神殺しの焔レーヴアテイン〉さえも呑み込むか」

「……グ……ル……アアアアアアッ！」

　咆哮を放ち、暗黒の焔を纏った魔剣を叩たたきつける〈魔王〉。

　闇の焔と紅ぐ蓮れんの焔が鬩せめぎ合あい、巨大な火柱が発生する──！

「……グ……オ……オオオオオオオオオッ──！」

「──そうだ。それでいい」

〈レーヴァティン〉を振るうルビアの瞳が燃えあがった。

「その力こそ──〈精霊王〉を滅ぼす〈魔王〉の力！」

〈魔王〉と〈聖女〉──二人の力が完全に拮きつ抗こうし、火柱が消滅する。

　──殺セ……我ガ仇きゆう敵てきヲ、殺セ……！

　鳴り響く声に導かれるまま、〈魔王〉は漆黒の魔剣を振るう。

　刃が打ち合わされるたび、魔剣の放つ瘴気が〈レーヴァティン〉の焔を削ってゆく。

　それは剣けん舞ぶですらない──圧倒的な力と力の衝突だった。

「くっ……！」

　壮絶な鍔つば迫ぜり合あいの中、ルビアが徐々に押されていた。手数こそ匹敵しているが、〈魔王〉の魔剣は、最強の炎ほのおの力をわずかに上回っている。

「刻ときすらも凍れ──〈凍える焔華フロスト・ブレイズ〉！」

　ルビアが詞ことばを紡ぐ。絶対零度の蒼そう焔えんが〈レーヴァティン〉の刀身を覆い、闇の魔剣を伝って〈魔王〉の腕に絡みつく。

　凍りつく〈魔王〉の右腕。だが──

「……ッ、オオオオオオオオオオッ！」

　地響きをたてるほどの雄お叫たけび。

　全身から放たれた闇の瘴しよう気きが、絶対零度の焔ほのおを一瞬で打ち砕く。

「この私を滅ぼすか、〈魔王〉よ」

　ふっ──と、ルビアが微笑した。

「それもよかろう。私の意思はクレアが継ぐ──」

　闇の魔剣が〈聖女〉の首を刎はねる──

　──刹せつ那な。真紅の斬ざん閃せんが閃ひらめいた。
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　……一瞬の静寂が広間を支配する。

　その瞬間、燃えさかる炎さえも動きを止めた。

「──カミト！」

　揺らめく炎の向こうに──

〈焔の鞭フレイムタン〉を手にしたクレア・ルージュの姿があった。

　クレアの手から伸びる炎の鞭むちが、カミトの腕に絡みついている。

〈魔王〉の力ならば、振りほどくのは容易たやすいはずだが、なぜかカミトはそうしなかった。

「……オ……オオ……オオオオオ……」

　憎悪と破壊衝動に満ちたその目が、クレアに向けられる。

　儀式装しよう束ぞくの裾すそを焼き払い、身軽な姿になった〈闇の精霊姫〉に。

「……まさか、記憶を取り戻したというのか？」

　刃が首に触れる寸前、跳躍して距離をとったルビアが、愕がく然ぜんと呟つぶやいた。

　クレアは鞭を手にしたまま、真まっ直すぐに、動きを止めたカミトのもとへ歩いていく。

「──やめろ！　それはカゼハヤ・カミトではない──殺されるぞ！」

　警告の声を発するルビア。だが──

「いいえ、カミトよ。あたしにはわかるもの」

　クレアはきっぱりと首を振る。

「……オオ……オ……」

　カミトは──ルビアを無視して、近付いてくるクレアを見つめていた。

　炎ほのおの鞭むちがその熱を失い、カミトの腕から熔とけ落ちる。

「カミト──」

　クレアは目と鼻の距離まで近付くと、透き通った紅玉ルビーの瞳ひとみでカミトの目をのぞき込んだ。

　そして──

「……助けにきてくれて、ありがとう。あたしはここにいるわ」

　ぽふっ。──と、カミトの胸に身体をあずけて、そっと囁ささやく。

　闇の瘴しよう気きがクレアを包むが、すぐに霧散してしまう。

「……」

「だから、もう大丈夫」

　それから、わずかに頬ほおを赤らめ、つま先をたてて背伸びして、

「あたしの好きなカミトに戻って──」

「……っ！」

　かすかに触れ合う唇。

　光を失っていたカミトの瞳が大きく見開かれる。

「……ちょ、ちょっと、なにしてるの！」

　柱の陰から顔を出し、むっと抗議の声をあげるフィアナ。
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　クレアはそっと唇を離し、顔を赤らめたまま、カミトを見上げた。

「……憑つきものは、落ちた？」

「……クレ……ア……？」

　立ち尽くしたまま、惚ほうけたように呟つぶやくカミト。

　そんなカミトの目を、クレアはまっすぐに見つめ、

「あの日、あたしが憧あこがれたのは、あんな剣けん舞ぶじゃない」

「……？」

　疑問符をうかべるカミトの胸に、ひと差し指を突きつけて、

「あたしが憧れたのは、もっと華麗で美しい剣舞だったわよ。……ね、〈レン・アッシュベル〉さん？」

　ちょっとはにかむように、魅力的な笑顔を浮かべてみせる。

「クレア、お、おまえ……！」

　唖然とするカミトの手から、闇の魔剣が滑り落ちた。
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　固く閉ざされた無む窮きゆうの闇に、わずかな亀き裂れつが生まれる。

　鎖に縛られ、封印された意識の奥底で、闇精霊の少女は目覚めた。

（私、どうして……）

　彼女の自我は完全に消え、〈願い〉に汚染された〈レン・アッシュドール〉に呑のみ込こまれたはずだった。カミトは〈魔王〉として覚かく醒せいし、二度と彼女のことを思い出すことはない──そのはずだった。

　なのに、なぜ、ふたたび目覚めることができたのか。

　……わからない。奇跡が起きたとしか思えない。

　三年前には起きてくれなかった、奇跡が。

（……彼が呼んでいるわ）

　闇の中で、翼をゆっくりと開く。

　そして彼女は、虚空に手をのばした。

　彼女を必要とする少年の手を掴つかむために。
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　……もう、あの囁ささやき声ごえは聞こえなかった。

　一度は〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の声に呑まれ、闇に堕おちたはずだった。

　世界に破滅を招く〈魔王〉として覚醒してしまったはずだった。

　だが、カミトは意識を取り戻した。唇にかすかに残る、やわらかい感触とともに。

「なぜ……」

　ルビア・エルステインが驚きよう愕がくに声を震わせた。

「一度〈魔王〉として覚かく醒せいしておきながら、なぜ貴様は……」

「それは、姉ねえ様さまが一番よく知っているはずよ」

　答えたのはクレアだった。

　炎ほのおを宿す紅玉ルビーの瞳ひとみで、ルビアを真正面からにらみ据える。

「〈闇の精霊姫〉は〈魔王〉に仕える精霊姫。カミトは精霊姫であるあたしの誓願を聞きとどけてくれたのよ」

「闇に堕おちるのを拒みながら、〈闇の精霊姫〉たる資格を得たと……？」

「見くびらないで。あたしは姉様の妹なんだから」

　信じられない、という表情のルビアに、クレアは炎の鞭むちを突きつけた。

「姉様の計画は失敗したわ。カミトはもう〈魔王〉にはならない」

「……失敗？」

　ルビアは冷たい声で呟つぶやいて、

「〈魔王〉の因子は、カゼハヤ・カミトの中にまだ存在しているぞ」

　灼しやく熱ねつ化した〈神殺しの焔レーヴアテイン〉をスッと構える。

「彼女が眠ったのなら、もう一度覚醒させるまでだ」

「姉様っ……！」

　真紅の刀身から炎が噴き上がり、〈ロスト・カテドラル〉の天井を消滅させる。

「──剣を拾うがいい、〈魔王〉カミト。剣けん舞ぶの続きをしよう」

「姉様っ、もう……もうやめてっ……！」

「そこをどけ。巻き添えになりたくなければな」

「姉様……」

　燃え立つ真紅の剣を手に、ルビアはゆっくりと歩いてくる。

　その圧倒的な威圧感に、クレアは息を呑のんだ。

　……だめだ。いまのカミトでは、姉様に勝つことは決してできない。

「──クレア、大丈夫だ」

「……え？」

　肩を叩たたいたのは、カミトだった。

　そのまま、クレアを背後に押しやって前に出る。

「だ、だめよ！　姉様と戦ったら、また──」

「心配するな。俺おれが頼るのは〈魔王〉の力なんかじゃない」

　カミトは不敵に笑い、床に落とした闇の魔剣を拾いあげた。

「──〈魔王〉の称号なんて、夜の魔王だけで十分だ」

　カミトにはある確信があった。彼女がそこにいるという確信が。

「カミト、その手……！」

　ハッと目を見開くクレア。

「そう、俺おれが頼るのは──」

　刹せつ那な。左手に刻まれた精霊刻印が、まばゆい輝きを放った。

　浮かび上がったのは、〈最強の剣舞姫〉の証あかしである闇精霊の刻印だ。

　三年前に失った疼うずくような痛み。魂の奥深くで繋つながるような懐かしい感覚。

「……なあ、俺の声、聞こえてるんだろ？」

　手にした魔剣の刃に向かって、親しげに囁ささやきかける。

　闇の刻印はいっそう輝きを増し、刻印からあふれ出た血は魔剣の柄を伝って漆黒の刃を赤く濡ぬらしていく。そして──

「頼む！　もう一度お前の力を貸してくれ──レスティア！」




　──その言葉を待っていたわ、カミト。




　頭の中に、彼女の声が反響した。

〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の声ではない。絶対に聞き間違えようのない、彼女の声だ。

　左手の刻印が激しい火花を放ち、手にした闇の魔剣がその形状を一瞬で変化させる。

　使い慣れた重さのバランス。指先に馴な染じむ柄の感覚。

　闇の魔剣の本来の姿──精霊魔装〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉に。

「レスティア……」

　三年の刻ときを経て戻ってきた、カミトの剣。

　冷たい闇をたたえたその刀身は、息を呑のむほどに美しい。

　だが──

　──カミト、話はあとよ。まずは彼女を倒すことを考えなさい。

「ああ、そうだな」

　レスティアの声に叱しつ咤たされ、カミトは眼前のルビアに意識を戻した。

「無駄なことだ」

〈レーヴァティン〉を手に、間合いを詰めてくるルビア。

　荒れ狂う炎ほのおの熱気が、カミトの肌を容赦なく炙あぶる。

「貴様がその剣を手にしたところで、〈聖女〉であるこの私を倒すことは不可能」

「……ああ。そうだろうな」

　あっさりと認めて、カミトは頷うなずいた。

　彼女の言う通りだ。たとえ〈最強の剣舞姫〉だった頃ころの力を完全に取り戻したとしても、〈神殺しの焔レーヴアテイン〉を手にした〈救世の聖女セイクリツド・クイーン〉を倒すには至らない。

　レン・アッシュベルの力だけでは、まだ足りない。

　だから──

「来い、エスト！」

　カミトは、もう一人の相棒を呼ぶ。

　ルビアの〈神殺しの焔レーヴアテイン〉によって砕け散った〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を。

　──はい、カミト。私はあなたの剣、あなたの望むままに。

　頭の中に響く可か憐れんな声。

　右手の刻印が光を放ち、カミトの手に〈テルミヌス・エスト〉の刀身が構築される。

「なに!?」「嘘うそ……！」

　ルビアが目を見開き、クレアが驚きよう愕がくの声を洩もらした。

　漆黒の闇をたたえた〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉と、白銀に輝く〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉。

　いずれ劣らぬ伝説級の双剣が、いまカミトの手に揃そろったのだ。

「ありがとな、エスト」

　右手にあらわれた聖剣に向かって、感謝の言葉を呟つぶやくカミト。

　と、左手の魔剣がかすかに刀身を震わせる。

　──聖剣さん、足手まといにならないでね。

　──そちらこそ、私の邪魔はしないでください。

　挑発するレスティアに、めずらしく対抗心を剥むき出だしにするエスト。

「おまえら、頭の中で同時に喋しやべらないでくれ……」

　苦笑しながら、カミトは双剣を交差させるように構える。

　その剣気に呑のまれたのか、ルビアが静かに足を止めた。

「クレア、よく見てろよ」

「え？」

　背後のクレアに向かって、不敵に言葉をかけるカミト。

　クレアは、すでにカミトの正体を知っているようだ。

　ならば、もう彼女に過去を隠すことはない。

「──俺おれが〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉だ」

「……っ!?」

　背後で息を呑む音を聞きながら、カミトは疾はしった。

　最強の双剣を手に一気に駆け抜ける──！

「愚かな。二重契約の状態で〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を使役することなど出来はしない」

　ルビアの〈レーヴァティン〉が眼前の空間を薙なぎ払はらう。

　ほとばしる紅ぐ蓮れんの炎ほのおが石柱を一瞬で蒸発させ、カミトめがけて襲いかかる。

「カミト！」「カミト君！」

　フロアに響くクレアとフィアナの悲鳴。だが──

「過去の〈魔王〉は、一人で七十二の精霊を使役したって聞くぜ！」

　カミトは地を蹴けって、あえて炎の中に踏み込んだ。

「──闇よ、炎を喰くらって力と為せ！」

　横薙ぎに振るった〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉が紅蓮の炎を打ち払う。ルビアが動揺した一瞬の隙すきをつき、右手に構えた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を即座に振り下ろす。

「……っ!?」

　かろうじて剣を受けきるルビア。剣けん戟げきを交わしたその瞬間、〈レーヴァティン〉の刀身から激しい炎ほのおが爆はぜる。

　カミトの連撃は止まらない。〈レーヴァティン〉と鍔つば迫ぜり合あったまま、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の刃に、左手の〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を重ねて打つ。

　噴き上がる炎を闇の魔剣が完全に押さえ込み、閃せん光こう放つ〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が、ルビアをジリジリと押し込んだ。

「ばか、な……なぜ!?」

　ルビア・エルステインの目に畏い怖ふが浮かぶ。

　双剣の連撃に、最強の炎精霊であるはずの〈神殺しの焔レーヴアテイン〉が押し負けていた。

「おおおおおおおおっ！」

〈レーヴァティン〉を押さえ込んだまま、さらに〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を打つ。何度も、何度も、まるで燃えさかる炉の中で剣を鍛えるかのように。

「……っ、私は負けるわけにはいかない、この世界を救うために！」

「あんたのやり方じゃ、世界なんて救えねえよ！」

　叫びながら、神威カムイを籠こめた双剣を同時に打ち下ろした。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈レーヴァティン〉の真紅の刃に亀き裂れつが走る。

　カミトが圧倒していた。魔王の力ではない、純粋な剣技の力量で。

「弱者を犠牲にして、妹を利用するような、そんなやり方は間違ってるだろ！」

「黙れ。貴様は絶望を味わったことがないだけだ」

「絶望なら知ってるさ。三年前、彼女を守れなかったあの時になっ──！」

　光と闇の双剣演舞が、煉れん獄ごくの炎を薙なぎ払はらう。接近戦での不利を悟ったルビアが距離をとり、〈レーヴァティン〉を頭上に構えた。

　真紅の刃を中心に、轟ごう々ごうと燃え盛る巨大な炎の渦。

〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉──ルビア・エルステインが全身全霊を籠めた必殺の剣。

　それこそ、カミトが狙ねらっていたものだ。

（エスト、レスティア──頼む！）

　地を蹴けって駆けながら、カミトは両手の双剣に最大の神威を籠めた。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉がまばゆい輝きを放ち、〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉が黒い雷光を纏まとう。

　ありったけの神威を籠めた一撃だ。しくじれば命はない。

「魔装展開──〈無限煉獄ムスペルヘイム〉！」

　ルビア・エルステインが最大最強の炎を放った。

「──ここで終わらせるっ！」

　叫び、燃えさかる煉獄へ飛びこむカミト。

　そして──

「絶剣技終ついノ型──〈天双絶閃衝ラスト・ストライク・デユアル〉！」

　カミトの放った双剣奥義が、ルビアの〈神殺しの焔レーヴアテイン〉を粉砕した。





──ＥＮＤ

















あとがき






　──魔王の称号なんて、夜の魔王だけで十分だ！




　どうも志し瑞みずです。今回もお手にとってくださってどうもありがとうございます。『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』第一〇弾『魔王覚かく醒せい』をお届けいたします！

　燃える炎ほのおの中で果たされた最悪の邂かい逅こう。託された〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉はカミトの手に舞い戻り、囁ささやく彼女の声はカミトを〈魔王〉の覚醒へと導く。陰謀渦巻く〈クロス・ファイア〉、遂に迎えたルビア・エルステインとの最終決戦。カミトは囚とらわれのクレアを救い出すことができるのか──？

　というわけで、シリーズ二桁けた突入の一〇巻です。応援してくださっている読者の皆様、そして本当に大勢の方々の力を借りて、ここまで来ることができました。これからも全力で突っ走っていきますので、どうぞ応援のほどよろしくお願いします！

　謝辞です。今回も素晴らしい挿絵の数々を描いてくださった、桜さくらはんぺん先生。本当にありがとうございます。表紙のダブル精霊が可愛かわいすぎですね。

　担当の成なり田た様には、精霊シリーズを盛り上げる企画をいろいろ考えていただきました。感謝感謝です。これからも一緒にがんばっていきましょう。

　そしてそして、月刊コミックアライブにてコミカライズ版を連載してくださっている、氷ひよう樹じゆ一いつ世せい先生。このたびはコミックス第一巻発売、おめでとうございます！

　ヒロイン達はみんな可愛く、剣けん舞ぶのシーンはめちゃくちゃカッコイイ、ちょっとエッチなサービスシーンも最高です。氷樹先生にはビジュアル面での設定の補完もしていただいているので、原作を既読の方も『精霊使いの剣舞』の世界がより深く楽しめる作品になっていると思います。本当に超お勧めのハイクオリティなコミカライズ作品なので、皆様ぜひぜひ一緒にレジへお持ちください（精霊一〇巻と同時発売です！）。また、抽選で公式ミニ解説本のあたるコミック連動キャンペーンも開催していますので、どしどし応募してくださいね（詳しくは帯をご覧ください）。

　最後に、最大の感謝を読者の皆様に。いただいたアンケートの感想、お手紙など、とてもとても嬉うれしいです。九巻の人気投票はエストが不動の一位は変わらぬものの、レスティアが二位に返り咲きました。三位エリス、四位レオノーラ、五位と六位にルビアとクレアのエルステイン姉妹が並んだのが印象的でしたね。

　──そんなわけで、次回はいよいよ〈精霊剣舞祭編〉ついに完結。三年前の真実が明かされる第一一弾、『精霊王暗殺（仮）』でお会いしましょう！
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　著者
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　　[image: ]精霊サンドイッチ！精霊サンドイッチ！

　　というわけで10巻表紙はエスト＆レスティアのダブルヒロインを描いていただきました。第二部〈精霊剣舞祭編〉もいよいよクライマックス。最強チーム〈煉獄の使途〉との最終決戦がいま始まる！




　　第四回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞受賞。なごみ系ケルトコメディ『やってきたよ、ドルイドさん！』シリーズ、お城擬人化ファンタジー『白銀の城姫』シリーズを上梓。




　イラストレーター

　桜はんぺん（さくら・はんぺん）

　　４月６日生まれのゲーム原画家、イラストレーター。
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